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第203図 第406号住居跡出土遺物 (1)
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第204図 第406号住居跡出土遺物（2)

第407号住居跡（第205図）

0 • P-46・47グリッドにかけて検出された。第

403 • 408 • 409 • 410号住居跡、第800• 801 • 806号土

坑と重複していた。新旧関係は、第403• 408 • 409 • 

410号住居跡より新しく、第800• 801 • 806号土坑よ

り古かった。北側は、谷部へと至るため標高がやや

低くなっており、覆土がほとんど残存していなかっ

たため、北壁から東壁の範囲が明瞭ではなかった。

規模は、南北推定4.lm、東西3.3m、深さが0.01~

0.04mで、平面形態は南北にやや長い長方形をしてい

た。主軸方位は、 N-41°-Wであった。

覆土は、 3層からなる自然堆積であった。

炉跡、壁溝は検出できなかった。

貯蔵穴は、南東コーナ一部の南壁際で検出された。

規模は、長軸85cm、短軸83cm、深さが35cmで、平面

形態は楕円形をしていた。貯蔵穴のすぐ東側からは

胴部下半を欠損した土師器の壺が出土している。

ピットは 9本を検出した。Plが33x 57cm、P2が

32 x 59cm、P3カ{38x 52cm、P4カ唸9x 65cm、P5カゞ

22 x 28cm、P6カ唸2x 59cm、P7カ刈1x10cm、P8カミ

36X 10cm、pgが16X6 cmであった。

第206図1は、士師器の壺である。口縁端部と胴部
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第407号住居跡
1 黒褪色土
2 黒褐色土
3 灰オリープ色土
貯蔵穴
4 黒褐色士
5 暗灰色土
6 暗緑灰色土
7 暗緑灰色士
ピット 2~4  
8 暗灰黄色土
9 黄灰色土

10 暗緑灰色士

II 黄褐色土
12 緑黒色土

第408号住居跡
21 黒褐色土

2. 5Y3/2 黒っぽい暗茶掲色のしまりある士 しまりあり 粘性ややあり
2. 5Y3/2 1囲と同じ土＋黄掲色土ブロック($1 0~20mm) 中～多拡炭化物ブロック($1 0mm)少祗 しまりあり 粘性ややあり
5Y3/3 黄褐色上のしまりある土主体暗茶灰色土少屈 しまりあり 粘性ややあり

2. 5Y3/2 暗茶褐灰色のしまりのある粘質士主体 黄褐色士粒子 (~3~10mm) 中～多試 しまりあり 粘性ややあり
N3/0 暗灰色粘質士主体青灰色土粒子(~ I~3Illlll）少～中星粘性ややあり
5G3/l 緑灰色粘質土主体暗灰色粘土少祉炭化物プロック($5mm)微且 しまりなし粘性あり
5G4/! 6居よりも明るい緑灰色土 しまりあり 粘性ややあり（壁崩落士）

2. 5Y4/2 茶掲色のしまりある士主体黄褐色士粒子 ($1~2mm)少最 しまりあり 粘性ややあり
2. 5Y4/1 茶褐灰色のしまりある粘質土主体 黄掲色土粒子（が21Il111)多砧

P2の層下半は暗青灰色に変色している P4の思全体が暗青灰色に変色している
5G4/l 緑灰色粘質土主体暗灰色粘土少～中俵 しまりなし しまりあり

※P3は、全体的に少し色が暗めで5G3/l（暗緑灰色土）である
2. 5Y5/3 黄褐色のしまりある土に9居の土少批 しまりあり 粘性なし
5G2/1 黒っぽい暗緑色粘質上主体緑灰色シルト斑に含む しまりややあり 粘性あり

※P3・P4ともに12陪の上部は変色しておらず 黒褐色土2.5Y3/2を呈している
※P3の方は変色していない上部の部分に黄褐色土粒子 ($21Il111)多杭

2. 5Y3/1 黒褐色のしまりある土主体 焼上ブロック ($5mm) ・炭化物粒子($lDlDl)微最 しまりあり 粘性なし13 黒褐色土
ピット 5
14 暗オリープ褐色士 2.5Y3/3 暗茶褐色のしまりある士主体黄褐色士粒子（が2~3mm)斑に含む しまりあり 粘性なし
15 黄灰色土 2. 5Y4/1 暗灰色のしまりのある士主体黄褐色士プロック(ct,10~20mm)多量 しまりあり 粘性ややあり
ピット 6
16 暗緑灰色土 5G3/l 暗緑灰色粘質土主体緑青灰色土斑に含む しまりあり 粘性ややあり

層上部は変色しておらず暗茶褐色土 (2.5Y3/3)に黄褐色土粒子含む
5G3/l 16層とほぼ同じ緑灰色士シルト少屈 しまりややあり 粘性あり17 暗緑灰色士

ピット 7・8
18 オリープ黒色土 5Y3/2 
19 オリープ黒色土 5Y3/2 
ピット 9
20 暗青灰色士

暗茶褐色のしまりある士主体黄褐色士粒子(~ 3mm)斑に含む しまりあり 粘性なし
P7とほぼ同じで、黄褐色土粒子がP7より少ない

5B3/1 暗青灰色粘質士主体 青灰色土粒子(~ 50mm)斑に含む

!OYR3/l 黒褐色のしまりある土主体黄褐色土プロック(~ 10~20mm)含む しまりあり 粘性ややあり

第205図第407• 408号住居跡
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下半を欠損している。胴部上半には、間に横方向の

ヘラミガキを挟んで、 RLO段多条の縄文が施文さ

れる。胴部内面は、ヘラナデと指ナデによって整形

される。上に何かを載せるための台として転用され

た可能性もある。

10cm 
l:4 

第206図 第407号住居跡出土遺物

第408号住居跡（第205図）

0 • P -46グリッドにかけて検出された。第407• 

409 • 410号住居跡と重複していた。新旧関係は、第

409 • 410号住居跡より新しく、第407号住居跡より古

かった。北側は、谷部へと至るため標高がやや低く

なっており、覆土がほとんど残存しておらず、検出

できたのは東壁の一部のみであった。

規模は、南北3.8m以上、東西0.9m以上、深さが

0.08mで、平面形態は不明である。主軸方位は、 N-

40° -wであった。

炉跡、壁溝などの付属施設は検出できなかった。

遺物は、古墳時代前期の甕、縄文が施文された壺

胴部片などが少量出土しているが、図示できるもの

がなかった。

第409号住居跡（第207因）

0 • P -46グリッドにかけて検出された。第407• 

408 • 410 • 411号住居跡と重複していた。新旧関係は、

第410号住居跡より新しく、第407• 408号住居跡より

古かった。第411号住居跡との切り合いは不明である。

本住居跡も、地形が低い地点で検出されたため、全

体の形状が明瞭ではなかった。

規模は、南北推定3.2m、東西1.9m以上、深さが

0.04mで、平面形態は不明である。主軸方位は、 N-

39° -wであった。

炉跡、壁溝などの施設は検出できなかった。

ピットは小規模なものが6本検出できた。各ピッ

トの規模は、 Plがzgx23cm、P2が32X27cm、P3が

37x 13cm、P4カゞ31X 21cm、P5カ唸1x 18cm、P6カミ

29X47cmであった。

掘り方からは、北壁側でピットが新たに 2本検出

できた。ピットを繋ぐような形に、東半部のみ粗掘

りをしていたことがわかった。

遺物は、古墳時代前期の甕や赤彩された壺の破片

が少量出土しているが、図示できるものがなかった。

第410号住居跡（第207図）

0 • P -46グリッドにかけて検出された。第407• 

408 • 409 • 411号住居跡と重複していた。新旧関係は、

第407• 408 • 409号住居跡より新しく、第411号住居

跡との切り合いは不明であった。第409号住居跡に大

きく壊されていたため、検出できたのが南壁と東壁

の一部だけであった。

規模は、南北3.7m以上、東西2.lm以上、深さが

0.04mで、平面形態は不明であった。主軸方位は、

N-39° -Wであった。

-185-

壁溝は、壁際を部分的に巡り、幅9~20cm、深さ

が2~4cmであった。

遺物は、古墳時代前期の土師器甕片などが少量出

土しているが、図示できるものがなかった。
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第409号住居跡
1 黒褐色士
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第410号住居跡
13 黒褐色土
14 暗灰黄色土

2. 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりある土 黄褐色土粒子(</,5~10 
rnrn)少量炭化物粒子(¢ lnIIIl）微紐 しまりあり 粘性やや
あり

2 暗オリープ色士 2. 5Y3/3 3層より明るい暗茶褐色のしまりある土 黄褐色土プロック
(</, 20~50mm)多最炭化物粒子(</,2mm)微盤 しまりあり
粘性ややあり

3 黒褐色土 2. 5Y3/2 黒褐色のしまりある士主体 黄褐色士粒子 (</,3mm)微盤
しまりあり 粘性なし

4 暗オリープ褐色士 5Y4/3 地山っぽい黄褐色上主体 茶褐色土少柾 しまりあり
粘性ややあり

5 暗灰黄色上 2. 5Y4/2 黄褐色ローム士多凡 暗茶褐色士少址 しまりあり 粘性
弱い（掘り方）

ピット 1~ 5 
6 黒褐色土 2. 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりある土 しまりあり 粘性弱い
7 緑黒色土 5G2/] 黒っぽい暗灰緑色士主体 緑灰色士粒子(</,3mm)少～中品

しまりあり 粘性ややあり
8 暗灰色士 N3/0 暗灰色粘質土主体 黄褐灰色土プロック (¢IOrnrn)多贔

しまりあり 粘性ややあり（壁崩落土）
ピット 6
9 暗オリーブ褐色土 2. 5Y3/3 暗茶褐色のしまりある粘質士 黄褐色土(</,5mm)斑に多量

しまりあり 粘性ややあり
10 暗青灰色士 5B4/] 暗青灰色粘質土 青灰色土プロック (¢IOrnrn)多最 しまり

ややあり 粘性あり
ピット 7 • 8 
II 黄灰色土 2. 5Y4/] 暗灰色のしまりある士主体 青灰色土粒子（が2mm)少～中量

しまりあり 粘性ややあり
N3/0 暗灰色粘土主体青灰色土粒子(</,5mm)少昼 しまりなし

粘性ややあり

2. 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりある士 しまりあり 粘性なし
2. 5Y3/2 茶褐色のしまりある士 黄褐色士粒子(</,3mm)多凪 しまり

あり 粘性なし（壁溝）

12 暗灰色士

G 163m 

P9 P1 

冒
G' 

第207図 第409• 410号住居跡
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第411号住居跡
1 黒褐色士 2. 5Y3/l 暗茶灰色のしまりある士であるが多少パサパサしている

しまりあり 粘性なし

2 暗灰黄色土 2. 5Y4/2 暗茶褐色のしまりある士主体 黄褐色上ブロック ($10~20mm)

多品 しまりあり 粘性なし

3 黒褐色士 2. 5Y3/2 黒っぽい暗茶褐色のしまりある士 しまりあり 粘性ややあり

4 黄灰色士 2. 5Y4/l 暗灰色粘質土主体黄灰褐色土粒子は2unm) 中～多屈

しまりあり 粘性ややあり（壁溝）

5 黒褐色士 2. 5Y3/l 黄褐色地山土 ($1~3mm) ・緑灰色地山土 ($1~10mm)多堡

しまり・粘性あり （掘り方）

6 黄褐色土 2. 5Y5/4 地山主体 1陪士（い～5mm)微是 しまり ・粘性あり（掘り方）

ピット 1
7 オリープ黒色士 5Y3/l 暗灰色粘賀土主体黄褐色土粒子($5mm)少砧 しまりあり

粘性ややあり

8 緑黒色土 5G2/l 黒っぽい緑灰色の粘質士主体 青灰色シルト少呈 しまりなし

粘性あり

9 緑黒色士 5G2/l 8層とほとんど同じ 青灰色土粒子 ($3DUTI)多拡

第208図第411号住居跡

第411号住居跡 （第208図）

0 • P -46グリッドの谷部への落ち際で検出され

た。第409• 410号住居跡と重複していたが、新旧関

係は不明である。標高が16m前後と低い地点にあっ

たため、形状は不明瞭であった。

規模は、南北4.3m、東西3.2m以上、深さがO.Q7m

であった。主軸方位は、 N-42°-Eであった。

壁溝は、壁が検出できた範囲ではほぼ全周 してお

り、幅9~16cm、深さが2~4cmであった。

ピットは北西部で 1本のみ検出できた。規模は、

42X22cmであった。

掘り方は、北東隅のみ粗掘りが確認できた。

遺物は、北東コーナ一部で第209図1のほぼ完形の

壺が潰れた状態で出土している。
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1 : 4 

第209図 第411号住居跡出土遺物
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第412号住居跡 （第210図）

Q-45・46グリッドにかけて検出された。第413号

住居跡、第416号井戸跡、第786号土坑、第816• 

817 • 818号溝跡と重複していた。新旧関係は、第413

号住居跡より新しく、第416号井戸跡、第786号土坑、

第816• 817 • 818号溝跡より古かった。西側は遺構の

重複が著しかったため、壁の立ち上がりがよくわか

らなかった。

規模は、南北4.8m、東西推定3.9m、深さが0.02~

0.09mで、平面形態は南北に長い長方形をしていた。

主軸方位は、 N-25°-Wであった。西壁部分は推

定ラインよりまだ西側へ延びる可能性がある。

覆土は、 2層からなる自然堆積であった。住居跡

南西部の床面上には薄い炭化物の層 (2層）が堆積

していた。

カマドは検出できなかった。

壁溝は、 壁が検出できた範囲では全周しており、

幅14~21cm、深さが4~6 cmであった。
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第412号住居跡
1 暗褐色士 IOYR3/3 2~3cmのロームブロックを含む
2 にぶい黄褐色土 IOYR4/3 焼土粒子 (¢IOIIllil） ・ 炭化粒子(~ 10mm) 多絋

ピット1
3 黒褐色士
4 黒褐色土

第413号住居跡
5 黒褐色土

IOYR3/2 黄褐色土ブロック(~ 20~30mm)多砧 しまりやや弱い（住居の授士とほぽ同じ）
IOYR3/2 黄褐色土粒子（が5mm)少乱 しまりやや弱い

10YR2/3 5~10cmのロームブロック多拭（埋め戻し）
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第210図第412・413号住居跡
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ピットは北東コーナ一部で 1本を検出できた。規

模は61x 50cmで、平面形態は円形をしていた。位置

から推測すると、貯蔵穴である可能性も考えられる。

遺物は、覆土中から古墳時代後期の土師器模倣坪、

比企型杯、高坪片などが少量出土している。

第211図1は、西壁寄りで出土した滑石製の臼玉で

ある。本遺構から出土した遺物で図示できたものは、

石製品が1点のみである。

◎1 
四 O 2cm 

| 1 1 1 : 1 

第211図 第412号住居跡出土遺物

第413号住居跡 （第210図）

Q-45・46グリッドにかけて検出された。第412号

住居跡、第416号井戸跡、第786• 824号土坑、第

816 • 817号溝跡と重複していた。新旧関係は、第412

号住居跡、第416号井戸跡、第786号土坑、第816• 

817号溝跡より新しく、第824号土坑との切り合いは

不明であった。

規模は、南北3.6m、東西3.7m以上、深さが0.07~

0.09mで、平面形態は方形をしていたと思われる。主

軸方位は、 N-43° -Wであった。

覆土は 1層のみ確認でき、埋め戻しされた可能性

がある。第412号住居跡を構築するために行ったのか、

住居跡の廃絶に伴って行ったのかは不明である。

カマド、壁溝などの施設は検出できなかった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土した。

第212図1は、口縁部土器片に穿孔されたもので、

補修痕である可能性も考えられる。2は、滑石製の

臼玉である。2点の遺物を図示できたが、本遺構に

伴う遺物であるかは不明である。

二］
0 2cm 
l | | 1 : 2 

◎2 
記
0 2cm 
| 1 | 1 : I 

第212図 第413号住居跡出土遺物

第414号住居跡（第213• 214図）

P • Q-46・47グリッドにかけて検出された。第

406 • 415 • 416 • 421号住居跡、第422• 423号井戸跡、

第815号土坑、第789• 809 • 811 • 814 • 820 • 822号溝

跡と重複していた。新旧関係は、第415号住居跡より

新しく、第406号住居跡、第422• 423号井戸跡、第

815号土坑、第789• 809 • 811 • 814 • 820 • 822号溝跡

より古かった。第416• 421号住居跡との切り合いは

不明である。

規模は、南北6.3m、東西7.9m以上、深さが0.10m

で、平面形態は東西に長い方形をしていた。主軸方

位は、 N-38° -Wであった。

カマドは、住居跡の北壁で検出された。燃焼部は、

南北84cm、東西52cmで、床面とほぽ同じ高さであっ

た。覆土には少量の灰が確認できた。

壁溝は、西壁部分のみ検出できた。幅12~24cm、

深さが4~7cmであった。

ピットは 6本を検出した。Plは北東コーナ一部で

検出され、貯蔵穴である可能性が高い。規模は、長

軸107cm、短軸68cm、深さが36cmで、平面形態は東西

に長い楕円形をしていた。他のピットの性格は不明

である。P2が68X48cm、P3が40X22cm、P4が43X

42cm、P5が53X28cm、P6が42X34cmであった。P5

からは土師器甑が出土している。

遺物は、北東コーナ一部の貯蔵穴と考えられるPl

から、土師器の鉢と甕が出土している。東壁寄りのP

5からは、ほぼ完形の土師器甑が埋納されたような

状態で出土した。また、図示はできなかったが桃の

種が覆土から出土している。

第215図1• Zは、小型の須恵器坪蓋である。2点

とも湖西産と考えられる。3~7は土師器の坪で、

3が有段口縁杯、 4が模倣坪、 6が身模倣杯、 7が

比企型坪である。 5 • 7は、口縁部外面から内面に

かけて赤彩される。8 • 9は、土師器の高杯である。

12は、p5から出土したほぼ完形の土師器甑である。

13は、末野産と考えられる須恵器甕の胴部片である。

14 • 15は、滑石製の臼玉である。
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第414号住居跡
1 暗褐色土 IOYR3/3 黄褐色土粒子 ($1~2mm) ・黄褐色士プロック（が3~5mm) ・焼土粒子 ($!~2mm) ・炭化物粒子(<t>l~3mm)少量
2 黒褐色土 !OYR3/l 黄褐色土粒子(</>l~2mm) ・黄褐色土プロック（が3~10mm) 多羹 焼土粒子 (</>l~3mm) ・炭化物粒子 (</>l~3mm)少量
3 黒色土 5Y2/l 緑灰色土粒子 (</>l~2mm) ・緑灰色土プロック（が3~5)少量
カマド
4 黒褐色士 10YR3/2 黄褐色土粒子 (</>l~2mm) ・黄褐色士ブロック(<I>3~5mm) ・焼土プロック(<I>2~3mm)多屈 炭化物粒子(<I>2~3mm) ・灰少址

゜
2m 
I660 

第213図 第414• 415号住居跡（1)

-190-



F 16.5m F'Gl6.5rn ．．  
SJ414 

冒 s疇言
SJ414 

G' H I65m H' 

SJ414 
p4 

I 16.Sm 

SJ414 
Ps 

I' J 16.5m 
- ・・ .一・

SJ414 
P6 

J' K 16.5rn ..  
SJ415 

K' 

ロ 》瓢戸
第414号住居跡
ピット 1
5 黒褐色土 ］OYR3/l 黄褐色士粒子 （い～2nm1) ・黄褐色土プロック($3~1OIDlll） ・炭化物粒子 (</l2~10n皿）多菌 焼土プロック($2~5mm)少品

ピット 2
6 黒色土 5Y2/] 緑灰色土粒子(</ll~2mm) ・緑灰色土プロック(</l3~5mm)少祉 炭化物粒子(</Jl~2mm)微屈

ピット 3
7 暗褐色土 ］OYR3/3 黄褐色士粒子(</JI~2mm) ・黄褐色土プロック(</l3~5皿1)少屈 焼土粒子(</lI~2mm) ・炭化物粒子(q,1~2JJWJ)を微屈

ピット 4 • 6 
8 暗褐色土 ］OYR3/3 黄褐色土粒子(</lI~2m叫 ・黄褐色土プロック (</)3~10mm)多鈷 焼士粒子(</l1~2mm) ・炭化物粒子(</lI~2mm)微址
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第214図第414• 415号住居跡（2)
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第215図 第414号住居跡出土遺物
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第415号住居跡 （第213• 214図）

Q-46グリッドで検出された。第414• 416 • 421号

住居跡、第811号溝跡と重複していた。新旧関係は、

第414号住居跡、第811号溝跡より古かった。第416• 

421号住居跡との新旧関係は不明である。第414号住

居跡に大きく壊されていたため、検出できたのが北

東コーナ一部の一部のみであった。

規模は、南北4.6m以上、東西0.7m以上、深さが

0.04mで、平面形態は不明である。主軸方位は、 N-

33° -wであった。

カマド、壁溝などの施設は検出できなかった。

ピットは第414号住居跡の壁溝下から 1本を検出で

きた。規模は41x 36cmで、土師器の甕が2点出土し

ている。

第216図1• 2は、 Plから出土した土師器甕であ

る。2点とも胴部下半を欠損している。

＼ 

10cm 
l:4 

第216図 第415号住居跡出土遺物

第416号住居跡（第218図）

Q-46グリッドで検出された。第405• 415 • 417 • 

421号住居跡、第793• 796号土坑、第811号溝跡と重

複していた。新旧関係は、第417号住居跡より新しく、

第405号住居跡、第796号土坑、第811号溝跡より古か

った。第415• 421号住居跡、第793号土坑との切り合

いは不明である。南半部は第405号住居跡に壊されて

いたため、残存していたのは北半部だけであった。

規模は、南北2.7m以上、東西3.9m、深さが0.03~

0.17mで、平面形態は方形をしていたと思われる。主

軸方位は、 N-27°-Wであった。

覆土は、2層からなる自然堆積であった。

カマド、壁溝などの施設は検出できなかった。

ピットは2本を検出した。規模は、 Plが45X35cm、

P2が43X33cmであった。

遺物は、覆土中から古墳時代後期の土師器模倣坪、

高坪、壺、甑片などが少量出土している。

第217図1は、須恵器の杯身である。2は、土師器

の模倣杯である。

第417号住居跡 （第218図）

Q • R -46グリッドにかけて検出された。第405• 

416号住居跡、第809• 810 • 811号溝跡と重複し、切

り合う遺構の中で本住居跡が一番古かった。

規模は、南北1.0m以上、東西1.8m以上、深さが

0.05~0.09mで、平面形態は不明である。主軸方位は、

N-26° -Wであった。

炉跡、壁溝は検出できなかった。

ピットは北東隅で 1本を検出できた。規模は58X

41cmで、貯蔵穴である可能性が考えられる。

第219図1は、 二重口縁の壺口縁部片である。2は、

s字状口縁台付甕の口縁部片である。3は、吉ヶ谷
式の甕胴部片である。外面に輪積み痕を明瞭に残し、

単節LR縄文を施文する。

← 三＝｝
｀三

10cm 
l:4 

第217図 第416号住居跡出土遺物
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第416号住居跡

1 黒褐色士 IOYR3/2 黄褐色士粒子(ct,l~2DIIll) ・黄褐色士プロック（が3~lDIIll) 多最 焼土 ・炭化物粒子(ct,!~3mm)少拭

2 黒褐色土 ］OYR3/3 黄褐色土プロック(ct,3~10mm)多址（地山崩落士）

ピット 1
3 黒褐色士 IOYR3/2 黄褐色士粒千（ ¢l~2111111) 焼士粒子 (¢ 1~2mm) ・炭化物粒子 (¢l~2mm) 少握

4 黒褐色土 ］OYR3/l 黄褐色土粒子プロック(ct,3~10mm) 多凪 焼士粒子(ct,!~3mm) ・炭化物粒子(ct,I~3mm) 少量

ピット 2
5 暗褐色土 !OYR3/3 黄褐色土粒子(ct,!~2mm) ・焼土粒子(ct,!~3mm) ・炭化物粒子(ct,!~3mm) 少拭

6 黒褐色士 IOYR3/l 黄掲色士粒子(ct,l~2mm) ・黄褐色土プロック(ct,3~5mm) ・焼土粒子(ct,!~2mm) 少贔

第417号住居跡

ピット 1
7 暗掲色士 IOYR3/3 黄褐色土粒子(ct,l~2mm) ・焼土粒子(ct,l~2mm) ・炭化物粒子 (¢ l~2mm)少品

8 黒掲色土 IOYR3/l 黄褐色士粒子(ct,l~2llllll) ・黄褐色土プロック(ct,3~5mm) ・焼土粒子(ct,!~2mm)少量

第218図第416• 417 • 421号住居跡
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第219図 第417号住居跡出土遺物

第418号住居跡（第220図）

Q-48グリッドで検出された。住居跡の大部分が

調査区域外に延びていたため、全体を調査すること

ができなかった。また、調査開始前に掘削した排水

溝により床面の一部が壊されていた。それにより検

出できたのは、北壁部分だけであった。第404• 

406 • 419号住居跡と重複しており、本遺構が一番新

しかった。

規模は、南北1.4m以上、東西4.8m以上、深さが

0.12mで、平面形態は不明である。主軸方位は、 N-
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22° -wであった。

覆土は、3層からなる自然堆積であった。

カマド、壁溝などの施設は検出できなかった。

ピットは 1本のみ検出できた。規模は31x 38cmで、

性格は不明である。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が覆土から少量

出土している。

第221図1~3は土師器杯で、1が比企型杯、2が

模倣坪、 3が身模倣杯である。 1は内外面に赤彩さ

れる。4 • 5は、土師器の鉢である。
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1 黒色士 2. 5Y2/I 緑灰色土粒子 (</>I~2mm)少益
2 黒褐色土 2. 5Y3/l 緑灰色土プロック(</>3~5mm) ・炭化物粒子

(</> 2~3mm) 少拭
3 黒色土 7. 5Y2/l 緑灰色士プロック(</>3~10mm)多茄（地山崩

落土）
ピット 1
4 オリープ黒色士 5Y3/l 緑灰色土粒子(q,l~21Illll）・緑灰色土プロック

(</> 3~5mm) 少祉
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第221図 第418号住居跡出土遺物

第419号住居跡 （第223図）

P • Q -48グリ ッドにかけて検出された。南側は

調査区域外に延びていたため、全体を調査すること

ができなかった。第406• 418 • 420号住居跡、第789

号溝跡と重複していた。新旧関係は、第420号住居跡

より新しく、 第406• 418号住居跡、第789号溝跡より

古かった。

規模は、南北4.7m以上、東西3.6m以上、深さが

0.08~0.21mで、平面形態は不明である。主軸方位は、

N-45° -Wであった。

カマド、壁溝などの施設は検出できなかった。

ピットは 2本を検出した。規模は、 Plが54X56cm、

P2が62X53cmであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器模倣坪、有段口縁

坪、比企型坪などの破片が多量に出土している。

第222図1は、土師器の有段口縁坪で、黒色処理が

施される。2は比企型坪で、赤彩が施される。

三 二
10cm 
l : 4 

第222図 第419号住居跡出土遺物
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3~5mm) ・炭化物粒子(<t>l~2mm)少盤

3 黒色土 7. 5Y2/l 緑灰色土粒子 (</>I~2mm) ・緑灰色土ブロック(</>

3~10mm)多足炭化物粒子(</>I~3llllll）少最
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I:60 

第223図第419号住居跡

第420号住居跡 （第224図）

P • Q -48グリッドにかけて検出された。第419号

住居跡、第789• 813号溝跡と重複し、本遺構が一番
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古かった。

規模は、南北2.0m以上、東西2.6m、深さが0.05m

で、平面形態は方形をしていたと思われる。主軸方

カマド

2 黒色土

B 16. 3m 

Pl 

B' 

SJ419 

第420号住居跡

1 オリープ黒色士 7. 5Y3/l 緑灰色士粒子(,t,l~2mm)・緑灰色士プロック

(,t, 3~5mm) 多批

10Y2/l 焼土プロック（が2~5mm)・炭化物粒子(<I>2 

~5mm)多最

ピット 1
3 黒色士 7. 5Y2/l 緑灰色土粒子 ($1~2mm)・緑灰色土プロック

($3~10mm)多址炭化物粒子 ($2~5mm)

少盤

4 オリーブ黒色土 10Y3/l 緑灰色士を主体（地山崩落土）

2m  
1：印

第224図 第420号住居跡
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位は、 N-57° -Wであった。

カマドは、住居跡西壁のほぼ中央で検出された。

覆土がほとんど残っていなかったため、袖や煙道部

の煙出し部分は確認できなかった。煙道部の先端は、

｀ 口
三

第225図 第420号住居跡出土遺物

10cm 
1 :4 

第813号溝跡と重複する部分まで焼土や炭化物が確認

できたため、壁外に大きく延びていたものと考えら

れる。煙道部の規模は、長さ145cm、幅40cm、深さが

3 cmであった。

壁溝、貯蔵穴は検出できなかった。

ピットは南壁寄りで 1本を検出した。規模は59X

55cmで、土師器の模倣坪片などが出土している。

遺物は、カマド内とPl周辺から古墳時代後期の土

師器杯、甕などが少量出土している。

第225図1~3は、土師器の模倣坪である。1• 3 

がPl内から出土した。4がPlの脇から出土した土

師器の甕である。

第421号住居跡（第218図）

Q -46グリッドで検出された。第415• 416号住居

跡、第796• 798号土坑と重複していた。新旧関係は、

第796• 798号土坑より古く、第415• 416号住居跡と

は不明である。第415• 416号住居跡と大きく切り合

っていたため、検出できたのは北東コーナ一部だけ

であった。

規模は、南北2.3m以上、東西1.6m以上、深さが

0.10mで、平面形態は不明であった。主軸方位は、

N-31° -Eであった。

カマド、壁溝などの施設は検出できなかった。

遺物は、古墳時代後期の須恵器甕、土師器甕片な

どが少饂出土しているが、小破片のため図示できる

ものがなかった。

ここ二〗 ｀口 □I 
＿ 

第226図 第422号住居跡出土遺物
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第422号住居跡（第181図）

Q -44•45グリッドにかけて検出された。 第397号

住居跡、第410号井戸跡、第760• 783 • 785号土坑、

第789• 797 • • 827 • 829号溝跡と厭複していた。

新旧関係は、第397号住居跡より新しく、第410号

井戸跡、第783• 785号土坑、第789• 797号溝跡より

古かった。他の遺構との切り合いは不明である。

規模は、南北5.0m、東西3.4m以上、深さが0.08m

であった。主軸方位は、 N-58° -Eであった。

壁溝は、幅10~24cm、深さが2~llcmであった。

ピットは北西コーナ一部で 2本を検出した。規模

は、 Plが39X49cm、P2が36X23cmであった。

第226図1• 2は、土師器の坪である。 1がPl、

3 • 4がP2から出土している。
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第423号住居跡

ピット 1
1 オリープ黒色土

2 黒色土
3 緑灰色シルト

ピット 2

4 黒色士

5 オリープ黒色土

6 暗オリープ灰色土

・ロロ
IOY3/J 緑灰色土粒子 (</>I~2mm) ・緑灰色士ブロック(</>3~5mm)少址

7. 5Y2/l 緑灰色土粒子 (</,1~2mm） ・緑灰色土ブロック(</>3~5mm)多屈 炭化物粒子(</>2~5mm) 少拡

7. 5GY5/l 緑灰色士を主体（地山崩落土）

5Y2/l 

7. 5¥3/1 

5GY4/l 

緑灰色土粒子 ($1~2nllll) ・緑灰色士プロック ($3~5mm)多紐 焼上粒子 ($1~3mm) ・炭化物粒子(f1~3mm) 少最

緑灰色士プロック(f3~10mm) 多址 炭化物粒子(f1~3mm) 少堡

地山の緑灰色砂質士主体（地山崩落土）

゜
2m 
＇ 1 : 60 

第227図 第423号住居跡

第423号住居跡 （第227図）

Q-47グリッドで検出された。第406号住居跡の床

面下から検出されたため、残りが悪く、南壁の範囲

は確認できなかった。第404• 406号住居跡、第789• 

820号溝跡と重複し、本住居跡が一番古かった。

規模は、南北2.2m、東西5.0m、深さがO.Olmであ

った。主軸方位は、 N-28°-Wであった。

壁溝は、北壁から西壁にかけて部分的に検出され、

幅10~18cm、深さが6~7 cmであった。

ピットは 3本を検出した。規模は、 Plが48X28cm、

P2が54X81cm、P3が41x 56cmであった。

第228図1は、 Plから出士した甕口縁部片である。

2は、 P2から出土した台付甕である。

\=—」――-/ ぷ 2

10cm 
1 :4 

第228図 第423号住居跡出土遺物
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第 5表住居跡出土遺物観察表（1)

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

46 1 SJ 324 土師器 杯 (13.0) [3.2] 1/4 雲 角赤粒白粒 普通 橙 北武蔵型坪
46 2 SJ 324 土師器 皿 (15.7) [3.5] 1/3 雲角赤粒 普通 橙
46 3 SJ 324 須恵器 杯 [1.9] (7.8) 底部破片 雲石英白粒針 良好 灰黄褐 南比企産
49 1 SJ 325 須恵器 蓋 (18.4) [2.0] 破片 石英赤粒白粒針 普通 灰
49 2 SJ 325 須恵器 坪 (14.0) [3.5] (7.6) 1/4 雲白粒針 普通 灰
49 3 SJ 325 須恵器 杯 (13.1) [3.3] 1/4 白粒針黒粒 普通 灰
49 4 SJ 325 土師器 坪 (10.0) [2.7] 破片 雲角赤粒白粒 普通 橙 北武蔵型坪
49 5 SJ 325 土師器 杯 (9.9) [2.9] 破片 角石英赤粒 普通 褐灰 北武蔵型坪
49 6 SJ 325 土師器 杯 (12.6) [2.7] 破片 角赤粒白粒黒粒 普通 橙
49 7 SJ 325 須恵器 甕 破片 石英白粒 普通 暗灰 121-2 
49 8 SJ 325 土師器 甕 (21.6) [8.2] 口縁1/3雲角赤粒 普通 橙
49 ， SJ 325 土師器 甕 (23.6) [8.9] 破片 普通 橙
49 10 SJ 325 土師器 甕 [3.3] (6.0) 底部破片 雲 赤粒白粒 普通 橙
49 11 SJ 325 土師器 甕 [2.8] (5.0) 底部破片 雲角赤粒白粒 普通 橙
49 12 SJ 325 石製模造品 剣形品 幅2.2長さ4.0厚さ05重さ6.8 完形 滑石製 127-2 
49 13 SJ 325 石製模造品 剣形品 幅21長さ26厚さ03重さ24 1/2 滑石製
49 14 SJ 325 石製品 管玉 径05長さ1.9重さ0.8 完形 127-1 
49 15 SJ 325 鉄製品 鉄鏃 幅0.7~05長さ[4.1] 鏃身部破片 130-1 
49 16 SJ 325 石製品 臼玉 径06長さ0.4重さ0.2 ほぼ完形
49 17 SJ 325 石製品 臼玉 径0.5長さ0.3重さ0.1 完形

51 1 SJ 326 須恵器 坪 (12.8) 3.5 7.3 2/3 白粒針 良好 灰
51 2 SJ 326 須恵器 坪 13.8 4.0 8.0 4/5 長石砂粒白粒針 普通 にぶい赤褐 65-1 
51 3 SJ 326 須恵器 坪 (11.9) 3.4 7.2 2/3 石英赤粒白粒針 不良 橙
51 4 SJ 326 須恵器 坪 (13.0) 3.5 (6.4) 1/2 石英白粒針黒粒 普通 灰
51 5 SJ 326 須恵器 坪 (12.0) 3.1 6.9 1/4 白粒黒粒針 普通 明灰
51 6 SJ 326 須恵器 坪 (12.4) 3.0 (7.0) 1/4 雲石英 普通 黄灰
51 7 SJ 326 須恵器 坪 (12.2) [3.3] (7.0) 1/4 石英針 普通 灰
51 8 SJ 326 須恵器 坪 (12.2) [3.8] (6.8) 1/5 雲白粒針 普通 灰
51 ， SJ 326 須恵器 坪 [1.4] 79 底部のみ 雲白粒針 良好 灰
51 10 SJ 326 須恵器 杯 (13.0) [3.2] 破片 白粒針 普通 灰
51 11 SJ 326 須恵器 坪 (11.5) [3.6] 破片 石英白粒針 普通 灰
51 12 SJ 326 須恵器 高台杯塊 (13.8) 5.3 7.4 1/2 赤粒針 不良 にぶい橙
51 13 SJ 326 土師器 坪 (12.4) 2.4 1/2 雲石英砂粒赤粒 普通 橙
51 14 SJ 326 須恵器 甕 [5.5] (15.6) 破片 白粒黒粒 普通 灰
51 15 SJ 326 須恵器 腿 破片 白粒 良好 青灰
51 16 SJ 326 石製品 紡錘車 孔径0.9径4.0原さ2.6重さ53.5 完形 120-1 
53 1 SJ 328 土師器 壺 [3.9] 9.3 底部のみ 雲石英赤粒 不良 にぶい橙
55 1 SJ 330 須恵器 蓋 (17.3) [2.1] 1/3 白粒針 良好 灰 南比企産
55 2 SJ 330 須恵器 杯 12.2 3.8 7.4 2/3 針 普通 灰白 全面回転ヘラ削り
55 3 SJ 330 須恵器 坪 14.0 3.9 7.9 2/3 白粒粒針 普通 灰白 南比企産 65-2 
55 4 SJ 330 須恵器 杯 (12.2) [3.5] 破片 針 良好 灰 南比企産
55 5 SJ 330 須恵器 坪 (10.0) [1.1] 8.0 底部破片 雲 石英 良好 灰白
55 6 SJ 330 須恵器 坪 [3.6] 1/4 白粒針 良好 灰 南比企産
55 7 SJ 330 土師器 坪 (10.6) [2.2] 破片 雲赤粒白粒 普通 橙 北武蔵型坪
55 8 SJ 330 土師器 坪 12.4 3.5 1/2 赤粒白粒 普通 橙 北武蔵型坪
55 ， SJ 330 土師器 坪 (13.1) [3.1] 1/3 角白粒 普通 にぶい橙 北武蔵型坪
55 10 SJ 330 土師器 坪 (13.8) [2.8] 1/5 雲 普通 にぶい褐 北武蔵型坪
55 11 SJ 330 土師器 杯 [2.6] 破片 雲白粒 普通 にぶい褐 比企型坪、赤彩
55 12 SJ 330 土師器 埒 (15.2) [3.9] 破片 砂粒白粒 普通 橙
55 13 SJ 330 須恵器 短頸壺 (20.0) [6.0] 口縁破片 片赤粒白粒 良好 灰白 末野産
55 14 SJ 330 須恵器 台付甕 [4.3] 15.0 底部破片 片石英 普通 灰白 末野産
55 15 SJ 330 緑釉陶器 長頸瓶 [10.5] 頸部 雲 良好 灰白
55 16 SJ 330 須恵器 高坪 [5.4] 脚部 白粒 良好 灰白
55 17 SJ 330 土師器 小型甕 (14.6) [ 4.1] 口縁破片 白粒 普通 黄橙
55 18 SJ 330 土師器 甑 (26.1) [9.2] 口縁破片 砂粒 普通 にぶい橙
56 1 SJ 331 土師器 婉 12.2 5.0 ほぼ完形 雲黒粒 普通 明赤褐 赤彩、放射状暗文 65-3 
56 2 SJ 331 土師器 境 11.2 6.2 杯部破片 長石石英赤粒白粒 普通 赤橙 赤彩、放射状暗文 86-1 
56 3 SJ 331 土師器 甕 15.8 26.8 6.1 ほぼ完形 雲砂粒赤粒白粒 不良 灰赤～にぶい橙 104-1 
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第 6表 住居跡出土遺物観察表（2)

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

56 4 SJ 331 土師器 甕 [3.3] 8.0 底部破片 長石砂粒 普通 赤褐

57 1 SJ 332 土師器 杯 11.0 3.9 1/4 雲 砂粒 普通 褐灰

57 2 SJ 332 土師器 鉢 18.6 5.7 破片 砂粒赤粒 普通 にぶい橙

57 3 SJ 332 土師器 甑 19.6 [9.5] 1/5 砂粒赤粒 普通 浅黄橙

57 4 SJ 332 土師器 甕 21.0 7.5 破片 砂粒赤粒白粒 普通 にぶい橙

61 1 SJ 333 土師器 杯 (10.6) [3.3] 破片 赤粒白粒 普通 橙 北武蔵型坪

61 2 SJ 333 土師器 杯 11.4 [2.9] 1/3 砂粒白粒 普通 橙 北武蔵型坪

61 3 SJ 333 土師器 杯 11.8 [3.4] 1/5 白粒 普通 にぶい橙 北武蔵型坪

61 4 SJ 333 土師器 坪 12.4 4.2 3/4 砂粒赤粒 普通 浅黄橙 北武蔵型坪 65-4 

61 5 SJ 333 土師器 杯 (10.0) [2.8] 1/5 雲白粒 普通 灰褐 黒色有段口縁杯

61 6 SJ 333 土師器 杯 (13.6) [3.6] 1/5 赤粒白粒 良好 明赤褐 有段口縁坪

61 7 SJ 333 土師器 小型甕 (11.8) [6.0] 口縁破片 雲片赤粒 普通 浅黄橙

61 8 SJ 333 土師器 甕 (15.4) [6.6] 口縁破片 砂粒赤粒白粒 普通 灰褐

61 ， SJ 333 土師器 甕 (19.2) [5.9] 口縁破片 砂粒赤粒 普通 浅黄橙

61 10 SJ 333 土師器 甕 18.4 [11.3] 1/5 赤粒 普通 橙

61 11 SJ 333 土師器 甕 (17.5) [7.3] 口縁破片 黒粒 普通 にぶい黄橙 赤彩

61 12 SJ 333 土師器 甕 20.0 8.2 1/5 赤粒白粒 普通 橙

61 13 SJ 333 土師器 小型甕 10.6 12.5 2/3 赤粒 普通 にぶい橙 86-2 

61 14 SJ 333 土師器 坪 [2.7] (9.8) 1/5 雲 普通 浅黄橙

61 15 SJ 333 石製品 紡錘車 孔径05径3.6厚さ19重さ40.2 完形 120-1 

61 16 SJ 333 石製品 臼玉 径07長さ03重さ0.2 完形 128-2 

61 17 SJ 333 石製品 臼玉 径1.6長さ0.8重さ30 2/3 滑石製

61 18 SJ 333 鉄製品 棒状品 幅05~03長さ[4.6] 両端欠損

61 19 SJ 333 鉄滓 椀型滓 幅4.2長さ3.6厚さ1.3

62 1 SJ 334 土師器 杯 (12.4) 3.5 ほぼ完形 雲白粒黒粒 普通 橙 北武蔵型杯 65-5 

65 1 SJ 336 須恵器 蓋 05.6) [3.7] 1/3 砂粒 良好 灰

65 2 SJ 336 士師器 杯 (13.0) [ 4.1] 1/3 雲砂粒針黒粒 普通 にぶい橙 有段口縁坪

65 3 SJ 336 石製品 勾玉 幅20長さ3.5厚さ08重さ5.6ほぽ完形 滑石製 127-1 

67 1 SJ 338 鉄製品 鮫具 幅5.2長さ5.9刺金長37 完形 南比企産 130-1 

68 1 SJ 339 須恵器 杯 (14.0) [2.8] 破片 白粒針 普通 灰

71 1 SJ 340 須恵器 蓋 (11.0) 3.7 1/2 石英白粒 良好 灰白 秋間産 65-6 

71 2 SJ 340 須恵器 蓋 02.8) 3.9 1/2 石英砂粒白粒 普通 にぶい橙 末野産 65-7 

71 3 SJ 340 土師器 坪 (10.6) [3.5] 1/3 赤粒白粒 普通 にぶい橙 模倣坪

71 4 SJ 340 土師器 杯 (11.0) [3.9] 1/5 赤粒白粒 普通 橙 比企型坪、赤彩

71 5 SJ 340 土師器 坪 (12.2) [2.9] 口縁破片 石英赤粒黒粒 普通 橙 比企型坪、赤彩

71 6 SJ 340 土師器 坪 (12.6) [3.3] 口縁破片 雲白粒黒粒 普通 淡赤橙 北武蔵型坪

71 7 SJ 340 土師器 杯 (14.6) [4.0] 2/3 雲角白粒黒粒 普通 橙 北武蔵型坑 65-8 

71 8 SJ 340 土師器 杯 (12.2) 4.1 ほぽ完形 赤粒白粒黒粒 普通 にぶい橙 黒色有段口縁杯 65-9 

71 ， SJ 340 土師器 坪 15.0 5.8 3/4 雲角長石赤粒 普通 明褐灰 有段口縁坪 65-10 

71 10 SJ 340 土師器 高坪 12.2 [6.1] 3/4 角赤粒白粒 良好 橙 86-3 

71 11 SJ 340 土師器 甕 (13.8) [9.9] 口縁部 赤粒黒粒 普通 灰褐 86-4 

71 12 SJ 340 土師器 甕 17.2 [11.7] 口縁部 赤粒白粒 普通 淡橙 86-5 

71 13 SJ 340 土師器 甕 (18.0) [9.7] 口縁破片 角長石白粒黒粒 普通 灰白

71 14 SJ 340 士師器 甕 (20.4) [10.7] 口縁破片 雲角赤粒白粒 普通 褐屎～にぶい橙

71 15 SJ 340 土師器 甕 (200) [15.5] 口縁破片 石英砂粒白粒 普通 明赤灰

71 16 SJ 340 士師器 甕 [3.9] 6.0 底部 雲黒粒 普通 褐灰

71 17 SJ 340 土師器 甕 (13.8) 4.5 底部 白粒赤粒 普通 灰褐

71 18 SJ 340 土師器 甑 (24.4) [9.8] 1/4 石英砂粒白粒 普通 にぶい黄橙

71 19 SJ 340 土製品 土玉 幅13長さ1.3重さ1.9 完形 129-2 

73 1 SJ 342 土師器 塊 (13.2) 5.9 1/2 角赤粒白粒 良好 淡赤橙

73 2 SJ 342 土師器 台付甕 [4.5] (7.6) 脚部 雲片長石石英 普通 にぶい橙

73 3 SJ 342 石製品 砥石 幅7.3長さ13.6厚さ57 ほぼ完形

76 1 SJ 343 土師器 甕 (13.0) [3.4] 口縁破片 白粒黒粒 普通 橙

76 2 SJ 343 土師器 堪 (10.7) 14.7 1/2 赤粒白粒 普通 赤褐 赤彩 86-6 

76 3 SJ 343 土師器 高杯 [3.9] 脚部 雲赤粒 普通 明赤褐 円孔3

76 4 SJ 343 土師器 高杯 [7.6] 脚部 雲赤粒黒粒 普通 赤 赤彩、円孔2

76 5 SJ 343 土師器 器台 [3.4] 脚部 雲赤粒 普通 橙 赤彩

76 6 SJ 343 土師器 甕 口縁破片 赤粒砂粒 普通 明赤褐 単節LR
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第 7表 住居跡出土遺物観察表（3)

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

79 1 SJ 344 須恵器 蓋 1/3 白粒針 良好 灰
79 2 SJ 344 須恵器 坪 12.0 3.5 6.9 ほぽ完形 白粒針 良好 灰 66-1 
79 3 SJ 344 土師器 甕 [4.2] (10.8) 底部 雲 良好 灰赤
79 4 SJ 344 土師器 甕 (18.2) [8.7] 2/3 雲白粒黒粒 普通 にぶい褐 87-1 
81 1 SJ 345 土師器 坪 (15.0) [4.5] 1/4 白粒 普通 明赤褐 模倣坪
81 2 SJ 345 土師器 坪 17.0 [4.2] 3/5 赤粒黒粒 普通 橙 模倣坪

81 3 SJ 345 土師器 坪 (11.8) [4.2] 口縁破片 雲白粒黒粒 普通 灰褐 身模倣坪
81 4 SJ 345 土師器 甕 (20.2) [7.4] 口縁破片 雲片長石砂粒赤粒 普通 浅黄橙
81 5 SJ 345 土師器 甑 11.8 13.0 3.8 2/3 長石赤粒 普通 灰白 87-2 
81 6 SJ 345 土師器 甑 20.0 23.1 8.0 ほほ完形 雲 片石英赤粒 普通 にぶい橙 104-2 
81 7 SJ 345 土師器 甑 14.5 10.0 胴部 白粒 良好 橙
81 8 SJ 345 石製模造品 有孔円板 幅4.0長さ3.8厚さ0.6重さ10.9 4/5 滑石製
81 ， SJ 345 石製模造品剣形品 幅3.3長さ3.3厚さ0.9重さ14.9 1/2 滑石製

83 1 SJ 346 土師器 坪 (11.6) [2.5] 口縁破片 雲 白粒 普通 明赤褐 身模倣坪

83 2 SJ 346 土師器 坪 12.4 3.0 3/5 赤粒 普通 橙 北武蔵型杯

83 3 SJ 346 土師器 坪 (13.5) [3.8] 1/3 雲黒粒 普通 にぶい橙 北武蔵型杯

83 4 SJ 346 土師器 坪 (14.4) [3.7] 1/5 角砂粒赤粒白粒 普通 浅黄橙 比企型杯、赤彩 66-2 
83 5 SJ 346 土師器 坪 13.6 [3.5] 1/2 赤粒白粒 普通 にぶい橙 模倣杯

83 6 SJ 346 土師器 皿 16.8 3.7 2/3 雲片角 普通 橙 66-3 
83 7 SJ 346 土師器 甕 (21.4) [13.5] 1/3 雲赤粒 普通 にぶい橙 87-3 
83 8 SJ 346 土師器 甕 (21.4) [11.6] 口縁破片 赤粒 良好 明褐灰
83 ， SJ 346 土師器 甕 22.4 [29.9] 3/4 雲長石赤粒白粒 普通 橙 104-3 
83 10 SJ 346 石製模造品 不明品 幅1.0長さ11厚さ0.3重さ0.5
83 11 SJ 346 鉄製品 刀子 刀幅1.3背幅0.2長さ[6.7]茎長[62] 1/2 
83 12 SJ 346 鉄製品 手鎌 刀幅12背幅02長さ102 完形 穂摘み具 130-1 
85 1 SJ 347 土師器 杯 (13.8) [3.8] 口縁破片 雲赤粒白粒 普通 にぶい橙 模倣坪

85 2 SJ 347 土師器 杯 11.8 [3.9] 1/4 雲白粒黒粒 普通 橙 身模倣杯

85 3 SJ 347 土師器 杯 14.2 [3.1] 破片 雲赤粒白粒 普通 明褐灰 黒色身模倣均
85 4 SJ 347 石製品 砥石 幅2.2長さ35厚さ18 3/4 120-5 
85 5 SJ 347 土製品 土玉 幅1.4長さ1.5重さ2.3 ほぼ完形 129-2 
88 1 SJ 348 土師器 杯 13.2 2.4 1/5 石英白粒 普通 にぶい赤褐 北武蔵型坪

88 2 SJ 348 土師器 杯 13.2 [3.0] 1/5 赤粒白粒 普通 橙 暗文北武蔵型坪

88 3 SJ 348 土師器 高坪 [6.7] 10.8 脚部 雲石英赤粒 普通 にぶい橙 87-4 
88 4 SJ 348 須恵器 壺 破片 白粒 良好 灰褐

88 5 SJ 348 土師器 甕 20.4 [5.8] 口縁部 雲角赤粒白粒 良好 にぶい橙 66-4 
88 6 SJ 348 土師器 甕 (21.0) [9.7] 口縁破片 雲赤粒白粒 普通 にぶい橙

90 1 SJ 350 土師器 杯 11.3 3.7 3/4 白粒黒粒 普通 明赤褐 有段口縁坪 66-5 
90 2 SJ 350 士師器 杯 (11.8) [3.6] 1/5 雲白粒 黒粒 普通 灰褐 模倣杯

90 3 SJ 350 土師器 杯 13.2 4.8 ほぽ完形 = 奎 普通 にぶい橙 模倣杯 66-6 
90 4 SJ 350 土師器 杯 (15.6) 4.5 ほぼ完形 角赤粒白粒黒粒 普通 淡橙 模倣杯 66-7 
90 5 SJ 350 土師器 杯 (13.0) [3.3] 1/5 赤粒 普通 淡橙 模倣杯

90 6 SJ 350 土師器 杯 (15.8) [3.2] 1/4 赤粒白粒 普通 橙 模倣坪

90 7 SJ 350 土師器 杯 15.0 [3.7] 1/5 赤粒 普通 にぶい橙 模倣杯

90 8 SJ 350 土師器 杯 15.4 4.5 2/5 石英赤粒 普通 橙 模倣坪

90 ， SJ 350 土師器 坪 14.8 [3.7] 1/5 雲赤粒 普通 にぶい橙 身模倣坪

90 10 SJ 350 土師器 坪 (14.8) [3.9] 1/4 赤粒 普通 浅黄橙

90 11 SJ 350 土師器 坪 13.4 4.7 1/3 赤粒 普通 淡橙 模倣坪

90 12 SJ 350 土師器 坪 (14.3) [4.0] 1/3 雲 赤粒 普通 灰褐 身模倣杯
90 13 SJ 350 土師器 坪 (17.0) [3.9] 1/4 赤粒白粒 普通 明赤褐 黒色有段口縁坪
90 14 SJ 350 土師器 坪 (16.8) [4.4] 1/3 赤粒白粒 普通 にぶい褐

90 15 SJ 350 土師器 坪 (19.0) [4.5] 口縁破片 角赤粒 普通 にぶい黄橙 有段口縁杯

90 16 SJ 350 土師器 鉢 (15.2) [11.2] 2/3 雲長石石英砂粒白粒黒粒 普通 にぶい赤褐 87-5 
90 17 SJ 350 土師器 壺 15.0 6.0 1/4 赤粒白粒 普通 明赤褐

90 18 SJ 350 土師器 甕 18.3 [11.6] 1/5 雲石英砂粒赤粒 普通 にぶい橙
90 19 SJ 350 土師器 甑 (19.0) [8.0] 口縁破片 赤粒 普通 明褐灰
90 20 SJ 350 土師器 甕 20.4 9.1 1/4 白粒 普通 にぶい橙

90 21 SJ 350 土師器 甕 (19.0) [20.4] 口縁 雲 石英砂粒赤粒 普通 にぶい橙

90 22 SJ 350 土師器 甕 [3.8] 5.0 底部 砂粒 普通 橙
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第 8表 住居跡出土遺物観察表（4)

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

90 23 SJ 350 石製品 臼玉 径06長さ03重さ01 完形 滑石製 128-2 

90 24 SJ 350 石製品 臼玉 径1.3長さ0.5重さ1.3 ほぽ完形 滑石製

92 1 SJ 351 須恵器 賠 [4.0] 破片 白粒 良好 灰 121-1 

92 2 SJ 351 土師器 坪 (10.4) [2.9] 口縁破片 赤粒白粒黒粒 普通 橙 北武蔵型坑

92 3 SJ 351 土師器 坪 10.7 3.5 2/3 雲角赤粒白粒 普通 橙 北武蔵型坪 66-8 

92 4 SJ 351 土師器 坪 (12.2) [2.6] 口縁破片 雲白粒 普通 にぶい橙

95 1 SJ 353 土師器 坪 (12.6) [3.5] 口縁破片 雲赤粒 普通 掲仄～にぶい橙 模倣坪

95 2 SJ 353 土師器 坪 (14.8) [ 4.1] 口縁破片 雲赤粒 普通 にぶい橙 模倣杯

95 3 SJ 353 石製模造品 不明品 幅21長さ37厚さ04重さ4.8 破片 滑石製

99 1 SJ 357 須恵器 高台付婉 (14.0) [6.4] 6.0 1/2 白粒黒粒 普通 灰白 66-9 

99 2 SJ 357 須恵器 高台付婉 (14.0) [6.7] 6.0 1/4 雲赤粒白粒黒粒 普通 にぶい橙

99 3 SJ 357 須恵器 高台付婉 [2.3] (6.0) 底部破片 長石 白粒黒粒 良好 黄灰

99 4 SJ 357 須恵器 壺 [3.3] (8.0) 底部破片 白粒黒粒 良好 灰白

99 5 SJ 357 土師器 坪 (13.2) [3.9] 口縁破片 雲白粒黒粒 普通 にぶい橙

99 6 SJ 357 石製品 管玉 長さ[0.8]厚さ1.5重さ1.7 2/3 127-1 

101 1 SJ 358 土師器 坑 10.1 [3.1] 口縁破片 雲赤粒白粒 普通 赤褐 比企型杯、赤彩

101 2 SJ 358 土師器 1lll (16.6) 3.7 1/2 角赤粒白粒 普通 淡橙

101 3 SJ 358 土師器 甕 [2.7] 6.2 底部 雲石英白粒 良好 にぶい橙

101 4 SJ 358 石製模遥品 有孔円板 幅3.5長さ37厚さ0.5凰さ10.8ほぽ完形 128-1 

101 5 SJ 358 石製模造品 有孔円板 幅3.7長さ3.6厚さ0.5重さ10.0 完形 128-1 

103 1 SJ 359 土師器 甕 20.0 [5.4] 口縁部 雲赤粒白粒 普通 淡赤橙

103 2 SJ 359 石製模遥品 有孔円板 幅2.8長さ36厚さ0.4重さ5.8 3/4 滑石製

105 1 SJ 360 土師器 杯 (13.0) [3.3] 口縁破片 雲赤粒白粒黒粒 普通 にぶい橙

105 2 SJ 360 土師器 杯 13.8 [3.3] 1/4 雲砂粒赤粒白粒 普通 にぶい橙 模倣坪

105 3 SJ 360 土師器 杯 (13.2) 2.8 口縁破片 黒粒 普通 にぶい黄橙 身模倣坑

105 4 SJ 360 土師器 甕 [9.7] 5.8 底部 片石英砂粒赤粒 普通 褐灰 木葉痕

106 1 SJ 361 土師器 杯 12.6 5.6 ほぼ完形 雲角赤粒 白粒黒粒 普通 橙 北武蔵型坪 66-10 

106 2 SJ 361 土師器 小型甕 (13.4) [5.5] 1/4 砂粒 普通 にぶい赤褐

106 3 SJ 361 土師器 甕 [4.7] 8.0 底部 雲 赤粒白粒 普通 にぶい橙 木葉痕

llO 1 SJ 362 土師器 杯 (14.0) [ 4.4] 口縁破片 雲赤粒 普通 にぶい橙 模倣坪、赤彩

110 2 SJ 362 土師器 杯 (13.0) 4.4 1/3 赤粒黒粒 普通 にぶい橙 模倣坪

llO 3 SJ 362 土師器 甕 (19 0) [7.4] 1/3 石英砂粒赤粒 普通 明赤褐

llO 4 SJ 362 土師器 甑 (15.4) [8.7] 口縁破片 砂粒 不良 赤

llO 5 SJ 362 土師器 甑 (16.0) [13.1] 口縁破片 砂粒 普通 にぶい橙

llO 6 SJ 362 石製品 臼玉 幅06長さ1.4重さ2.1 ほぼ完形 滑石製

113 1 SJ 363 土師器 高杯 (16.0) [7.4] 3/5 雲角白粒針 普通 赤褐 赤彩 67-1 

113 2 SJ 363 土師器 高坪 17.9 [5.7] 杯部 砂粒白粒 普通 明赤褐 67-2 

113 3 SJ 363 土師器 高坪 18.3 [13.9] ほぼ完形 砂粒白粒黒粒 良好 淡橙 赤彩 87-6 

113 4 SJ 363 土師器 高杯 [6.0] 13.0 脚部 砂粒白粒 普通 橙

113 5 SJ 363 土師器 高坪 [8.1] 11.7 脚部 雲石英白粒 普通 橙 88-1 

113 6 SJ 363 土師器 宮一 (15.4) [4.5] 口縁破片 雲角 普通 にぶい赤橙 赤彩

113 7 SJ 363 土師器 小型甕 12.4 18.6 6.8 4/5 石英砂粒赤粒 普通 にぶい黄橙 88-2 

113 8 SJ 363 土師器 甕 16.0 23.7 6.8 ほぼ完形 雲片長石石英赤粒 普通 暗赤褐 104-4 

113 ， SJ 363 土師器 甕 12.2 25.1 8.3 1/3 石英砂粒白粒 良好 褐 88-3 

113 10 SJ 363 土師器 甕 17.7 26.7 8.2 4/5 白粒黒粒 普通 にぶい橙 105-1 

113 1 1 SJ 363 土師器 甕 17.4 28.9 8.5 ほぽ完形 長石砂粒白粒 普通 灰黄 黒斑 105-2 

114 12 SJ 363 土師器 甑 19.0 10.5 完形 雲赤粒白粒黒粒 良好 にぶい橙 88-4 

114 13 SJ 363 土師器 甑 25.5 23.2 ほぽ完形 雲赤粒白粒 良好 淡橙 105-3 

114 14 SJ 363 土師器 甑 25.3 22.8 ほぽ完形 雲長石石英白粒 良好 橙 1054 

118 1 SJ 364 土師器 坪 15.2 4.8 ほほ完形 雲赤粒白粒黒粒 普通 浅黄橙 模倣坪 67-3 

118 2 SJ 364 土師器 坪 (15.8) [5.2] 口縁破片 白粒 普通 赤褐 赤彩

118 3 SJ 364 土師器 坪 (18.6) [ 4.1] 1/4 赤粒黒粒 普通 橙 模倣坪

118 4 SJ 364 土師器 坪 15.6 5.0 2/5 長石白粒黒粒 普通 にぶい赤 比企型杯、赤彩 67-4 

118 5 SJ 364 土師器 甕 15.7 [12.1] 口縁破片 雲砂粒赤粒 不良 にぶい橙

118 6 SJ 364 土師器 甕 (19.0) [9.2] 口縁破片 赤粒白粒黒粒 普通 にぶい橙

118 7 SJ 364 土師器 甑 24.0 29.9 9.1 ほぼ完形 砂粒赤粒白粒 普通 黄橙 黒斑 106-1 

118 8 SJ 364 土師器 甑 18.4 15.1 5.5 ほぼ完形 雲片長石石英赤粒 普通 にぶい橙 88-5 

118 ， SJ 364 土製品 支脚 4.5 [15.6] 脚部破片 赤粒 普通 淡黄

-201-



第 9表住居跡出土遺物観察表（5)

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

118 10 SJ 364 石製品 砥石 幅37長さ6.4厚さ2.4 1/2 129-1 
121 1 SJ 365 須恵器 蓋 9.3 3.3 完形 白粒 良好 灰 67-5 
121 2 SJ 365 土師器 坪 (13.8) [3.1] 口縁破片 雲赤粒白粒 普通 にぶい橙 有段口縁杯
121 3 SJ 365 土師器 杯 (15.5) [4.7] 1/3 雲石赤粒白粒 良好 にぶい橙 模倣坪
121 4 SJ 365 土師器 杯 (18.0) [4.2] 口縁破片 雲赤粒白粒 普通 にぶい橙 模倣坪
121 5 SJ 365 土師器 杯 (12.0) [3.5] 1/4 赤粒白粒 普通 黒褐 身模倣臥放射状暗文
121 6 SJ 365 土師器 杯 12.5 4.5 完形 角赤粒白粒黒粒 普通 淡橙 黒色、身模倣杯 67-6 
121 7 SJ 365 土師器 杯 12.5 4.2 完形 雲 赤粒 普通 にぶい橙 身模倣杯 67-7 
121 8 SJ 365 土師器 杯 (12.4) [3.0] 口縁破片 赤粒白粒 普通 橙 比企型坪、赤彩
121 ， SJ 365 土師器 杯 (14.0) [5.2] 口縁破片 角長石赤粒針 良好 淡橙 比企型坪、赤彩
121 10 SJ 365 土師器 杯 (16.0) 5.9 1/3 角石赤粒白粒開粒 小礫 良好 にぶい橙 比企型杯、赤彩
121 11 SJ 365 土師器 坑 14.9 4.4 ほぽ完形 角石赤粒白粒 良好 灰白～橙 67-8 
122 12 SJ 365 土師器 坪 15.6 4.5 完形 雲長石黒粒 良好 橙 67-9 
122 13 SJ 365 土師器 鉢 14.3 [6.3] 1/2 雲角石砂粒赤粒白粒I)ヽ礫 普通 灰褐 67-10 
122 14 SJ 365 土師器 ミニチュア (5.8) [5.0] 1/4 雲赤粒白粒 普通 赤灰
122 15 SJ 365 土師器 高杯 5.9 7.5 脚部 雲赤粒白粒 普通 橙
122 16 SJ 365 土師器 甕 (17.2) [7.8] 口縁破片 雲赤粒白粒 普通 にぶい橙
122 17 SJ 365 土師器 甕 (21.2) [8.6] 口縁破片 雲 角赤粒白粒黒粒 普通 灰褐
122 18 SJ 365 土師器 甕 [2.0] 7.8 底部 赤粒 普通 黒褐
122 19 SJ 365 土師器 甑 (21.6) [5.5] 口縁破片 雲長石石英赤粒白粒 普通 にぶい褐
122 20 SJ 365 土師器 甑 [4.7] (7.2) 底部破片 雲片石英 普通 にぶい黄橙
122 21 SJ 365 土師器 甑 4.7 7.8 胴部破片 雲石英白粒 普通 にぶい橙
122 22 SJ 365 土師器 甕 15.8 20.5 (9.2) 3/4 長石赤粒白粒針 普通 にぶい橙 106-2 
122 23 SJ 365 土師器 甑 (21.8) [17.2] 破片 雲赤粒白粒 普通 灰褐
122 24 SJ 365 土製品 土玉 幅2.2長さ2.2厚さ14重さ6.6 完形 127-1 
125 1 SJ 366 須恵器 蓋 (12.4) [3.1] 1/4 砂粒白粒 普通 橙
125 2 SJ 366 須恵器 蓋 (13.0) [3.7] 破片 白粒 良好 淡灰
125 3 SJ 366 土師器 杯 10.7 [2.9] 口縁破片 雲赤粒白粒 普通 にぶい橙 比企型坪、赤彩
125 4 SJ 366 土師器 杯 (12.0) [3.8] 1/4 雲黒粒 普通 灰白 有段口縁杯
125 5 SJ 366 土師器 杯 [3.3] 1/5 雲赤粒白粒 普通 にぶい赤褐 有段口縁杯
128 1 SJ 367 土師器 坪 12.0 4.2 ほぽ完形 雲角赤粒白粒黒粒 良好 橙 模倣杯 68-1 
128 2 SJ 367 土師器 坪 11.8 5.3 4/5 砂粒赤粒白粒 普通 黄橙 模倣杯 68-2 
128 3 SJ 367 土師器 杯 12.6 4.2 ほぽ完形 石英砂粒 普通 にぶい黄橙 北武蔵型杯、赤彩 68-3 
128 4 SJ 367 土師器 商坪 12.3 [9.9] 4/5 雲石英砂粒赤粒 不良 にぶい橙 赤彩 88-6 
128 5 SJ 367 土師器 高坪 [2.7] (14.5) 脚部破片 雲片角石英砂粒赤粒 普通 にぶい橙
128 6 SJ 367 土師器 台付鉢 [14.8] 2/3 雲砂粒赤粒 普通 にぶい橙 89-1 
128 7 SJ 367 土師器 小型甕 9.3 9.4 5.2 完形 雲片石英赤粒 普通 にぶい赤褐 89-2 
128 8 SJ 367 土師器 甕 (14.6) [15.0] 1/3 赤粒 普通 にぶい橙 89-3 
128 ， SJ 367 土師器 甕 (15.8) [5.9] 口縁破片 雲石英赤粒 普通 にぶい褐
128 10 SJ 367 土師器 甕 (21.0) [7.8] 口縁破片 雲片石英赤粒 普通 明褐灰
128 11 SJ 367 土師器 甕 [2.0] 6.0 底部 雲片角石英 普通 にぶい赤褐
128 12 SJ 367 土師器 甕 [3.0] 5.0 底部 雲片角石英 普通 にぶい黄橙
128 13 SJ 367 土師器 甕 [3.6] 6.4 底部 雲砂粒赤粒 普通 橙
128 14 SJ 367 土師器 甕 [1.7] 7.0 底部破片 雲砂粒赤粒 普通 赤褐
128 15 SJ 367 土師器 甕 (16.5) [21.0] 1/3 赤粒白粒黒粒 普通 明赤褐 106-3 
128 16 SJ 367 土師器 甕 15.4 31.1 7.6 3/4 雲片角砂粒赤粒白粒 普通 にぶい橙 黒斑、煤付着 106-4 
128 17 SJ 367 土師器 甕 [2.7] (22.4) 底部破片 雲片石英 普通 にぶい橙
130 1 SJ 368 土師器 杯 (12.2) [3.2] 1/5 赤粒白粒黒粒 普通 にぶい赤 比企型坪、赤彩
130 2 SJ 368 土師器 杯 (17.4) [4.0] 1/4 砂粒白粒 普通 にぶい黄橙 模倣坪
132 1 SJ 370 土師器 皿 (14.6) [2.1] 1/5 雲砂粒 普通 橙
132 2 SJ 370 土師器 杯 (12.9) [3.9] 1/5 雲赤粒白粒 普通 褐灰 黒色有段口縁坪
132 3 SJ 370 土師器 杯 (13.2) [4.2] 口縁破片 雲砂粒白粒 普通 にぶい赤褐 黒色有段口縁坪
132 4 SJ 370 土師器 杯 13.4 [ 4.1] 1/5 砂粒赤粒白粒 普通 橙 模倣坪
132 5 SJ 370 土師器 杯 (11.6) [3.7] 1/5 雲角赤粒白粒 普通 にぶい橙 黒色有段口縁杯
132 6 SJ 370 土師器 杯 (12.2) [3.5] 1/5 角赤粒白粒 普通 にぶい橙 黒色身模倣杯
132 7 SJ 370 土師器 杯 (12.4) 4.1 1/2 雲角白粒 普通 灰褐 黒色身模倣杯 68-4 
132 8 SJ 370 土師器 坪 (12.6) 3.9 1/4 雲赤粒 普通 灰白 身模倣坪 68-5 
132 ， SJ 370 土師器 杯 12.4 [3.2] 1/4 雲赤粒 普通 にぶい橙 黒色身模倣杯
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第10表 住居跡出土遺物観察表（6)

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

132 10 SJ 370 土師器 坪 (13.2) 4.4 1/3 針白粒黒粒 普通 にぶい赤褐 比企型坪、赤彩 68-6 

132 11 SJ 370 土師器 坑 (22.0) [4.3] 口縁破片 雲赤粒白粒黒粒 普通 淡橙 黒色有段口縁坪

132 12 SJ 370 土師器 鉢 (20.6) [4.8] 口縁破片 砂粒 普通 赤

132 13 SJ 370 須恵器 高坪 [5.5] 脚部1/2白粒 普通 灰白

132 14 SJ 370 土師器 小型甕 12.0 [7.4] 口縁破片 石英砂粒 良好 橙

132 15 SJ 370 土師器 小型甕 [6.5] 6.5 1/3 赤粒白粒 普通 橙 木葉痕 89-4 

132 16 SJ 370 石製品 臼玉 幅[05]長さ10賦さ05 1/2 滑石製

132 17 SJ 370 石製品 臼玉 径12長さ03重さ0.7 4/5 滑石製

132 18 SJ 370 石製品 臼玉 径1.0長さ0.6重さ1.0 ほぼ完形 滑石製

132 19 SJ 370 石製品 臼玉 径1.3長さ07重さ17 完形 滑石製

134 1 SJ 371 土師器 均 (12.0) 3.8 3/5 石英砂粒白粒 普通 橙 黒色身模倣坪

134 2 SJ 371 土師器 鉢 (19.4) [8.2] 1/5 石英砂粒白粒 普通 淡黄

134 3 SJ 371 土師器 甕 [12.7] 4.3 底部 雲長石赤粒白粒 普通 にぶい橙 89-5 

136 1 SJ 372 土師器 坪 (12.0) [4.2] 1/5 雲 片赤粒 普通 明赤褐 黒色身模倣坪

136 2 SJ 372 土師器 坪 12.9 4.6 ほぽ完形 赤粒白粒黒粒 良好 褐 黒色身模倣坪 68-7 

138 1 SJ 373 土師器 坪 (10.8) [2.5] 口縁1/5石英砂粒白粒 普通 にぶい赤橙 比企型杯、赤彩

138 2 SJ 373 土師器 甕 [21.3] 底部 針黒粒 普通 灰黄 107-1 

141 1 SJ 375 土師器 坪 15.2 3.6 ほぽ完形 長石石英砂粒赤粒白粒 普通 黄橙 黒斑 68-8 

141 2 SJ 375 土師器 坪 (18.4) [3.5] 破片 砂粒白粒黒粒 普通 浅黄橙 黒斑

141 3 SJ 375 土師器 甕 (19.6) [9.6] 口縁1/3長石石英砂粒赤粒白粒 良好 橙

141 4 SJ 375 土師器 甕 [9.2] 6.2 1/3 雲 白粒黒粒 普通 明褐灰 89-6 

146 1 SJ 376 須恵器 坪蓋 (11.9) [ 4.2] 破片 白粒 良好 青灰 121-1 

146 2 SJ 376 須恵器 坪蓋 [3.2] 破片 白粒 普通 青灰

146 3 SJ 376 須恵器 杯驀 [3.7] 破片 白粒 良好 青灰

146 4 SJ 376 須恵器 坪身 (12.0) [2.6] 破片 白粒 良好 青灰 121-1 

146 5 SJ 376 須恵器 坪身 (14.0) [3.0] 破片 白粒 良好 淡灰 121-1 

146 6 SJ 376 上師器 坪 13.8 4.0 3/4 雲白粒黒粒 普通 にぶい赤褐 黒色模倣杯 68-9 

146 7 SJ 376 土師器 坪 15.2 [4.0] 4/5 雲赤粒 普通 褐灰 黒色模倣杯 68-10 

146 8 SJ 376 土師器 坪 (14.7) [3.1] 口縁破片 雲黒粒 良好 明赤褐 有段口縁杯

146 ， SJ 376 土師器 坪 15.0 [4.0] 1/3 雲 赤粒白粒 普通 灰褐 黒色有段口縁杯

146 10 SJ 376 土師器 杯 (16.0) [3.6] 破片 赤粒白粒 黒粒 普通 にぶい橙 比企型坪、赤彩

146 11 SJ 376 土師器 杯 (12.2) [3.5] 1/5 雲赤粒黒粒 良好 にぶい橙 黒色身模倣坪

146 12 SJ 376 土師器 坪 13.5 3.9 完形 雲角長石赤粒白粒黒粒 良好 橙～褐灰 身模倣杯 69-1 

146 13 SJ 376 土師器 杯 12.6 4.1 ほぼ完形 赤粒白粒 普通 にぶい褐 黒色身模倣暗文杯 69-2 

146 14 SJ 376 土師器 杯 12.5 3.6 完形 雲 普通 黒褐 黒色身模倣暗文杯 69-3 

146 15 SJ 376 土師器 塊 (12.3) 6.2 1/2 雲 普通 灰褐 黒色 69-4 

146 16 SJ 376 土師器 鉢 (12.8) [11.3] 1/5 赤粒白粒 普通 淡橙

146 17 SJ 376 須恵器 壺 (8.5) [4.0] 口縁破片 白粒黒粒 良好 青灰 121-1 

146 18 SJ 376 須恵器 宰一 (12.0) [5.0] 口縁破片 石英白粒 良好 青灰 末野産

146 19 SJ 376 須恵器 宮・ギ
(12.8) 4.1 破片 白粒 良好 灰 121-1 

146 20 SJ 376 須恵器 g一g 破片 片石英白粒 良好 灰

146 21 SJ 376 土師器 甕 [3.5] 9.0 底部 雲 赤粒黒粒 普通 にぶい橙

146 22 SJ 376 土師器 甕 [2.7] 7.2 底部 雲赤粒白粒 普通 褐

147 23 SJ 376 土師器 鉢 19.4 14.1 完形 雲 普通 赤褐 90-1 

147 24 SJ 376 土師器 甑 (21.0) [16.9] 1/4 雲赤粒白粒 普通 橙

147 25 SJ 376 須恵器 盆一 18.5 [26.3] 3/4 白粒 良好 灰 107-2 

147 26 SJ 376 石製品 砥石 幅4.9長さ50厚さ2.2 2/3 129-1 

147 27 SJ 376 石製品 臼玉 幅04長さ09重さ0.4 ほぼ完形 滑石製

147 28 SJ 376 石製品 臼玉 径0.9長さ05重さ0.6 ほぽ完形 滑石製

147 29 SJ 376 石製模造品 剣形品 幅3.2長さ4.0厚さ06重さ112 4/5 128-1 

147 30 SJ 376 石製模造品 有孔円板 幅4.1長さ3.2庫さ0.8 3/4 

147 31 SJ 376 石製模造品 勾玉形 厚さ3.3重さ3.9 ほぽ完形 127-1 

147 32 SJ 376 石製模造品 不明品 幅1.4長さ2.0厚さ0.3重さ1.4

147 33 SJ 376 石製模造品 不明品 幅2,4長さ35厘さ0.4重さ7.1

147 34 SJ 376 石製模造品 不明品 幅2.6長さ36厚さ0.7重さ8.7

150 1 SJ 377 上師器 坪 (14.0) [3.6] 1/4 砂粒赤粒白粒 普通 黒褐 模倣杯

150 2 SJ 377 土師器 坪 16.2 5.0 1/2 白粒黒粒 普通 褐灰 模倣杯 69-5 

150 3 SJ 377 土師器 高坪 (16.8) [5.2] 坪部1/5砂粒白粒 良好 黄橙
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第11表住居跡出土遺物観察表(7)

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

150 4 SJ 377 土師器 甕 19.3 33.5 4/5 角赤粒白粒 普通 にぶい橙 107-3 
150 5 SJ 377 土製品 土玉 幅0.8長さ0.8厭さ05 完形

153 1 SJ 380 土師器 甕 (18.2) [8.0] 2/3 砂粒 赤粒 普通 にぶい橙

153 2 SJ 380 土師器 甑 (27.0) [10.0] 口縁1/5雲石英砂粒 普通 橙

153 3 SJ 380 土師器 甑 18.6 18.1 8.5 2/3 砂粒 普通 にぶい橙 90-2 
153 4 SJ 380 石製品 砥石 幅3.4長さ7.8厚さ2.9 4/5 普通 明褐灰 129-1 

153 5 SJ 380 石製品 台石 幅204長さ24.0厚さ67 ほぽ完形 砂岩

153 6 SJ 380 石製品 勾玉 幅0.9長さ15厚さ0.3直さ06 完形 127-1 
153 7 SJ 380 石製模造品 勾玉形 幅15長さ2.8厚さ0.5重さ4.0ほほ完形 滑石製

153 8 SJ 380 石製模遥品 有孔円板 幅19長さ2.7厚さ0.3重さ2.9 2/3 滑石製

155 1 SJ 381 須恵器 坪身 (12.2) 4.3 1/3 白粒 良好 灰 69-6 
155 2 SJ 381 土師器 杯 13.0 [3.8] 口縁破片 赤粒白粒 普通 にぶい橙 模倣杯

155 3 SJ 381 士師器 杯 16.0 [4.9] ほぼ完形 角赤粒白粒 普通 淡橙 模倣坪 69-7 

155 4 SJ 381 土師器 杯 15.8 [4.8] 2/5 砂粒赤粒白粒 普通 橙 模倣坪

155 5 SJ 381 土師器 杯 (13.6) [6.3] 1/4 雲 赤粒 普通 にぶい橙

155 6 SJ 381 土師器 杯 (16.2) [4.9] 2/3 石英赤粒 普通 にぶい橙 比企型坪、赤彩 69-8 

155 7 SJ 381 土師器 壺 (27.2) [12.6] 口縁破片 角 赤粒白粒 良好 明赤褐 90-3 
155 8 SJ 381 土師器 甕 [4.7] 5.8 底部 砂粒赤粒 普通 にぶい橙

155 ， SJ 381 士師器 高坪 5.4 10.9 2/3 砂粒白粒 普通 橙

155 10 SJ 381 石製品 砥石 幅5.2長さ12.3厚さ20 完形 普通 129-1 
155 11 SJ 381 石製品 紡錘車 幅(4.4)厚さ07重さ10.7 1/2 120-1 
155 12 SJ 381 石製品 臼玉 径06長さ03重さ0.2 ほぼ完形 滑石製

155 13 SJ 381 石製品 臼玉 幅0.5長さ0.8重さ06 ほぼ完形 滑石製

157 1 SJ 382 土師器 坪 13.8 4.0 ほぽ完形 苧芸 普通 淡赤橙 有段口縁坪 69-9 
157 2 SJ 382 土師器 甕 [3.9] 5.6 底部 赤粒白粒 普通 橙

159 1 SJ 383 土師器 坪 (14.8) [3.6] 口縁破片 赤粒白粒 普通 にぶい橙 模倣杯

159 2 SJ 383 土師器 坪 (15.4) [3.8] 口縁破片 赤粒白粒 普通 橙 模倣杯

159 3 SJ 383 土師器 坪 (11.8) [3.5] 口縁1/5赤粒白粒 普通 にぶい橙 黒色身模倣杯

159 4 SJ 383 土師器 杯 13.4 4.4 ほぼ完形 赤粒白粒 普通 黒褐 有段口縁杯 69-10 

159 5 SJ 383 石製品 紡錘車 幅残1.1厚さ(07)重さ37 破片 120-1 
161 1 SJ 384 土師器 坪 13.2 [4.2] 1/4 雲 赤粒白粒 普通 にぶい橙 模倣坪

161 2 SJ 384 土師器 杯 15.8 [4.5] 口縁 赤粒白粒 良好 橙 模倣坪

161 3 SJ 384 土師器 坪 (14.8) [3.8] 口縁破片 赤粒 白粒 普通 にぶい橙 模倣坪

161 4 SJ 384 土師器 杯 (14.7) 4.9 1/2 赤粒黒粒 良好 橙 模倣坪 70-1 
161 5 SJ 384 土師器 杯 17.6 5.1 4/5 雲 角 白粒 普通 橙 模倣坪 70-2 

161 6 SJ 384 土師器 杯 18.2 5.3 ほぼ完形 赤粒 普通 橙 模倣坪、赤彩 70-3 
161 7 SJ 384 土師器 杯 (12.8) [5.1] 口縁破片 雲 赤粒 普通 明赤褐

161 8 SJ 384 土師器 鉢 [9.4] 1/3 雲 角白粒 普通 にぶい黄橙 赤彩

161 ， SJ 384 土師器 甕 (18.6) [22.8] 4/5 雲 白粒 黒粒 普通 赤褐 107-4 
161 10 SJ 384 石製模造品 剣形品 幅3.0長さ4.7厚さ0.6重さ127 4/5 滑石製

162 1 SJ 385 土師器 杯 12.0 5.5 ほぼ完形 雲黒粒 普通 浅黄橙 模倣坪 70-4 
162 2 SJ 385 土師器 甑 (19.1) 16.0 8.6 2/3 砂粒赤粒 普通 橙 108-1 
163 1 SJ 386 土師器 鉢 (14.4) [6.3] 口縁破片 雲 片石英 赤粒 普通 淡橙

164 1 SJ 388 須恵器 杯身 (13.6) [2.8] 破片 石英 白粒 普通 青灰

164 2 SJ 388 土師器 杯 (12.0) [2.8] 口縁破片 赤粒白粒 普通 明赤褐 比企型坪、赤彩

168 1 SJ 389 士師器 坪 (13.0) [3.0] 口縁破片 白粒 普通 にぶい赤褐 黒色身模倣均

168 2 SJ 389 土師器 坪 (16.6) [4.9] 口縁破片 赤粒黒粒 普通 橙 模倣坪

168 3 SJ 389 土師器 坪 (19.0) [3.7] 破片 赤粒白粒 普通 明赤褐 模倣坪

168 4 SJ 389 士師器 坪 14.5 [3.5] 口縁破片 雲長石赤粒白粒 普通 にぶい橙 比企型坪、赤彩

168 5 SJ 389 土師器 甕 [2.4] 6.3 底部 雲角長石石英赤粒針 普通 にぶい黄橙

168 6 SJ 389 土師器 甑 (19.6) [7.7] 口縁破片 角長石砂粒赤粒白粒 普通 灰白
168 7 SJ 389 土師器 盆▲＝ピ (22.2) [6.3] 口縁破片 角長石赤粒白粒黒粒 普通 橙

170 1 SJ 390 土師器 甕 21.2 [5 5] 口縁破片 角砂粒赤粒白粒 普通 にぶい黄橙 煤付着

171 1 SJ 391 土師器 坪 (15.0) [3.6] 口縁破片 雲 赤粒 黒粒 不良 にぶい橙

171 2 SJ 391 土師器 甕 12.0 [5.9] 口縁部 長石 赤粒 白粒 黒粒 普通 にぶい黄橙

171 3 SJ 391 土師器 甕 (17.0) [17.0] 1/2 雲 石英赤粒 普通 茶褐

171 4 SJ 391 土師器 甕 (15.4) [11.3] 口縁破片 雲片角長石石英赤粒白粒普通 にぶい橙
171 5 SJ 391 土師器 甕 [3.4] 8.4 底部 雲 石英 赤粒白粒 普通 にぶい橙
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第12表住居跡出土遺物観察表(8)

挿屈番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

173 1 SJ 392 土師器 杯 (13.0) [3.2] 口縁破片 赤粒 普通 にぶい橙 模倣杯

173 2 SJ 392 土師器 甕 (15.2) [9.0] 口縁破片 砂粒白粒針 普通 灰白

175 1 SJ 393 土師器 高坪 [6.8] (9.0) 脚部 石英砂粒赤粒白粒 普通 橙 90-4 

175 2 SJ 393 埴輪 円筒埴輪 [8.4] 破片 砂粒赤粒 普通 にぶい橙

177 1 SJ 394 土師器 甕 [20.9] 7.5 底部 片角赤粒白粒 良好 暗赤褐 単節RL 108-2 

179 1 SJ 395 土師器 杯 (13.2) [2.4] 破片 石英砂粒赤粒 普通 浅黄橙 比企型杯、赤彩

179 2 SJ 395 土師器 杯 (14.0) [3.8] 破片 砂粒赤粒白粒 良好 明黄褐 模倣杯

179 3 SJ 395 土師器 杯 (12.0) 3.5 1/3 角石英砂粒赤粒白粒 普通 黄橙 有段口縁杯

179 4 SJ 395 土師器 杯 (13.0) [3.6] 口縁1/5石英砂粒白粒 普通 浅黄橙 黒色身模倣坪

179 5 SJ 395 土師器 杯 (11.0) [3 8] 破片 角砂粒白粒 普通 にぶい橙 赤彩

179 6 SJ 395 土師器 婉 (11.8) [5.7] 口縁1/4雲白粒 良好 淡黄 赤彩

179 7 SJ 395 石製品 臼玉 径07長さ0.5重さ0.5 4/5 滑石製 128-2 

179 8 SJ 395 土製品 勾玉 幅13長さ29厚さ29重さ3.2ほぼ完形 129-2 

180 1 SJ 396 須恵器 坪蓋 (14.0) [3.6] 1/3 片白粒 普通 灰 末野産 70-5 

180 2 SJ 396 土師器 杯 (12.4) [3.9] 口縁破片 雲 赤粒 普通 橙 模倣杯

180 3 SJ 396 土師器 杯 11.0 3.2 4/5 砂粒赤粒白粒 普通 橙 有段口縁杯

180 4 SJ 396 土師器 杯 11.4 4.0 1/2 赤粒 普通 明褐灰 身模倣坪

180 5 SJ 396 土師器 杯 12.0 4.2 1/2 角石英砂粒赤粒白粒 普通 灰黄褐 身模倣坪 70-6 

180 6 SJ 396 土師器 坪 (13.0) 38 3/5 雲角石英砂粒赤粒 白粒黒粒 良好 にぶい赤褐 黒色身模倣坪 70-7 

180 7 SJ 396 土師器 杯 (12.0) 4.3 4/5 角石英砂粒赤粒白粒 普通 灰黄褐 身模倣坪 70-8 

180 8 SJ 396 土師器 坪 12.6 4.4 ほぽ完形 雲赤粒 白粒 良好 赤橙 比企型杯、赤彩 70-9 

180 ， SJ 396 土師器 甕 (18.6) 7.9 口縁のみ 赤粒 普通 淡橙

180 10 SJ 396 土師器 甕 (21.0) [17.0] 口縁破片 砂粒赤粒白粒 普通 灰白

180 11 SJ 396 土師器 甕 [9.6] 9.0 底部 雲黒粒 良好 灰白

180 12 SJ 396 石製品 臼玉 径07長さ0.1重さ01 完形 滑石製 128-2 

180 13 SJ 396 石製品 臼玉 径0.6長さ0.4重さ0.2 完形 滑石製 128-2 

182 1 SJ 397 上師器 坪 10.8 [2.3] 口縁破片 雲赤粒白粒 普通 橙 黒色身模倣杯

182 2 SJ 397 土師器 坪 13.0 4.7 2/3 角石砂粒白粒黒粒 良好 灰褐～黒褐 黒色模倣坪 70-10 

182 3 SJ 397 土師器 小型壺 (5.1) [5.5] 口縁破片 赤粒 普通 にぶい橙

182 4 SJ 397 土師器 甕 [23.2] 7.0 胴部 白粒黒粒 普通 灰褐 108-3 

182 5 SJ 397 土師器 甕 [4.0] 7.6 底部 雲 石英赤粒白粒 普通 にぶい橙

182 6 SJ 397 石製品 勾玉 厚さ[19]重さ12 4/5 127-1 

184 1 SJ 398 土師器 甕 [12.6] 13.0 底部 雲角長石赤粒 白粒針 普通 にぶい黄橙 90-5 

186 1 SJ 399 須恵器 杯蓋 20.5 [6.7] 2/3 砂粒白粒針 不良 にぶい灰 南比企産 71-1 

186 2 SJ 399 土師器 坪 11.0 3.5 1/2 赤粒 普通 明褐灰 有段口縁坪 71-2 

186 3 SJ 399 土師器 坪 (13.4) [4.2] 1/3 雲白粒黒粒 普通 灰黄褐 有段口縁坪

186 4 SJ 399 土師器 杯 12.0 4.3 1/2 雲 角白粒 普通 暗灰黄 黒色有段口縁杯

186 5 SJ 399 土師器 杯 (12.6) [ 4.1] 口縁破片 白粒 普通 にぶい褐 黒色有段口縁杯

186 6 SJ 399 土師器 杯 (12.0) 4.3 1/2 雲 角赤粒白粒針 普通 にぶい黄橙 黒色有段口縁杯

186 7 SJ 399 土師器 杯 (12.6) [4.3] 1/4 白粒黒粒 普通 黒褐 黒色有段口縁杯

186 8 SJ 399 土師器 杯 (13.4) 4.7 3/4 雲白粒黒粒 普通 橙 有段口縁坪 71-3 

186 ， SJ 399 土師器 坪 (14.0) [4.3] 2/3 黒粒 良好 浅黄橙 有段口縁坪

186 10 SJ 399 土師器 坪 (16.0) [4.2] 破片 赤粒黒粒 普通 にぶい橙 黒色有段口縁杯

186 11 SJ 399 土師器 杯 (13.6) [3.2] 口縁破片 赤粒白粒黒粒 良好 橙 比企型坪、赤彩

186 12 SJ 399 土師器 杯 (12.0) [ 4.1] 1/3 角赤粒白粒 普通 橙 身模倣杯

186 13 SJ 399 土師器 坪 (12.0) [3.5] 口縁破片 赤粒白粒黒粒 普通 橙 身模倣杯

186 14 SJ 399 土師器 甕 (21.0) [7.0] 1/6 砂粒白粒 普通 にぶい赤褐

186 15 SJ 399 須恵器 壺 [9.1] 1/2 石英白粒片 普通 黒灰 末野産

186 16 SJ 399 須恵器 甕 5.5 破片 白粒黒粒 普通 褐灰

186 17 SJ 399 須恵器 甕 6.0 破片 雲 普通 にぶい黄橙

190 1 SJ 400 土師器 甕 (12.0) [11.3] 口縁1/2角砂粒赤粒白粒 普通 淡黄 90-6 

190 2 SJ 400 土師器 台付甕 (14.0) [16.8] 1/5 砂粒白粒 普通 淡黄 s字状口縁、煤付着 91-1 
190 3 SJ 400 土師器 台付甕 (12.8) [25.8] 8.8 ほぽ完形 砂粒白粒 普通 淡黄 s字状日縁、煤付着 108-4 
190 4 SJ 400 土師器 台付甕 [5.5] (10.6) 脚部2/5砂粒 普通 淡黄

190 5 SJ 400 土師器 甕 [2.7] 7.0 底部 雲長石石英 普通 にぶい褐

190 6 SJ 400 土師器 堪 16.4 [6.7] ほぼ完形 砂粒 普通 黄橙 赤彩 714 

190 7 SJ 400 土師器 ミニチュア 6.1 3.7 ほぽ完形 雲 普通 にぶい黄橙 119-1 

190 8 SJ 400 土師器 甕 破片 雲 砂粒 普通 黒褐
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第13表住居跡出土遺物観察表（9)

挿図番号遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

190 ， SJ 400 土師器 甕 破片 手毎 普通 にぶい黄橙 単節LR
190 10 SJ 400 鉄製品 釘？ 幅0.4長さ〔1.6] 破片

193 1 SJ 402 土師器 坪 (11.8) [2.5] 口縁破片 白粒 普通 黒褐 身模倣坪

193 2 SJ 402 土師器 甕 (21.0) [17.0] 口縁破片 雲赤粒白粒黒粒 普通 にぶい橙

193 3 SJ 402 石製品 紡錘車 幅4.0長さ0.7原さ2]重さ43.7 完形 滑石製 120-1 
193 4 SJ 402 土製品 土錘 孔径0.4径1.2長さ4.3重さ58 完形 129-2 
193 5 SJ 402 土製品 土錘 孔径0.4径1.3長さ5.2重さ8.4 完形 129-2 
195 1 SJ 403 土師器 高杯 15.0 [3.6] 坪部 雲石英赤粒 普通 橙 71-5 
197 1 SJ 404 須恵器 杯蓋 (11.7) [4.0] 2/3 長石白粒 良好 灰白 71-6 
197 2 SJ 404 須恵器 坪身 (12.3) [1.6] 破片 石英白粒 普通 暗青灰色

197 3 SJ 404 須恵器 g • (14.8) [2.8] 口縁破片 雲赤粒白粒 良好 にぶい橙 末野産

197 4 SJ 404 土師器 杯 (11.5) [3.1] 1/5 赤粒 普通 にぶい橙 模倣杯

197 5 SJ 404 土師器 坑 (13.6) [3.3] 1/3 雲赤粒 良好 明褐 有段口縁杯

197 6 SJ 404 土師器 杯 12.4 4.2 3/4 雲赤粒白粒 良好 明赤褐 有段口縁杯 71-7 
197 7 SJ 404 土師器 杯 11.6 [3.7] 1/5 雲白粒 良好 にぶい橙 比企型坪、赤彩

197 8 SJ 404 土師器 高杯 [3.5] 坪部 雲赤粒 普通 橙 暗文

197 ， SJ 404 土師器 甑 [7.7] (5.0) 底部破片 雲片赤粒 普通 褐灰

197 10 SJ 404 土師器 甕 (17.0) [9.2] 口縁1/3砂粒 普通 明褐灰 小砂利多く含む

197 11 SJ 404 土師器 甕 19.2 [9.1] 口縁部 赤粒白粒 普通 にぶい橙

197 12 SJ 404 土師器 甕 (21.4) [8.0] 1/4 白粒黒粒 普通 灰黄褐

197 13 SJ 404 土師器 甕 [20.3] 3.3 底部 赤粒黒粒 普通 明赤灰 91-2 
197 14 SJ 404 石製品 砥石 幅3.0長さ4.9厚さ2.3 完形

197 15 SJ 404 石製品 すり石 幅7.9長さllO厚さ17 完形

198 1 SJ 405 土師器 杯 (12.0) 4.6 1/2 雲赤粒白粒 良好 橙 模倣杯

198 2 SJ 405 土師器 杯 (12.8) [4.4] 1/4 雲砂粒 普通 にぶい橙 模倣杯

198 3 SJ 405 土師器 杯 (12.2) [3.2] 口縁破片 雲白粒 普通 浅黄橙 身模倣坪

198 4 SJ 405 土師器 杯 (12,0) [6.0] 1/5 雲白粒 良好 にぶい橙 暗文、模倣杯

198 5 SJ 405 須恵器 腿 (12.8) 破片 白粒 良好 黒灰

198 6 SJ 405 土師器 甕 [9.0] 8.2 1/2 石英砂粒白粒小石 普通 褐灰

198 7 SJ 405 石製品 臼玉 幅0.6長さ1.2重さ1.0 4/5 滑石製

203 1 SJ 406 須恵器 坪蓋 (12.6) [3.5] 1/4 白粒 良好 灰 121-1 
203 2 SJ 406 須恵器 蓋 13.2 4.6 1/2 白粒 良好 灰 児玉産？ 71-8 
203 3 SJ 406 須恵器 杯身 (13.0) [2.6] 口縁破片 白粒 良好 青灰 121-1 
203 4 SJ 406 須恵器 嵩坪 (11.0) [5.4] 杯身部1/3白粒 普通 灰 末野産、二方透

203 5 SJ 406 須恵器 壺 破片 石英白粒 普通 灰

203 6 SJ 406 土師器 杯 12.0 [4.7] 1/3 赤粒白粒 良好 にぶい橙 模倣坪

203 7 SJ 406 土師器 杯 11.5 3.7 完形 赤粒 良好 浅黄橙 有段口縁坪 71-9 
203 8 SJ 406 土師器 杯 (12.6) 4.0 2/3 雲白粒 普通 灰褐 模倣杯

203 ， SJ 406 土師器 杯 (13.2) [3.7] (6.7) 1/2 砂粒赤粒 普通 にぶい橙 模倣坪、赤彩

203 10 SJ 406 土師器 坪 (12.2) [3.5] 1/5 雲赤粒 普通 にぶい橙 有段口縁坪

203 11 SJ 406 土師器 坪 (12.8) [3.9] 口縁破片 雲白粒 普通 赤 有段口縁坪

203 12 SJ 406 土師器 坪 (13.2) [ 4.1] 口縁破片 雲白粒 普通 にぶい赤褐 有段口縁坪

203 13 SJ 406 土師器 坪 (14.0) [3.0] 口縁破片 雲砂粒白粒 普通 褐 模倣杯

203 14 SJ 406 土師器 坪 15.0 3.5 完形 白粒 普通 明赤褐 模倣坪 71-10 
203 15 SJ 406 土師器 坪 (13.4) [3.5] 1/3 黒粒 普通 にぶい黄橙 模倣坪

203 16 SJ 406 土師器 坪 (11.8) [3.3] 口縁破片 雲長石 普通 灰褐 黒色身模倣杯

203 17 SJ 406 土師器 坪 (12.2) [3.8] 1/5 雲赤粒白粒 良好 にぶい橙 黒色身模倣均

203 18 SJ 406 土師器 坪 11.9 [3.2] 1/5 雲白粒 普通 明褐灰 身模倣杯

203 19 SJ 406 土師器 坪 11.8 [ 4.1] 1/3 雲赤粒白粒 良好 にぶい赤褐 比企型坪、赤彩

203 20 SJ 406 土師器 坪 (13.2) [3.6] 口縁破片 白粒 良好 にぶい黄橙 比企型坪、赤彩

203 21 SJ 406 土師器 高杯 16.8 [5.3] 杯部 雲砂粒白粒 普通 黒褐 72-1 
203 22 SJ 406 土師器 高杯 17.3 [5.0] 杯部1/2雲角赤粒白粒 良好 橙 赤彩 72-2 
203 23 SJ 406 土師器 高杯 [7.3] 脚部 雲 普通 明褐灰

203 24 SJ 406 土師器 高杯 [8.5] (9.0) 脚部 雲白粒 良好 褐 91-3 
203 25 SJ 406 土師器 小型壺 (7.9) 9.5 3.7 2/3 雲 普通 にぶい橙 91-4 
203 26 SJ 406 土師器 鉢 (9.8) 9.4 1/3 雲白粒 良好 明赤褐

203 27 SJ 406 土師器 鉢 (16.0) [6.2] 1/5 雲赤粒白粒 普通 にぶい橙

203 28 SJ 406 土師器 鉢 (22.0) [6.4] 口縁破片 角赤粒白粒 良好 浅黄橙
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第14表 住居跡出土遺物観察表（10)

挿屈番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 士 焼成 色調 備 考 図版

203 29 SJ 406 土師器 鉢 (25.0) [5.4] 口縁破片 赤粒白粒 普通 赤褐

204 30 SJ 406 土師器 壺 9.6 [5.7] 口縁部 黒粒 不良 褐灰 72-3 

204 31 SJ 406 土師器 甕 (20.4) [7.4] 口縁破片 砂粒 普通 灰白

204 32 SJ 406 土師器 甕 (24.2) [6.8] 口縁破片 雲 白粒 普通 灰白

204 33 SJ 406 土師器 甕 (20.0) [10.4] 口縁破片 砂粒赤粒白粒 良好 浅黄橙

204 34 SJ 406 土師器 甑 (21.2) [10.1] 口縁破片 雲 赤粒 普通 褐灰

204 35 SJ 406 土師器 甑 (23.3) [24.2] 1/2 雲片角石英赤粒白粒黒粒小礫 良好 灰黄褐 109-1 

204 36 SJ 406 土師器 甕 [1.4] 5.0 底部 赤粒白粒 普通 にぶい赤褐 木葉痕

204 37 SJ 406 土師器 甕 [2.2] 6.4 底部破片 砂粒赤粒 普通 褐灰 木葉痕

204 38 SJ 406 土師器 甕 [4.0] 6.4 底部 雲石英砂粒 普通 灰褐

204 39 SJ 406 土師器 甑 [4.7] (8.0) 底部破片 赤粒 普通 にぶい橙

204 40 SJ 406 石製品 管玉未製品 長さ06厚さ19重さ1.6 完形 127-1 

204 41 SJ 406 石製模造品不明品 厚さ［2.6]重さ25 滑石製

204 42 SJ 406 石製品 紡錘車 幅3.0長さ39厚さ0.5重さ9.6 完形 未製品 120-2 

206 1 SJ 407 土師器 壺 [17.0] 口縁部 片角 石英赤粒白粒 良好 明黄褐 RLO段多条 91-5 

209 1 SJ 411 土師器 盆ギ [26.0] 8.0 3/4 長石赤粒白粒 黒粒 普通 橙 109-2 

211 1 SJ 412 石製品 臼玉 幅0.3長さ0.6重さ0.1 完形 滑石製 128-2 

212 1 SJ 413 土師器 不明品 幅[2.0]長さ[2.9]重さ3.4 破片 = 堂 土器片に穿孔 129-2 

212 2 SJ 413 石製品 臼玉 幅0.5長さ05重さ02 ほぽ完形 滑石製

215 1 SJ 414 須恵器 杯蓋 (9.4) 3.3 2/3 雲 普通 灰 湖西産 72-4 

215 2 SJ 414 須恵器 杯蓋 9.6 39 3/4 白粒 良好 灰 湖西産 72-5 

215 3 SJ 414 土師器 坪 (11.8) [2.8] 口縁破片 赤粒 普通 にぶい橙 有段口縁坪

215 4 SJ 414 土師器 坪 (12.2) [4.9] 2/3 黒粒 普通 にぶい橙 模倣坪 72-6 

215 5 SJ 414 土師器 坪 (11.4) [2.5] 1/5 = 圭 普通 橙 赤彩

215 6 SJ 414 土師器 坪 (13.0) [2.8] 口縁破片 赤粒白粒 普通 橙 身模倣坪

215 7 SJ 414 土師器 坪 (14.4) [2.9] 口縁破片 赤粒白粒 良好 赤 比企型杯、赤彩

215 8 SJ 414 土師器 高杯 (19.0) [5.1] 口縁破片 雲 普通 赤 赤彩

215 ， SJ 414 土師器 高杯 6.8 脚郁 雲 白粒 普通 淡赤橙

215 10 SJ 414 土師器 鉢 (28.0) [8.8] 1/4 雲赤粒白粒 普通 灰褐

215 1 1 SJ 414 土師器 甕 (22.0) [4.8] 口縁破片 赤粒黒粒 普通 にぶい橙

215 12 SJ 414 土師器 甑 20.8 28.5 7.9 ほぼ完形 = 奎 普通 橙～にぶい橙 109-3 

215 13 SJ 414 須恵器 甕 15.6 破片 石英白粒 良好 青灰 末野産

215 14 SJ 414 石製品 臼玉 幅［0.3]長さ0.9重さ0.4 ほぽ完形 滑石製

215 15 SJ 414 石製品 臼玉 径12長さ06重さ1.4 完形 滑石製 128-2 

216 1 SJ 415 土師器 甕 16.2 [14.4] 口縁破片 雲 砂粒白粒 普通 にぶい橙

216 2 SJ 415 土師器 甕 (16.6) [16.8] 口縁破片 雲 角赤粒白粒 普通 にぶい橙

216 3 SJ 415 土師器 甕 [3.3] 6.9 底部 角 白粒 普通 淡赤橙

217 1 SJ 416 須恵器 坪身 (13.4) [3.7] 口縁破片 赤粒白粒 普通 明赤褐

217 2 SJ 416 土師器 杯 (11.4) 4.2 口縁破片 雲 白粒黒粒 普通 橙 模倣坪

219 1 SJ 417 土師器 宰一 (17.4) [5.9] 口縁破片 雲赤粒 普通 にぶい赤褐

219 2 SJ 417 土師器 台付甕 (15.9) [3.1] 口縁破片 雲 普通 暗赤褐 s字状口縁
219 3 SJ 417 土師器 甕 破片 砂粒 普通 橙 単節LR

221 1 SJ 418 土師器 杯 10.8 [3.3] 口縁破片 雲 白粒黒粒 普通 橙 比企型坪、赤彩

221 2 SJ 418 士師器 杯 (11.9) [3.3] 口縁破片 片赤粒 普通 橙 模倣坪

221 3 SJ 418 土師器 杯 (11.9) [3.3] 口縁破片 雲 赤粒白粒 普通 橙 身模倣坪

221 4 SJ 418 土師器 鉢 (15.0) [5.3] 1/5 石英砂粒針 普通 にぶい橙

221 5 SJ 418 土師器 鉢 (20.0) [5.8] 口縁破片 雲 白粒 良好 橙

222 1 SJ 419 土師器 杯 (12.8) [4.0] 口縁破片 雲 砂粒 普通 灰褐 黒色有段口縁坪

222 2 SJ 419 土師器 坪 (13.4) [4.4] 1/3 雲 赤粒白粒 普通 明赤褐 比企型坪、赤彩

225 1 SJ 420 土師器 杯 (12.2) [4.5] 1/4 赤粒白粒 良好 橙 模倣杯

225 2 SJ 420 土師器 坪 [4.2] 2/3 雲 赤粒 普通 にぶい橙 模倣杯

225 3 SJ 420 土師器 坪 (16.0) 4.1 破片 赤粒白粒 普通 にぶい橙 模倣杯

225 4 SJ 420 土師器 甕 18.8 33.0 6.1 3/4 赤粒 良好 明褐灰 109-4 

226 1 SJ 422 士師器 坪 9.2 3.4 ほぼ完形 赤粒 普通 にぶい橙 72-7 

226 2 SJ 422 土師器 坪 (12.2) [4.2] 1/4 赤粒白粒 普通 橙

226 3 SJ 422 土師器 壺 (32.6) [10.3] 口縁破片 雲 赤粒白粒 普通 橙

226 4 SJ 422 土師器 甑 [5.3] 90 底部破片 雲赤粒 普通 にぶい橙 煤付着

228 1 SJ 423 土師器 甕 (15.0) [2.2] 口縁破片 雲黒粒 普通 にぶい黄橙

228 2 SJ 423 土師器 台付甕 [3.4] 脚台部 白粒黒粒 普通 灰褐
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3.掘立柱建物跡
本調査区内では、谷を挟んだ北側で 2棟、南側で

1棟の計 3棟の掘立柱建物跡を検出した。何れの遺

構も出土遺物が少量で、遺構に伴うと考えられる遺

物が出土しなかったため、時期を特定するには至ら

なかった。他の遺構との重複関係から、平安時代の

可能性が高い。また、中世の生活面は遺構確認面よ

りやや上位にあったと考えられるため、中世の建物

跡が存在していた可能性も高い。

一番北側で検出された第52号掘立柱建物跡は、 1 

間X 2間で、柱穴の深さも浅く小規模な建物跡であ

った。第53号掘立柱建物跡は、 2間X 2間の総柱建

物跡で、柱穴の掘り込みが深く、ヒノキ科の柱材が

残存していた。第54号掘立柱建物跡は、調査区南側

の谷際で検出された 3間X 2間の総柱建物跡で、中

世の井戸に壊され残りが良くなかった。

本遺跡では、底面に片岩の礎石を伴ったピット、

柱材の痕跡を確認できたものなど多数の小ピットを

検出したが、遺構の重複が著しかったため、建物跡

として認識できたものは僅かであった。本来的には

今回検出された建物跡の倍以上の遺構が存在してい

た可能性が考えられる。

第52号掘立柱建物跡 （第231図）

M • N -27 • 28グリッドにかけて検出された。重

複する遺構は第691号溝跡、第11号方形周溝墓であっ

た。

建物構造は、桁行 1間X梁行 2間で、東西方向に

長い建物跡であった。規模は、桁行が3.lm、梁行が

2.6mであった。

柱穴の平面形態は、ほほ円形をしていた。各柱穴

の規模は、 Plは長軸30cm、短軸28cm、深さは30cm、

P2は長軸35cm、短軸30cm、深さは22cm、P3は長軸

35cm、短軸32cm、深さは22cm、P4は長軸35cm、短軸

32cm、深さは28cm、P5は長軸30cm、短軸30cm、深さ

は26cm、P6は長軸37cm、短軸35cm、深さは24cmであ

った。桁方向はN-60°-Wであった。

本建物の周囲には第11号方形周溝墓が巡り、本遺

構が切り込んで作られていた。また西側には、集落

内を南北に走行する第656• 666 • 667号溝跡が位置

し、東西方向に走行する696号溝跡が位置していた。

遺物は、 P3から土師器甕の破片が1点出土した。

A
 

SRI I 

A'/／戸／竺9m _A' 
' P2  P3 P4 

1 2ー 一□冒
B1um B' 

P1 P6 P5 
SD691 

SB52 

-
.B 

第52号掘立柱建物跡
1 黒色土 10YR2/l 黄褐色土ブロック(,t,l~10mm) ・炭化物少贔

焼土プロック微菌
2 黒褐色土 10YR2/2 黄褐色土プロック（い～20mm) ・炭化物含む
3 黒掲色士 10YR3/l 黄褐色士プロック多屈

2m  
1．鉛

第231図 第52号掘立柱建物跡
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第53号掘立柱建物跡 （第232図）

M-33 • 34グリッドにかけて検出された。第16号

方形周溝墓、第350• 351 • 359号住居跡、第737号土

坑と重複しており、本遺構の方が重複する全ての遺

構より新しかった。

建物跡の柱穴は 9本が検出され、桁行2間x梁行

2間の総柱建物跡であった。規模は、桁行が2.16m、

梁行が2.21mで、正方形をしていた。柱間は、桁行で

0.97~1.2m（平均l.lm)、梁行で1.05~1.26m（平均

l.1lm）であった。桁方向はN-36° -Wであった。

P8を除いた他の 8本からは、底面に小ピットが確

認できたが、柱材が残存していたのはP6 • 9の2本

のみであった。他のピ ットの土層断面からは柱材の

痕跡を確認することができた。

各柱穴の規模は、 Plが径57cm、深さ46cm、P2が

径55cm、深さ47cm、P3が径53cm、深さ44cm、P4が

＜
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＜
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SJ350 

虞
E....!2_.9m 
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．
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第53号掘立柱建物跡

ピット 1
1 褐灰色土

o
s
,
r
s
 

m

]
 

ズd

。
S
d
 

9

^

 

F 16.9m 
Pl P8 P7 SK737 

F' 

昂

4 褐灰色土

5 褐灰色土

6 褐灰色土
7 黒褐色土

ピット 3

8 褐灰色土

9 褐灰色土

ピット 7

10 褐色士

II 褐灰色士

ピット 8
12 黒褐色土

13 黒褐色土

，
 

E
6
.9-
m-

8
d
 L

ci
 

乏

E
6
9
1
::J 

JOYR5/1 黄褐色土ブロック(<!>2~5mn1) 少墓・炭化物

粒子（い～2mm) 少旦士器片 • 石混入

2 褐灰色土 IOYR5/l 黄褐色士プロック(<!>5~10mm) 多品

ピット 2 • 5 • 6 • 9 
3 褐灰色士 IOYR4/l 焼土粒子(<J,l~2mm) ・炭化物粒子(<J,l~2

mm) ・黄褐色土ブロック(<!>2~51llll1)少量

柱痕あり

IOYR4/ I 黄掲色土プロック（が 2~5mm) 少批 士器片

混入

IOYR4/] 炭化物粒子 (</>I~2mm)少量

JOYR4/l 黄褐色士プロックは4~61Il1n) 多堡

IOYR3/l 黄褐色士ブロック(<!>2~5mru) 少抵

IOYR4/l 黄褐色土ブロック(<I>2~5mn,)少簸焼土粒子

(q,l~3mm)・炭化物粒子(q,l~3nllll)少最

!OYR4/l 黄褐色土プロック (</>I~3n皿）多益焼土粒子

（い～2暉）・炭化物粒子 (</>l~2Dllll)少址

IOYR4/6 黄褐色土プロック(<I>3~5rnrn) 少批炭化物

粒子(q,l~3rnnl) 少批

IOYR5/l 黄褐色土プロックは 3~5rnnl）・焼土粒子(¢

l~3mm)・炭化物粒子 (</>I~3mm)少絨

IOYR3/l 黄褐色士プロック(<I>2~5ulrn）少最 ・炭化物

粒子(<I>2~5rnrn）少拭

IOYR3/l 黄褐色土プロック(<I>5~10mm)多祉焼土

粒子(¢ l~3n皿）・炭化物粒子(</>I~3rnrn)少址

゜
2m  ， 
1 90 

第232図 第53号掘立柱建物跡
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径53cm、深さ41cm、P5が径72cm、深さ65cm、P6が

径61cm、深さ45cm、P7が径60cm、深さ72cm、P8が

径55cm、深さ36cm、P9が径60cm、深さ62cmであった。

各柱穴の平面形態は、全て円形であった。

遺物は、土師器杯 2点、甕 2点、石製模造品 l点の

計 5点が図示できたが、本遺構に伴うものではなく、

＼ '→」 ご ¥-- 乙

］ 胃］ ー→ （ 

住居跡などの他の遺構に伴う遣物である可能性が高

い。本遺構に伴う遺物が出土していないため、詳細

な時期は判断できないが、古墳時代後期の住居跡が

埋没した後に構築されていることを考えると、本遺

構の時期は平安時代以降であると考えられる。

＼ 」＼ <
拿 I
こコ．＝ ：仁ニコ 5 

゜
10cm 

゜
2cm 

l:9 | l | 1 2 

第233図 第53号掘立柱建物跡出土遺物

第15表 53号掘立柱建物跡出土遺物観察表

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存
233 1 SB 53 土師器 均 (13.0) [3.2] 口縁破片
233 2 SB 53 土師器 坪 (12.8) [2.7] 口縁破片
233 3 SB 53 土師器 小型甕 (11.6) [3.1] 口縁破片
233 4 SB 53 土師器 甕 (22.9) [6.8] 口縁破片
233 5 SB 53 石製模造品 有孔円板 幅2.4長さ1.9厚さ0.3重さ2.9ほぼ完形

第54号掘立柱建物跡 （第234図）

P-45 • 46、Q-46グリッドにかけて検出された。

第419• 421号井戸跡、第789• 825号溝跡と重複して

おり、本遺構の方が重複する全ての遺構より古かっ

た。

建物跡の柱穴は計10本を検出したが、南東部分の

2本については中世の井戸跡に壊されており、検出

することができなかった。

桁行3間x梁行2間で、規模は桁行2.65m、梁行が

1.94mであった。柱間は、桁行で0.7~0.98m（平均

0.86m)、梁行で0.78~0.98m（平均0.88m)であった。

桁方向はN-43° -Wであった。

各柱穴の規模は、 Plが径50cm、深さ56cm、P2が

径40cm、深さ31cm、P3が径55cm、深さ56cm、P4が

胎 土 焼成 色調 備 考 図版
角赤粒白粒 普通 橙
雲赤粒 普通 にぶい橙 有段口縁坪
雲赤粒白粒 普通 にぶい橙 煤付着
砂粒白粒 普通 褐灰

128-1 

径50cm、深さ36cm、P5が径55cm、深さ43cm、P6が

径54cm、深さ50cm、P7が径43cm、深さ57cm、P8が

径53cm、深さ48cm、pgが径47cm、深さ44cm、P10が

径38cm、深さ67cmであった。各柱穴の平面形態は、

ほぼ円形であった。

pgの土層断面からは、柱材の痕跡を確認すること

ができた。

遺物はP1 • 7を除いた各柱穴から出土しているが、

出土量が少量で、図示できるものはなかった。古墳

時代後期の高坪脚部片などの土師器片が出土してい

るが、遺構の重複が著しいため、周囲の遺構からの

流れ込みの可能性もあり、本遺構の時期を特定する

には至らなかった。
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第54号掘立柱建物跡

ピット 1
1 オリープ褐色土 2. 5Y4/4 黒色土プロック{4>20~30mm)多呈

2 暗褐色土 IOYR3/3 黒色上ブロック(4>10mm)含む

ピット 3

3 黒褐色土 IOYR2/2 黄褐色土粒子（が5mm)少砧

4 にぶい黄褐色土 IOYRS/4 黄褐色土粒子(4>5~10mm) 多屈

5 暗宵灰色土 58G3/I 黒色土ブロックは 10~20mm) 多呈 装褐色土

ブロック(4>5~10mm)少函

ピット 7

6 褐色土 !OYR4/4 黄褐色士プロック(4>10~20mm)含む

7 黒褐色土 IOYR3/2 黒色土粒子(4>Imm)含む 微細土器片を含む

8 黒褐色土 IOYR3/2 緑灰色土プロック(4>10mm)含む

ピット 9

9 褐灰色土 IOYR4/l 混入物無し 明確な柱痕粘性ややあり

IO にぶい黄橙色土 IOYR6/3 黒色土粒子{4>10mm)含む しまりあり

11 にぶい黄橙色土 IOYR6/3 黒色土粒子(4>10mm)少蛍 しまりあり

第234図 第54号掘立柱建物跡
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4 ■ 井戸跡

本書で今回報告する調査区からは、総数36基の井

戸跡を検出した。

遺構の時期は、古墳時代後期から中世のもので、

古墳時代前期の住居跡や方形周溝墓は検出されてい

るが、井戸跡については 1基も検出されていない。

本遺跡の傾向としては、直径が lmにも満たない

小型の井戸跡は古墳時代から奈良時代までの古いも

のが多い。平安時代から中世になると、直径 2m前

後の大型の井戸跡となり、木枠を伴うものが増える

ことが特徴である。本遺跡のように自然堤防に立地

するという条件下では、湧水に伴い壁面が崩落しや

すく、井戸枠を伴う遺構が少ないことから、 一つの

井戸跡を長期的に使用していたとは考えにくい。

平面形態は円形のものが主体を占めるが、第414号

井戸跡のように隅丸長方形の遺構も僅かに認められ

る。断面形は、筒形のものが多い。

主な出土遺物としては、第396号井戸跡から陰刻花

文を施した緑釉陶器の皿や木櫛、第394号井戸跡から

は下駄、第408• 414号井戸跡からそれぞれ漆塗木製

椀、第422号井戸跡からは灰釉陶器を転用した硯片な

どが出土している。

第388号井戸跡 （第235図）

K • L -27 • 28グリッドにかけて検出された。

規模は、長径90cm、短径86cm、深さが107cmであっ

た。平面形態は円形で、断面形は筒形であった。

遺物が出土しなかったため、時期は不明である。

第389号井戸跡 （第235図）

K-29グリッドで検出され、第671号溝跡と重複し

ていた。

規模は、長径84cm、短径73cm、深さが77cmであっ

た。平面形態は円形で、断面形は筒形をしていた。

覆土の 1~ 3層には、土師器の破片を含んでいた。

また、 2層の下層からは木片が出土している。

遺物は、図示できるものが出土しなかった。

第390号井戸跡 （第235図）

K-29・30グリッドにかけて検出され、第660号溝

跡と重複していた。

規模は、長径230cm、短径229cm、深さが162cmであ

った。平面形態は円形で、断面形は箱形をしていた。

出土遺物は、第236図1に示した。 1は、木製の曲

物側板で、井戸の中央に据えられた状態で出土して

いる。綴じ部を樹皮紐ではなく、円孔に木栓を入れ

て固定している。

第391号井戸跡 （第235図）

N-28グリ ッドで検出された。第11号方形周溝墓

と重複しており、本遺構の方が新しかった。

規模は、長径81cm、短径70cm、深さが123cmであっ

た。平面形態は円形で、断面形は筒形をしていた。

井戸枠については、検出できなかった。

出土遺物は、第236図2~6に示した。2は、須恵

器坪の底部片である。3~5は、須恵器高台付婉の

底部片である。 6は、高台の貼りついた須恵器壺片

である。

第392号井戸跡 （第235図）

K-29グリッドで検出され、第671号溝跡と重複し

ていた。

規模は、長径50cm、短径44cm、深さが124cmであっ

た。平面形態は円形で、断面形は筒形をしていた。

井戸枠については、検出されなかった。

遺物は、土師器甕の破片などが少量出土した。

第393号井戸跡 （第235図）

L -30グリッドで検出された。

規模は、長径43cm、短径40cm、深さが79cmの小型

の井戸跡であった。平面形態は円形で、断面形は筒

形をしていた。井戸枠は、検出されなかった。

遺物は、土師器甕の破片が出土した。
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第390号井戸跡

1 黒褐色土 10YR3/2 

2 黒褐色土 IOYR3/2 

3 黒褐色士 IOYR3/2 

4 暗灰色土 N3/0 

5 灰黄褐色士 IOYR4/2 

2m  6 暗灰色土 N3/0 
1611 

7 暗青灰色士 584/1 

第391号井戸跡

I 
＼ 

＼ 

ー／戸—·

A' 

A 16.9m A' 

A' 

A16.8m A' 

第388号井戸跡
1 黒褐色土 10YR3/l 

2 黒褐色土 2. 5Y3/l 

3 黒色土 5Y2/l 

4 黒色士 5Y2/l 

5 黒色土 N2/0 

6 黒色土 N2/0 

黄褐色土プロック多紐 マンガン含む

黄褐色上ブロック ・マンガン含む 炭化物少祉

青灰色土ブロック多屈 炭化物・マンガン含む

青灰色士プロック多星

青灰色士プロック(<t,l~50饂）含む

青灰色土プロック多祉

第389号井戸跡 ※1・ 2・3層は土師器の破片を含む

1 黒掲色士 IOYR3/] 暗褐色士粒子(ct,Imm)含む 暗灰色の砂少基

しまりあり 粘性ややあり

2 暗灰色土 N3/0 青灰色粘土プロック(ct,10mm)少拡 しまりや

やあり 粘性あり

3 黒褐色士 IOYR3/] 褐色士粒子(ct,5mm)含む しまりなし粘性

あり （壁崩落士か）

4 暗灰色土 N3/0 青灰色粘土ブロック(ct,10mm)少蘇灰色粘士

主体 しまりややあり 粘性あり

5 黒色土 N2/0 暗灰色（黒色に近い色）の粘土主体 しまりな

し粘性ややあり

焼士粒子 ($2~10mm)含む黄褐色上ブロック($50 

~70mm)少批 しまりあり 粘性弱い土師器片含む

やや粘性のある暗灰色士主体 褐色士粒子($2mn1)含む

黄褐色土プロック($30mm)少祉 しまり ・粘性ややあり

士師器片含む
主体をなす土は2層と同じ 青灰色の砂を層の下部に帯状

に含む しまりややあり 粘性あり

胄灰色の粘性のある士 ($3~5mm)少堡 暗灰色の砂含む

しまりなし粘性あり
黄褐色土プロック($20~30mm) ・灰色粘士含む しまり

ややあり 粘性あり（壁崩落土か）

居の両端に青灰色粘土を含む灰色粘上主体 しまりなし

粘性あり
明るい青灰色粘土主体暗褐色土粒子($2mm) 多屈 し

まりなし粘性あり

8 暗灰色土 N3/0 灰色と暗灰色（黒色にちかい）の粘土が混じり合った陪

しまりなし 粘性あり

9 灰色士 N4/0 明るい青灰色の粘上・砂多品 しまりなし 粘性あり

第391号井戸跡
1 黒色土 lOYRl. 7/1 黄褐色土プロック($I~IODllll) ・焼土ブロック少呈 炭

化物含む

2 黒色士 10YR2/l 黄褐色土ブロック($l~5mm) ・焼土プロック少品 炭

化物含む

3 黒色土 7. 5YR2/l 黄褐色士ブロック($I~5Dllll) ・焼土ブロック少量（ 2

層より増える）炭化物含む

4 黒褐色士 10YR3/1 焼土プロック少輩 炭化物多拡

5 黒色土 2. 5Y2/l 黄掲色土プロック多罷 炭化物・小礫を含む

第393号井戸跡
1 黒褐色士 2. 5Y3/2 ローム粒子($l~5mm)含む しまりややあり

粘性強い

2 明黄褐色土 10YR6/6 ロームプロック主体($10~30mm) しまりあり

粘性ややあり

3 黒色土 N2/0 均質の粘質土層 しまり弱い 粘性強い

第235図井戸跡（1)

第394号井戸跡 （第237図）

L -28グリッドで検出された。湧水が著しく、底

面まで調査することができなかった。

規模は長径147cm、短径141cm、深さが153cm以上で

あった。平面形態は円形で、断面形は口が大きく広

がる筒形であった。

出土遺物は、第236図7~ 9に示した。7は、口縁

部に横ナデを施し、体部内外面に指頭圧痕を残す器

高の浅い北武蔵型の土師器坪である。8は、須恵器

甕の口縁部片である。9は、一木造りの連歯下駄で

ある。左半分を欠損する。前歯・後歯とも高さ 1cm 

と低い。後歯は台よりやや外側に広がる。
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土器

A' 

第395号井戸跡 ＼＼  

A□□-A □_A 
A 16Am A' 

A 19~ 8m 

第398号井戸跡
l ~ 

A 16.8m A' 

第394号井戸跡

1 黒褐色土 10YR3/2 

2 褐灰色土 IOYR4/l 

3 黒色土 10YR2/l 

4 褐灰色士 IOYR4/l 

5 黒褐色士 IOYR3/l 

6 緑灰色土 5G5/l 

第395号井戸跡
1 暗灰色土 N3/0 

2 暗灰色士 N3/0 

3 黒色土 N2/0 

4 暗青灰色士 5B4/1 

しまりのある黒褐色土主体 焼土粒子(¢2~5mm)

少餞 しまりあり 粘性なし

炭化物(lollllll角）含む褐色士粒子(¢2mm)多散

しまりあり 粘性なし
黒色の灰屑 やや粘性のある暗灰色土少拭 しまり

なし粘性ややあり

褐色士粒子(¢2mm)多量 青灰色の粘質土（プロ

ック状）少屈 しまりあり 粘性ややあり

褐色士粒子(¢2mm)多散 青灰色の粘質土（プロ

ック状）少砥暗灰色粘士含む しまりなし 粘性

ややあり
緑灰色の粘土主体 きめ細かい砂少試 しまりなし

粘性あり

暗灰色の粘上主体灰色粘士少品 しまりなし

粘性あり
暗灰色に変色したロームブロックと思われる土

(¢ 3~4mm)含む しまりなし粘性あり

植物の茎のような遺存物多蘊 しまりなし 粘性なし

青灰色粘土の層 ロームブロック(¢3mm)含む

しまりなし粘性あり

A 16.9m A' 

A' 

第396号井戸跡

1 黒褐色土
2 黒色土
3 黒色士
4 暗灰色士

5 暗灰色土

10YR3/l 

10YR2/l 

IOYR2/l 

N3/0 

N3/0 

第397号井戸跡

1 灰黄褐色士 IOYR6/2 

2 褐灰色土 IOYR5/l 

3 掲灰色土 IOYR5/l 

3' 灰色土 N6/0 

4 灰色士 N4/0 

5 灰色土 N4/0 

6 褐灰色土 IOYR4/l 

第398号井戸跡

1 黒褐色土
2 黒褐色士
3 褐灰色士

IOYR3/2 

IOYR3/l 

IOYR4/l 

マンガン・炭化物含む

焼土プロック微堡 マンガン ・炭化物含む

地山プロック ($1~5mm)・マンガン ・炭化物含む

地山ブロック($I~10mm) ・マンガン ・炭化物含む

明青灰色粘土含む 地山プロック少址 しまり弱い

粘性強い

焚灰色粘土ブロック($3~5llllil）多伍 炭化物粒子

($3~5mm)少誠

黄灰色粘土プロックは3~5mm)斑 炭化物粒子

($3~5mm)・焼士プロック($5mm)少品

黄灰色粘土ブロック ($3~5mm)斑炭化物粒子

($3~5mm)少菌

黄灰色粘土プロック($5~10mm)多罷 3層に黄灰色

粘士を多く含む
黄灰色粘士プロック（が5~10mm)多品

（埋戻しと思われるが墳砂に攪拌されるのか）

暗褐色土をプロック状に含む 炭化物($3~5mm)多拭

淡緑灰色粘士プロック($!Omm)・炭化物($3~5mm)

多最

酸化鉄多堡炭化物少景

焼士粒子少鼠
黄掲色士プロック少菰

第237図 井戸跡 （2)
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第395号井戸跡（第237図）

K -29 • 30グリッドにかけて検出された。第671号

溝跡と重複していた。

規模は、長径64cm、短径63cm、深さが85cmの小型

の井戸跡であった。平面形態は円形で、断面形は筒

形をしていた。

出土遺物は、 第236図10• 11に示した。2点とも底

部回転糸切りの南比企産の須恵器坪である。11の底

部外面には、「寺」（？）の墨書が見られる。

第396号井戸跡 （第237• 238図）

M-29グリッドで検出された。第696• 703号溝跡

と重複していた。

規模は、長径135cm、短径110cm、深さが170cmであ

った。平面形態は円形で、断面形は底面が平坦なフ

ラスコ形であった。

遺物は、覆土上層から須恵器などが多量に出土し

た。出土遺物は、第239図1~16に示した。 1は、緑

釉陶器の稜皿である。内面には口縁部と底面に陰刻

花文が施されている。 2~12は、 須恵器である。

2 • 5は、底部外面未調整の杯である。 3 • 4は、

底部外面糸切離しの坪である。6~12は、高台付塊

である。11• 12は、高台の長い婉である。13は、 土

師器の小型甕である。14は、須恵器甕の底部片であ

る。15は、須恵器甕の胴部片で、外面に擬似格子タ

タキ、内面には青海波文が残る。16は、木製の櫛で

ある。また、上層の土器片とともに種の炭が検出さ

れている。

第396号井戸跡
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第238図 第396号井戸跡遺物出土状況
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第239図井戸跡出土遺物（2)

第397号井戸跡 （第237• 240図）

M-30グリッドで検出された。湧水が著しく、壁

面が崩落する恐れがあったため、底面まで調査する

ことができなかった。第12号方形周溝墓と重複して

おり、本遺構の方が新しかった。

規模は、長径160cm、短径155cm、深さが160cm以上

であった。平面形態は円形で、断面形は筒形をして

いた。中位で井戸枠を検出したが、埋没の過程で崩

壊しており、残りが良好ではなかった。

出士遺物は、第241図l~10に示した。1は、須恵

器の高台付塊である。 2は須恵器坪、 3は灰釉陶器

の塊である。4は、高台の高い須恵器の尚台付塊で

ある。5は、口縁部の短い羽釜片である。6は、灰

釉陶器の壺である。7は、表面に擦痕が認められる

平たい砥石である。 8は、須恵器大甕の底部破片で

ある。9 • 10は、木製杭で、井戸枠の一部である。

第398号井戸跡 （第237図）

L ・M-29・30グリッドにかけて検出された。

規模は、長径95cm、短径61cm、深さが121cmであっ

た。平面形態は円形で、断面形は筒形であった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第399号井戸跡 欠番
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第240図 第397号井戸跡遺物出土状況
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第400号井戸跡 （第242図）

N-33グリッドで検出された。第332• 367号住居

跡と重複しており、本遺構の方が新しかった。規模

は、長径99cm、短径84cm、深さが113cmであった。平

面形態は楕円形で、断面形は南側の一端のみがやや

開く筒形をしていた。井戸枠は、検出されなかった。

長軸方向は、 N-24°-Wであった。

遺物は、平安時代の須恵器片などが少鼠出土した

が、図示できるものがなかった。

第401号井戸跡 （第242図）

0 -32グリッドで検出された。規模は、径84cm、

深さが159cmであった。平面形態は円形で、断面形は

最下部がオーバーハングして大きく膨らむ漏斗形を

していた。井戸枠については、検出されなかった。

長軸方向は、 N-86°-Wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片などが少量出土

している。

第402号井戸跡 （第242図）

0-33グリッドで検出された。第336号住居跡と重

複しており、本井戸跡の方が新しかった。規模は、

長径66cm、短径57cm、深さが156cmで、小型の井戸跡

であった。平面形態は楕円形で、断面形は南側のみ

がやや開く筒形をしていた。長軸方向は、 N-28° 

-Wであった。

遺物が出土していないため、詳細な時期は不明で

あるが、古墳時代後期の住居跡を壊していることか

ら、奈良時代以降と考えられる。

第403号井戸跡 （第242図）

K-32グリッドで検出された。第733号溝跡と重複

しており、本遺構の方が古かった。土層断面は、崩

落のため記録に残すことができなかった。規模は、

長径89cm、短径72cm、深さが134cmであった。平面形

態は楕円形で、断面形は底面が平坦なフラスコ形を

していた。井戸枠については、検出されなかった。

長軸方向は、 N-88°-Eであった。

出土遺物は、覆土下層から第243図1の北武蔵塑の

土師器杯が出土している。

第404号井戸跡 （第242図）

M • N-35グリッドにかけて検出された。第377• 

378 • 385号住居跡と重複しており、本井戸跡の方が

新しかった。規模は、長径206cm、短径177cm、深さ

が123cmで、大型の井戸跡であった。平面形態は楕円

形で、断面形は立ち上がりがやや開く舟底形をして

いた。井戸枠は検出されなかったため、素掘りの井

戸であったと考えられる。長軸方向は、 N-34°― 

Eであった。

出土遺物は、覆土下層から第243図2の土師器の完

形の壺が出土している。なお、上層からは灰釉陶器

の壺片なども出土した。

第405号井戸跡 （第242図）

0-34グリッドで検出された。第766号溝跡と重複

しており、本井戸跡の方が古かった。規模は、長径

95cm、短径81cm、深さが123cmであった。平面形態は

楕円形で、断面形は底面が平坦なフラスコ形をして

いた。井戸枠については、検出されなかった。長軸

方向は、 N-34°-Eであった。

出土遺物は、第243図5に示した。図示できた遺物

は、底部外面に回転ヘラケズリを施す須恵器坪 1点

だけであるが、他に土師器片などが少量出土してい

る。

第406号井戸跡 （第242図）

P -34グリッドで検出された。第724号土坑と重複

しており、本遺構の方が新しかった。規模は、径

48cm、深さが107cmで、小型の井戸跡であった。平

面形態は円形で、断面形は筒形をしていた。井戸枠

は、検出されなかった。長軸方向は、 N-50°-W  

であった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。
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第400号井戸跡

1 黒色士 N2/0 黄掲色土粒子(<Pl~3mm) ・黄褐色土プロック少最

緑灰色 (5G5/1)粘土(<Pl~5mm)を均等に少呈

しまり ・粘性あり

2 黒色士 N2/0 緑灰粘士プロックが集中的に堆積する庖 しまりあり

粘性強い

3 宵黒色土 5B1. 7 /1 緑灰粘土(<Pl~10mm)均等に含む しまりあり

粘性強い

4 青黒色土 5B2/1 緑灰粘土 (<Pl~lOllllll)及び青灰色砂をプロック状に含む

しまりなし粘性弱い

第401号井戸跡

1 黒掲色士 IOYR3/1 黄褐色土粒子(<Pl~5mm)を均等に含む しまり・粘性

あり

2 黒掲色土 !OYR3/1 黄褐色土（い～lOllllll)多埜 しまり ・粘性あり

3 黒掲色土 IOYR3/2 黄褐色土粒子 (<Pl~5mm) を均等に多屈 しまり良し

粘性あり

4 黒色士 10YR2/1 青灰色粘土ブロック多旦 しまり弱い 粘性強い

第404号井戸跡

1 灰黄褐色士 IOYR4/2 鉄分 ・黄褐色士ブロック(<P3~5mm)少戴

2 黒色士 2. 5Y2/1 鉄分多品炭化物粒子（が2~5mm)少品

3 緑灰色土 5G5/l 緑灰色の砂質土 炭化物粒子（が5~10mm) 多堡

緑灰色粘土ブロックは3~20mm) ・鉄分少呈

4 暗緑灰色 5G4/l 緑灰色粘士を主体とする（地山崩落士）

第405号井戸跡

1 黒褐色土 ］OYR3/l 黒っぽい暗灰色のしまりある土（シルト質土少菌） 焼土

ブロック(<P5~10mm)少最炭化物(1.5cm長）微祗

しまりあり 粘性なし

2 暗灰色士 N3/l 暗灰色の粘質土主体 暗緑灰色シルト含む しまり弱い

粘性なし

3 暗灰色土 N3/1 暗灰色の粘土暗緑灰色シルト(q,0. 3llllll)少拭焼土

粒子 (q,0. 3~Imm) 少呈 しまりなし粘性強い

4 植物繊維賠 木材片 ・植物の皮などの堆和

5 暗灰色土 N3/I 暗灰色粘土 (3層よりシルト質っぽい） 暗灰色シルト

含む淡青灰色シルト(q,1~21nn1)少呈 しまりなし

粘性強い

第406号井戸跡

1 黒色土 IOYR2/l 黒掲色のしまりある土 暗灰色シルト少呈 黄褐色土粒

子(<t,2mm)斑に含む焼士プロック(<P5皿）微罷

しまりあり 粘性ややあり

2 黒色土 IOYR2/l 1層と同様だが青灰色土プロック(q,10~20mm)多拭

しまりあり 粘性ややあり

3 暗灰色士 N3/0 暗灰色粘士主体暗灰色シルト少呈 しまりなし

粘性強い

第407号井戸跡

1 黒色士 IOYR2/l 白色士微粒子 (<t,l~2mm)微戯 土器片含む

2 黒色土 IOYR2/l 灰褐色士プロック(q,10~20皿）少品

3 黒色土 10YR2/l 黒色土プロック(<t,10~20mm)少虻

4 暗緑灰色土 5G3/l 含有物を含まない

第242図 井戸跡 （3)
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第243図井戸跡出土遺物（4)

第407号井戸跡（第242図）

N-36グリッドの谷部への落ち際で検出された。

第762号溝跡と重複しており、本井戸跡の方が新しか

った。

規模は、長径71cm、短径65cm、深さが96cmであっ

た。平面形態は円形で、西側はテラス状の平場を設

けていた。井戸枠については、検出されなかった。

長軸方向は、 N-40°-Wであった。

遺物は、平安時代の須恵器片が少量出土している

が、図示できるものがなかった。

第408号井戸跡 （第244図）

K • L -36グリッドにかけて検出された。調査前

に設けた排水溝の際で検出されたため、湧水が著し

く、壁面の崩落の恐れがあったため、底面まで調査

をすることはできなかった。

規模は、長径114cm、短径108cm、深さが167cm以上

であった。平面形態は楕円形で、断面形は筒形をし

ていた。長軸方向は、 N-81° -Eであった。

出土遺物は、第243図6~8に示した。覆土2層中

からは、 8の渥美甕の肩部片と共に馬の右上顎骨と

ほぼ完存の左下顎骨が出土している。下層からは、

6の内外面に黒漆を施すケヤキ製椀が出土した。7

は、曲物柄杓である。底部に木栓が残る。側板は樹

皮紐l列で綴じる。

第409号井戸跡（第244図）

L -37グリッドの谷部への落ち際で検出された。

規模は、長径89cm、短径75cm、深さが74cmであっ

た。平面形態は楕円形で、断面形は筒形をしていた。

井戸枠については、検出されなかった。長軸方向は、

N-45° -Eであった。

遺物が全く出土しなかったため、本遺構の時期は

不明である。
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第408号井戸跡 ゜
2m 

1 オリーブ黒色粘質土 5Y3/l 緑灰色粘士プロック（が3~30mm)少拡
160 

2 黒色シルト 5Y2/l 有機物（馬の骨・自然木片）少品

3 黒色シルト lOY2/l 緑灰色粘土ブロック (~3~5mm) 少絨 3 オリーブ黒色粘質土 5Y3/1 緑灰色士プロック（が3~10mm)少呈

4 黒色シルト N2/0 含有物を含まない 4 黒色シルト 2 5Y2/l 緑灰色士プロック（が3~20mm)少最

第409号井戸跡 第413号井戸跡

1 黒褐色士 IOYR3/l 暗緑灰土プロック(<P10~50mm)少拭 1 にぶい黄褐色土 !OYR7/4 黄褐色土ブロック（が2~10mm)多羹

非常にやわらかい しまりなし 2 灰黄褐色土 IOYR5/2 黄褐色士プロック（が2~10mm)少最

2 暗緑灰色土 5G4/l 緑灰色土ブロック ($10~50mm)多県 3 にぶい黄褐色士 IOYR7/4 黄褐色士プロック(<P2~5mm) 多最

黒褐色士ブロック(f10~50mm)少絋 4 褐灰色士 IOYR4/1 緑灰色土プロック (~2~10mm) 多試

非常にやわらかい しまりなし
第414号井戸跡

第410号井戸跡 1 黒褐色士 IOYR3/2 鉄分多品 黄褐色士粒子(</JI~2mm)・黄褐

1 灰黄褐色土 10YR6/2 焼土粒子(</>2~5mm) ・炭化物プロック 色土プロック (~3~10mm) ・炭化物粒千(¢

(¢2~10mm)少拭 2~5rnrn) 少嚢焼土プロック (~3~5mm) 微屈

2 黒褐色土 IOYR3/1 焼土粒子（が2~5mm) ・炭化物プロック 2 暗黒褐色土 10YR3/3 黄褐色土ブロック (~3~10mm) 多嚢鉄分

(¢2~10mm)少盤 ・炭化物粒子(<I>2~3mm)少昂

3 黒色土 IOYR2/l 緑灰色士ブロック (~2~5mm) 少批 3 黒褐色粘質土 5Y2/l 鉄分多拭 緑灰色土プロック (~3~5mm) • 

4 灰黄褐色士 IOYR6/2 黄掲色土ブロック（緑灰色土プロック） 炭化物粒千 (~2~31Ilill)少盤

(~2~10mm ) 多捐 4 オリーブ黒色粘質士 IOY3/! 緑灰色士プロック(</>3~20mm) 多俵鉄分

・ 炭化物粒子 (~2~3mm) 少祉

第411号井戸跡 5 黒色シルト 5Y2/l 緑灰色土粒子 ($1~2mm)・緑灰色士プロック

1 黒色粘質土 2 5Y2/l 緑灰色土粒子(~ I~2mm) ・炭化物粒子 (¢3~10mm)・炭化物粒子 (¢2~3rnrn）少絋

(~2~3mm) 少拡 6 黒色粘質土 7 5Y2/1 緑灰色土ブロック(~ 3~20mm)少誠 炭化物

2 暗オリープ灰色粘質士 5GY4/l 緑灰色粘土プロック (~3~5mm) • 黒色土多星 粒子（が2~3mm)微最

3 オリープ黒色粘質土 5Y3/l 緑灰色粘土プロック(,p3~10mm)多最

炭化物粒子("2~3mm)少最 第415号井戸跡

4 緑灰色シルト 7 5GY5/l 緑灰色シルトを主体 黒色士プロック少試 1 暗掲色土 7 5YR3/3 黄褐色土ブロック少址 土器片を多拭

2 暗褐色土 7 5YR3/3 緑灰色土ブロック多量 黄褐色土プロック

第412号井戸跡 (¢5mm)微伍

1 暗褐色士 !OYR3/3 黄褐色上粒子(~ 1~2mm)・黄褐色土プロック 3 黒褐色土 lOYRl 7/1 サラサラした炭の細粒の層 しまりなし

(~3~10mm) ・ 炭化物粒子 (~2~3IIlill） ・ 井戸が半分埋まった時点で全体を授っている

焼士粒子 (~2~3mm) 少屎 灰色のカワラケ？出土

2 黒褐色土 2 5Y3/l 黄褐色土プロック (¢3~20mm)多址 4 黒褐色士 IOYR2/2 黄褐色土ブロック (¢5rnrn）少址粘性強い

炭化物粒子(<1>2~3mm)少址 5 黒色土 IOYR2/l 4層と同じだが粘性がより高い

第244図 井戸跡（4)
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第410号井戸跡 （第244図）

Q-44グリッドで検出された。第397• 422号住居

跡と重複しており、本遺構の方が新しかった。

規模は、長径99cm、短径83cm、深さが129cmであっ

た。平面形態は楕円形で、断面形は筒形をしていた。

井戸枠は、検出されなかった。長軸方向は、N-

57° -wであった。

遺物は、古墳時代後期の土師器片が少量出土して

いるが、本遺構と重複していた住居跡からの混入品

と考えられる。時期は、覆土の状況から中世と考え

られる。

第411号井戸跡 （第244図）

Q-44グリッドで検出された。第789号溝跡と重複

しており、本遺構の方が古かった。

規模は、長径141cm、短径105cm、深さが110cmであ

った。平面形態は南北に長い楕円形で、断面形は上

方がやや開く筒形をしていた。井戸枠については、

検出されなかった。長軸方向は、 N-31° -Eであ

った。

遺物は、古墳時代後期の土師器坪、須恵器蓋片な

どが少量出土しているが、本遺構に伴う遺物ではな

く、覆土の様相から時期は中世と考えられる。

第412号井戸跡 （第244図）

Q-43グリッドで検出され、古墳時代後期の第393

号住居跡の覆土を掘り込んで構築されていた。

規模は、長径87cm、短径74cm、深さが155cmであっ

た。平面形態は楕円形で、断面形は筒形をしていた。

井戸枠については、検出されなかった。長軸方向は、

N-42° -Wであった。

本井戸跡に伴う遺物が出土しなかったため、時期

は不明である。

第413号井戸跡 （第244図）

Q-44グリッドで検出された。第765号土坑と重複

しており、本遺構の方が新しかった。規模は、長径

117cm、短径102cm、深さが78cmであった。平面形態

は楕円形で、断面形は漏斗形をしていた。井戸枠は、

検出されなかった。長軸方向は、 N-89°-Wであ

った。

出土遺物が少量で、本遺構の時期を特定するには

至らなかった。

第414号井戸跡 （第244図）

Q-44グリッドで検出された。第397号住居跡、第

783号土坑と重複しており、何れの遺構よりも新しか

った。

規模は、長軸248cm、短軸162cm、深さが132cmであ

った。平面形態は南北に長い隅丸長方形で、断面形

は上方が開き気味の箱形をしていた。井戸枠につい

ては、検出されなかった。長軸方向は、 N-0゚ で

あった。

出土遺物は、第245図1~13に示した。覆土下層か

らは、 12の完形の漆塗木製椀が出土した。内外面と

もに黒漆が施される。体部外面にはケズリ痕が認め

られる。 1 • 2は、かわらけの皿である。底面に回

転糸切り離し痕が残り、底部は厚手である。 3は、

青磁鉢の口縁部片である。4 • 5は、常滑甕の口縁

部片である。 9 • 10は、 在地産の片口鉢口縁部片で

ある。11は、古瀬戸の梅瓶の肩部・底部片で、肩部

外面には木葉文が施文されている。13は、平瓦の破

片である。

第415号井戸跡 （第244図）

P -45グリッドで検出された。第799号溝跡と重複

しており、本遺構の方が新しかった。
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規模は、長径126cm、短径122cm、深さが153cmであ

った。平面形態は円形で、断面形は筒形をしていた。

覆土の中層では、炭化材を含むしまりのない炭層が

薄く堆積していた。井戸枠は、検出されなかった。

長軸方向は、 N-84° -Wであった。

遺物は、中世の陶器片などが少量出土したが、図

示できるものはなかった。
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第245図井戸跡出土遺物（5)

-227-



第416号井戸跡

SK808 

ー

SJ412 

A' 

第417号井戸跡

ー

A16.7m A' 

第418号井戸跡

／

／

 

A19 5m A' 

A' 

第420号井戸跡

ヽ
、 -=プ--+--
ヽ
ヽ
ヽ
＼ 

A' 3 オリープ黒色士

4 オリーブ黒色士
5 オリープ黒色土

第416号井戸跡
1 にぶい黄褐色土 IOYR5/4 緑灰色土プロック少品 古銭出土粘性あり
2 オリ ーブ灰土 IOY4/2 I~2cm長の炭化物 ・緑灰色士プロック多品

迫物はこの層に多い 2 • 3層の境に密度の
薄い炭暦が部分的にみられる 粘性強い

3 灰色土 7. 5Y4/4 緑灰色土ブロック少凪粘性強い
4 オリーブ黒色土 7. 5Y3/l 緑灰色土プロック微拭

IOYR3/3 黄褐色士粒子 (</>I~2mm) ・炭化物粒子(¢
2~3mm) ・焼土粒子 (¢l~2lilDl）微見

IOYR2/l 黄褐色土粒子(</,I~2mm)・黄褐色土ブロック
(</> 3~10mm) 少最炭化物粒子 (</>I~3mm)
微枇

3 黒色土 5Y2/l 緑灰色土プロック(</>3~2ollllll）多屈炭化物
粒子 (</>I~3mm)微盤

4 黒色粘質士 7. 5Y2/l 緑灰色土プロックは 3~20mm) 少拭
5 オリープ黒色シルト IOY3/l 緑灰色士プロック (</>3~30mm) 多菌

第418号井戸跡
1 暗オリ ーブ色士 7. 5Y3/4 黄褐色土ブロック(</>10mm) 多拡 黒色士プ

ロック(</>10~20mm)多祉緑灰色土ブロック
("5~10mm) 少屈

2 オリーブ黒色土 7. 5Y3/l 緑灰色土プロック(</>20~30Dlil!)多堡 焼土
粒子・炭化物粒子 ・黄褐色士プロック(</>10 
mm) 少藷

7. 5Y3/l 緑灰色士プロック(<!>30~50mm)多拭炭化物
（最大10mm) 含む

7. 5Y3/2 ほとんど混入物なし
7. 5Y3/2 木片 ・媒状植物 ・葉など含む 4層より粘性

強い

第420号井戸跡
1 暗褐色士 IOYR3/3 黄褐色土ブロック(</>3~10mm) ・緑灰色土

プロック (</>3~10mm) 多堡
2 黒色土 7. 5Y2/l 緑灰色土ブロック(</>3~30mm) 多品
3 オリーブ黒色粘質土 IOY3/l 緑灰色土ブロック(</>3~10mm)・炭化物粒子

(</>2~5mm) 少旦
4 緑灰色シルト 7. 5GY6/l地山崩落土を主体 黒色シルトプロック(</>

3~IODlill)少量

第417号井戸跡
1 暗褐色土

2 黒色士

2m  

第246図井戸跡 (5)
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第416号井戸跡 （第246図）

Q-45・46グリッドにかけて検出された。第412• 

413号住居跡、第419号井戸跡、第808• 809号土坑、

第816• 817 • 833号溝跡と重複しており、新旧関係は

切り合う全ての遺構より本井戸跡の方が新しかった。

規模は、長径438cm、短径414cm、深さが134cmであ

った。規模が大型にしては、深さが浅いもので、井

戸として機能していたかは疑わしい点がある。平面

形態は円形で、断面形は箱形をしていた。2層中に

は炭化物や遺物を多量に含み、最下層には薄い炭層

が認められた。井戸枠は、検出されなかった。長軸

方向は、 N-52° -Wであった。

遺物は、中世の陶磁器、青磁片などが多量に出土

している。第247図1• 2は青磁の皿である。4~6

は、常滑の甕口縁部片である。6の外面と内面上位

に自然釉が付着している。7は、在地産の片口鉢で、

外面には指頭圧痕が認められる。8は、現存長llcm

の短刀片である。 9は、 1層から出土した銭貨で、

元祐通賓である。北宋銭で、初鋳は1086年である。

これらの出土遺物から、本井戸跡の時期は中世と考

えられる。

第417号井戸跡（第246図）

Q • R -46グリッドにかけて検出された。第827• 

833号土坑と重複しており、本遺構の方が新しかった。

規模は、長径137cm、短径123cm、深さが117cmであ

った。平面形態はほぼ円形で、断面形は西側の立ち

上がりが僅かに開く筒形をしていた。井戸枠は、検

出されなかった。長軸方向は、 N-53° -Eであっ

た。

出土遺物は、第247図10• 11に示した。10は、かわ

らけの皿である。 11は、在地産の浅い片口鉢で、内

面に格子目状の卸目が施されている。他にも中世陶

器片が少量出土している。
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第247図 井戸跡出土遺物（6)
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第419号 ・421号井戸跡

A" 

A_..!ism A' A" 

a
 

．
 

E
s
.
9
-
a
 

， 
A16 5m ＿ ~ _A_-' 

A16.5m 

第419号井戸跡

A' 1 黒褐色士 2 5Y3/J 

2 オリープ黒色粘質土 IOY3/l 

3 緑灰色シルト 7. 5GY6/1 
4 黒色シルト 7 5Y2/l 

第421号井戸跡
1 灰黄褐色土 10YR4/2 

2 オリープ黒色土 10Y3/l 

3 黒色粘質土 IOY2/1 

4 オリーブ黒色土 10Y3/2 

第422号井戸跡
A' 1 黒褐色土 2 5Y3/1 

2 オリープ黒色土 5Y3/l 

3 オリープ黙色士 7 5Y3/l 

4 オリーブ黒色粘質土 7 5Y3/l 

5 黒色粘質士 7 5Y2/l 

黄褐色土ブロック・緑灰色土プロック(<I>3~50mm) 多
品鉄分 ・炭化物粒子(<I>2~10mm) 少品
緑灰色士粒子(<t>l~2Ilun） ・緑灰色土プロック(<I>3~ 
10mm) ・炭化物粒子(<I>2~5nllll) 多凪
地山の緑灰色シルトを主体とする庖 （地山崩落士）
緑灰色土ブロック(<I>3~10mm) ・炭化物粒子(<I>2~5 
mm)少旦

黄褐色土粒子 (</>l~2mm) ・黄褐色土プロック(<I>3~ 
20mm) 多屈炭化物粒子(<I>2~3mm) 少品
緑灰色士プロック (</>3~2On1111) 多鼠 炭化物粒子(</>
2~3mm) 少拭
黄褐色土プロック ・緑灰色士プロック主体 炭化物粒
子(<I>2~5mm) 少菌 白色土粒子 (</>l~2mm)微品
（地山崩落土）
ほぼ全体が地山崩落士 混入士はない

鉄分多批 黄褐色士粒子(,t,l~2mm) ・炭化物粒子(,t,
1~2mm) 微址
緑灰色土粒子 (</,1~2n1Ill) ・炭化物粒子 (</,I~3nllll)
微景
緑灰色士プロック(</,3~5mm) ・炭化物粒子(</,2~3 
mm) 少品

緑灰色土プロック(</,3~20mm) ・白色土粒子(,t,l~2
mm) 多贔 炭化物粒子(</,2~3mm) ・焼士プロック(¢
2~3mm) 少址
緑灰色土粒子(,t,1~2mm) ・緑灰色土プロック(</,3~ 
10mm) 多最 炭化物粒子(</,2~3mm) ・白色土粒子(¢
l~2mm) 少品

゜
2m 
I:611 

第248図井戸跡（6)
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第418号井戸跡（第246図）

Q -45グリッドで検出された。第808号土坑、第

819 • 823号溝跡と重複しており、本遺構の方が新し

かった。

確認面での規模は、長径105cm、短径95cm、深さが

162cmであった。平面形態は円形で、断面形は筒形を

していた。底面から高さ20cmの範囲では、大きくオ

ーバーハングしており、 長径で24cm、短径で15cm外

に張り出していた。井戸枠については、検出されな

かった。長軸方向は、 N-50° -Eであった。

遺物は、第247図12の回転糸切り離しの底部をもっ

完形のかわらけの小皿が覆土下層の 5層中から出土

している。

第419号井戸跡 （第248図）

P -46、Q-45・46グリッドにかけて検出された。

第416• 421号井戸跡、第823号溝跡と重複していた。

新旧関係は、第416号井戸跡より古く、第823号溝跡

より新しいが、隣接する第421号井戸跡との切り合い

は不明である。

規模は、長径311cm、短径300cm、深さが159cmであ

った。平面形態は円形で、断面形は舟底形をしてい

た。井戸枠は検出されなかったが、曲物の底板や板

材が出土していることから、井戸枠が設けられてい

た可能性が高い。長軸方向は、 N-79° -Eであっ

た。

出土遺物は、第249図1~ 7に示した。1は、かわ

らけの皿である。底面の調整は、摩滅のため不明瞭

である。口縁部外面の端部に浅い沈線が巡る。2は、

山茶碗の片口鉢底部片で、高台部は欠損している。

3は、在地産の鉢である。4は、ヒノキ製指物容器

の側板である。内面の左右両端に圧痕、上面・下面

に木釘孔がある。容器は方形で、内傾しており、上

面・下面にも板があったと考えられる。5は、完形

の曲物底板である。6 • 7は、覆土の中層から出土

した加工痕が残る板材で、井戸枠の一部であった可

能性が考えられる。

第420号井戸跡 （第246図）

R-47グリッドで検出された。第405号住居跡と重

複しており、本遺構の方が新しかった。調査区の排

水溝脇で検出されたため、湧水が著しく、壁面の崩

落する恐れがあったため、底面までは調査すること

ができなかった。

規模は、長径197cm、短径116cm以上、深さが100cm

以上であった。平面形態は円形で、断面形は上方が

やや開く筒形をしていた。井戸枠は検出されなかっ

たが、曲物の破片が出土していることから、底部に

曲物を据えていた可能性が考えられる。長軸方向は、

N-15° -Wであった。

遺物は、第250図1の曲物の底板などが少量出土し

ている。詳細な時期は不明であるが、覆土の状況か

ら中世と考えられる。

第421号井戸跡 （第248図）

Q-46グリッドで検出された。第419号井戸跡、第

814号溝跡と重複していたが、新旧関係は不明である。

規模は、長径254cm、短径227cm、深さが210cmであ

った。平面形態は楕円形で、断面形は舟底形をして

いた。底面には、井戸の中心からずれた位置に井戸

枠の最下部が残存していた。壁面の崩落により、ズ

レや歪みが生じたものと考えられる。また、中層か

らは編状木製品が出土した。長軸方向は、 N-77° 

-wであった。

出土遺物は、第250図2~9に示した。2は、青磁

の碗である。3は、渥美甕の肩部片で、エ具の当て

具痕が残る。 5~8の最下段は正方形に組み合う。

四本は内法・全長共にほぼ同じである。平坦な場所

で組み合わせると安定が良い。地上で一段分を組み

合わせて作り、井戸内に設置したと考え られる。上

段の 9は、下段と内法は同じだが仕口が長いため全

長が長くなっている。井戸枠を一段ずつ作ったこと

による誤差か、意図的な差異かのいずれかと考えら

れる。
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第249図 井戸跡出土遺物（7)
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第250図 井戸跡出土遺物（8)
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第251図井戸跡出土遺物（9)

第422号井戸跡（第248図）

Q -47グリッドで検出された。第406• 414号住居

跡と重複しており、本井戸跡の方が新しかった。

規模は、長径338cm、短径300cm、深さが149cmであ

った。平面形態は楕円形で、断面形は舟底形をして

いた。井戸枠は検出されなかったが、下層に杭状の

木材が出土していることから、井戸枠を撤去した可

能性も考えられる。長軸方向は、 N-53° -Eであ

遺物は、須恵器の破片などが少量出土しており、

第251図1~ 6に示した。1• 2 • 4~ 6は須恵器で、

3は灰釉陶器である。3は高台付塊で、図化した底

部部分は完存している。杯部内面部分は、朱墨と黒

墨の痕跡が認められる。摩滅が著しく、器面も平滑

であることから、転用硯である可能性が高い。4は、

甕の口縁部片で、 3本 1単位の波状文が施文されて

いる。5• 6は大形甕の底部片で、ナデ調整である。

った。
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第423号井戸跡

Aー ロ□／A
Al6.4m A' 

第424号井戸跡

.A 

A16Sm 

S0814 

／ 

A' 

第423号井戸跡

1 暗灰黄色土
2 黒褐色士

2'禄灰色土

3 緑灰色土

4 暗緑灰色土

第424号井戸跡
1 灰オリーブ色土 7. 5Y4/2 

2 灰オリープ色士 7. 5Y4/2 

3 黒褐色士 !OYR3/2 

4 灰色土

5
 

黄褐色士粒子 (,t,1~2mm)少屈

黄褐色士プロック(<I>3~lollllll）多祉炭化物

粒子(<I>2~10mm)多拭

!OGY5/l 2恩の還元岡

7. 5GY5/I 砂質土地山土を主体炭化物粒子(<I>2~3mm) 

微量

7. 5GY4/1 緑灰色土ブロック(<I>3~5mm) 多最 炭化物粒子

(<I> 2~3皿）少屈

2. 5Y5/2 

10YR3/2 

!OY5/! 

オリープ黒色士 10Y3/l 

灰オリープ色土を主体 黒色土プロック（が 20

~30mm) 極多屈

黒色士プロック($20~30nun)多品

2陪より全体的に暗い 黒色土プロック($20 

~30mm) の混入は少ない粘性あり

地山土に近いが黒色土を部分的にプロック状に

含む粘性ややあり

黒色士粒子（い～5mm)少址粘性ややあり

第252図

第423号井戸跡（第252図）

P -47グリッドで検出された。

規模は、長径104cm、短径98cm、深さが120cmであ

った。平面形態は楕円形で、断面形は北側の立ち上

がりがやや開く筒形をしていた。井戸枠については、

検出されなかった。長軸方向は、

った。

N -14° -Eであ

遺物は、中世の陶器片などが少量出土しているが、

図示できるものはなかった。

井戸跡（7)

第424号井戸且『（第252図

P • Q -46グリッドにかけて検出された。第814号

溝跡と重複しており

規模は、長径141cm、短径123cm、深さが81cmであ

った。平面形態は楕円凡

た。井戸枠は、検出されなかった。長軸方向は

N-79° -wでぁった

本井戸跡の方が古かった。

ケで、断面形は筒形をしてい

゜
遺物は、中世の陶器片などが少量出土しているが、

図示できるものはなかった。
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第16表 井戸跡出土遺物観察表（1)

挿回番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

236 1 SE 390 木製品 曲物側板 径471高さ20.8厚さ02

236 2 SE 391 須恵器 坪 [1.2] 4.8 1/5 雲赤粒白粒 普通 にぶい黄橙

236 3 SE 391 須恵器 高台付塊 [2.1] 5.6 底部のみ 雲赤粒針黒粒 普通 褐灰
236 4 SE 391 須恵器 高台付塊 [3.2] 7.1 底部のみ 雲 普通 にぶい橙

236 5 SE 391 須恵器 高台付坑 [1.8] 6.8 底部のみ 雲角赤粒白粒針黒粒 普通 黄灰

236 6 SE 391 須恵器 宰て [9.8] (12.0) 破片 石英白粒針 普通 灰

236 7 SE 394 土師器 坪 11.2 2.9 4/5 雲角黒粒 普通 にぶい橙 北武蔵型坪 72-8 

236 8 SE 394 須恵器 甕 (12.1) [ 4.5] 破片 石英白粒 普通 灰

236 ， SE 394 木製品 下駄 幅6.3•6.7長さ32.1厚さ22・31 1/2 132 

236 10 SE 395 須恵器 坪 12.6 3.6 7.6 3/4 石英針 良好 褐灰 72-9 

236 11 SE 395 須恵器 坪 13.2 3.8 8.0 3/4 石英針 良好 黄灰 墨書 72-10 

239 1 SE 396 緑釉陶器 稜皿 (15.1) 3.1 7.8 1/2 白粒 普通 灰白、釉オリープ黒 陰刻花文 73-1 

239 2 SE 396 須恵器 坪 (11.6) 4.2 5.4 1/3 雲石英 普通 灰褐

239 3 SE 396 須恵器 坪 12.4 3.9 5.0 完形 雲石英 良好 灰 73-2 

239 4 SE 396 須恵器 坪 [2.6] 5.0 2/3 雲角赤粒白粒黒粒 普通 にぶい橙

239 5 SE 396 須恵器 坪 [2.1] 5.9 底部のみ 雲石英針 普通 灰

239 6 SE 396 須恵器 高台付碗 (12.6) 5.6 6.5 1/2 石英白粒 普通 褐灰

239 7 SE 396 須恵器 高台付碗 [3.2] 7.5 底部のみ 雲赤粒白粒小礫 普通 黄灰
239 8 SE 396 須恵器 高台付碗 [2.4] (6.8) 底部のみ 雲長石黒粒 不良 灰

239 ， SE 396 須恵器 高台付碗 [1.9] 7.4 1/5 角赤粒白粒 普通 にぶい黄橙

239 10 SE 396 内黒土器 高台付碗 [2.6] 7.1 底部のみ 石英赤粒白粒針 普通 褐灰
239 11 SE 396 須恵器 高台付碗 [3.0] 破片 角石英赤粒白粒 普通 にぶい黄橙

239 12 SE 396 須恵器 高台付坑 [2.3] 底部のみ 雲赤粒黒粒 良好 灰

239 13 SE 396 土師器 甕 (14.1) [7.9] 1/5 雲石英 普通 灰黄褐

239 14 SE 396 須恵器 甕 [4.4] (14.0) 破片 石英白粒 普通 灰

239 15 SE 396 須恵器 甕 破片 白粒黒粒 普通 灰

239 16 SE 396 木製品 櫛 幅53長さ49厚さ1.1 133-1 

241 1 SE 397 須恵器 高台付婉 [1.9] 6.5 底部のみ 角石英赤粒白粒黒粒 普通 灰
241 2 SE 397 須恵器 杯 (14.2) [3.8] 4/5 雲角 良好 褐灰

241 3 SE 397 灰釉陶器 碗 (13.9) [1.8] 破片 白粒黒粒 良好 灰白、釉灰白 122-2 

241 4 SE 397 須恵器 高台付碗 [ 4.1] 11.0 脚部 石英赤粒 普通 明褐灰

241 5 SE 397 土師器 羽釜 (17.2) [4.3] 破片 角 石英赤粒白粒 普通 にぶい褐

241 6 SE 397 灰釉陶器 壺 [14.0] (1 7.0) 1/4 白粒黒粒 普通 灰白、釉灰白 ハケ塗り 91-6 

241 7 SE 397 石製品 砥石 幅（17.9)長さ[22.0]厚さ(4.4) 破片
241 8 SE 397 須恵器 甕 [17.5] 底部完存 片白粒黒粒 良好 青灰

241 ， SE 397 木製品 杭 幅66長さ[50.3]厚さ6.5 132 

241 10 SE 397 木製品 丸材 幅66長さ[72.2]厚さ6.6

243 1 SE 403 土師器 杯 (12.8) [3.2] 1/3 雲角白粒黒粒 普通 にぶい橙 北武蔵型杯 73-3 

243 2 SE 404 土師器 宰-L̂  11.4 16.4 5.0 完形 雲赤粒黒粒 普通 灰褐 黒斑 92-1 

243 3 SE 404 土師器 甕 (15.6) [7.0] 口縁破片 雲長石 普通 にぶい橙

243 4 SE 404 土師器 鉢 (23.6) [12.4] 口縁破片 砂粒赤粒 普通 橙

243 5 SE 405 須恵器 均 (15.3) [4.0] (11.0) 1/5 白粒針黒粒 良好 灰白

243 6 SE 408 木製品 漆椀 (13.2) 5.4 (6.8) 1/4 黒漆 136-1 

243 7 SE 408 木製品 柄杓 径117高さ4.7底板0.6側板0.4 2/3 側板三重 133-7 

243 8 SE 408 渥美 甕 破片 白粒黒粒 普通 灰 126-1 

245 1 SE 414 かわらけ 皿 (10.8) [3.3] (5.0) 1/3 赤粒黒粒 良好 淡橙

245 2 SE 414 かわらけ 皿 (12.2) 3.5 (6.1) 1/3 雲 普通 にぶい橙

245 3 SE 414 青磁 鉢 (13.6) [4.3] 口縁破片 良好 オリーブ黄 124-1 
245 4 SE 414 常滑 甕 [17.5] 口縁破片 白粒 良好 灰赤 125-1 

245 5 SE 414 常滑 甕 [23.2] 口縁破片 雲白粒黒粒小礫 良好 灰赤 125-1 

245 6 SE 414 常滑 片口鉢 [9.0] 胴部破片 長石石英 普通 灰白

245 7 SE 414 常滑 鉢 [5.9] 口縁破片 赤粒白粒 普通 暗赤褐 125-2 

245 8 SE 414 陶器 すり鉢 7.9 胴部破片 黒粒 普通 赤紫 126-2 

245 ， SE 414 在地 片口鉢 (33.0) [6.0] 口縁破片 石英 良好 灰

245 10 SE 414 在地 片口鉢 (39.0) [10.7] 口縁破片 雲石英 普通 灰白

245 11 SE 414 古瀬戸 梅瓶 9.5 底部破片 赤粒白粒 普通 灰白 124-2 
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第17表 井戸跡出土遺物観察表（2)

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

245 12 SE 414 木製品 漆椀 15.4 8.5 7.9 ほぽ完形 黒漆 136-2 

245 13 SE 414 瓦 平瓦 幅(12.0)長さ(88)原さ(L9) 破片 砂粒赤粒 普通 橙褐

247 1 SE 416 青磁 腰折皿 (8.1) 2.9 (3.9) 口縁破片 良好 明緑灰 124-1 

247 2 SE 416 青磁 蓮弁文皿 [2.1] (6.4) 底部破片 良好 明緑灰 124-1 

247 3 SE 416 かわらけ 皿 [LO] 6.2 底部 赤粒 普通 にぶい橙

247 4 SE 416 常滑 甕 (23.5) [2.5] 口縁破片 白粒 良好 灰褐 125-2 

247 5 SE 416 常滑 甕 [7.8] 口縁破片 長石白粒 普通 にぶい赤褐 125-1 

247 6 SE 416 常滑 甕 [12.0] 口縁破片 長石白粒 黒粒 普通 極暗赤褐 125-1 

247 7 SE 416 在地 片口鉢 (24.2) 10.1 10.3 1/3 石英 普通 黒 126-2 

247 8 SE 416 鉄製品 短刀 刀幅1.7~1.6背幅0.2長さ[l!O] 2/3 130-1 

247 ， SE 416 銭貨 元祐通賓 径21重さ15 北宋1086年、行書

247 10 SE 417 かわらけ 皿 11.7 3.5 破片 雲 角赤粒 普通 にぶい橙

247 11 SE 417 在地 片口鉢 24.6 5.5 破片 角白粒白色小礫 普通 灰黄 126-2 

247 12 SE 418 かわらけ 小皿 8.0 1.8 4.6 完形 雲 角赤粒 普通 にぶい黄橙 73-4 

249 1 SE 419 かわらけ 皿 11.5 3.1 5.7 2/5 雲 角 普通 にぶい黄橙

249 2 SE 419 山茶碗 片口鉢 4.3 (14.0) 破片 白粒黒粒白色礫 良好 灰

249 3 SE 419 在地 片口鉢 30.0 7.0 破片 白粒 黒粒 普通 灰

249 4 SE 419 木製品 指物容器 幅78長さ18.8厚さ0.8 ほぼ完形 木釘 133-2 

249 5 SE 419 木製品 底板 幅20.5長さ21.2厚さ1.0 ほぼ完形 133-8 

249 6 SE 419 木製品 板材 幅(7.2)長さ(382)厚さ10

249 7 SE 419 木製品 板材 幅118長さ(42.0)厚さ1.4

250 1 SE 420 木製品 底板 幅［3.4]長さ[15.8]厚さ[0.8] 1/4 133-3 

250 2 SE 421 青磁 碗 (17.0) [2.2] 破片 良好 オリーブ黄 124-1 

250 3 SE 421 渥美 甕 破片 白粒黒粒 普通 灰 125-2 

250 4 SE 421 木製品 井戸枠 幅6.7長さ61.2原さ2.6 ほぼ完形
132 

250 5 SE 421 木製品 井戸枠 幅62長さ71.6厚さ2.8 ほぽ完形
132 

250 6 SE 421 木製品 井戸枠 幅7.0長さ71.0厚さ36 ほぽ完形
132 

250 7 SE 421 木製品 井戸枠 幅68長さ710厚さ24 ほぼ完形 132 

250 8 SE 421 木製品 井戸枠 幡61長さ70.0厚さ27 ほぼ完形 132 

250 ， SE 421 木製品 井戸枠 幅92長さ739厚さ4.8 ほぼ完形 132 

251 1 SE 422 須恵器 高台付碗 [4.8] 6.4 1/3 黒粒 普通 灰

251 2 SE 422 須恵器 高台付塊 [1.6] 6.4 底部 砂粒赤粒白粒 普通 にぶい黄橙

251 3 SE 422 灰釉陶器 高台付塊 [1.7] 6.3 底部完存 白粒 黒粒 良好 灰白 転用硯 122-2 

251 4 SE 422 須恵器 甕 [7.0] 口縁破片 石英砂粒白粒 普通 灰 121-2 

251 5 SE 422 須恵器 甕 (19.6) 破片 長石白粒 良好 暗灰

251 6 SE 422 須恵器 甕 [20.7] 11.2 底部破片 白粒針 良好 灰
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第253図 性格不明遺構 ・土坑全体図 (1)
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第254図 性格不明遺構 ・土坑全体図 (2)
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5.性格不明遺構
円形に溝が巡る円形周溝状遺構や平面形態が不整

形をする竪穴状遺構などの遺構の性格が不明である

遺構を本稿でまとめて報告することにする。

円形周溝状遺構は、第4次調査東区において 1基

検出された。円形周溝状遺構は、下田町遺跡では、

第2次調査東区で 1基 （第224号溝跡）、第 3次調査

で2基（第 5 • 6号円形周溝状遺構）調査され、本

例で4基めである。

本遺構は、住居跡との切り合いがみられない他の

例とは異なり、奈良時代の住居跡（第325号住居跡）

を切って構築されている。出土遺物はほとんどない

ため、正確な時期は不明であるが、少なくとも奈良

時代以降と推定される。

下田町遺跡において、円形周溝状遺構は、古墳時

代後期の集落に伴うものと考えられてきたが、本例

のように、時代の降る例が発見されたことは重要で

ある。下田町遺跡の諸例を見ても、円形に溝が輪に

なる点を除けば、その規模や形態には多様性がみら

れる。その性格は不明であるが、おそらく、画ー的

なものではなく、地域や時期によって、異なる性格

を有していた可能性がある。こうした視点は、今後、

このような形状の遺構の性格を検討する際に必要と

考えられる。

竪穴状不明遺構は、第5次調査で2基が検出され、

本遺跡で検出された遺構の総数は 4基となる。第8

号竪穴状不明遺構は、 一辺が約4mの不整形を呈し、

覆土の上層には焼土・炭が多量に含まれていた。底

面は中央に向かって低くなっていた。第9号竪穴状

不明遺構は、底面は平坦であるが、平面形態は不整

形で、カマドや壁溝などの施設が検出できなかった。

両遺構とも居住施設とは考えにくく、これまで検

出された同様の遺構とは平面形態は異なるが、時期

は何れも古墳時代後期である。祭祀色が薄く、出土

遺物の復元率が低いことから、土器などを廃棄する

ための遺構と考えられる。

第7号円形周溝状遺構 （第255図）

K-30グリッドで検出された。第325号住居跡と重

複していた。切り合い関係は、第325号住居跡よりも

新しかった。

平面形態は円形で、中心の平坦部はやや方形に近

くなっていた。規模は、直径2.8m、中心部は1.64X 

1.61mであった。溝の深さは東側でO.llm、西側で

0.12m、北側でO.llm、南側で0.17m、幅が0.45~0.65

mであった。中央部分にピットなどの掘り込みはな

く、地山面は平坦であった。

出土遺物は少なく、すべて破片である。第256図l

は土師器の羽釜である。他に、土師器杯・甕、須恵

器杯（回転糸切り底）．甕などの破片が含まれていた。
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第7号円形周溝状遺構

A11.om A' 

言／／／／／／二言］
第7号円形周溝状迫構
1 褐灰色士 IOYR4/l 暗灰色の粘質土主体 褐色土粒子(~2mm) 

多此 しまりあり 粘性弱い

第255図 第7号円形周溝状遺構

2m 
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= ]1  

10cm 
l:4 

第256図 第7号円形周溝状遺構出土遺物



第8号竪穴状不明遺構（第257• 258図）

N -35グリッドで検出された。第764号溝跡、第

365 • 376 • 389号住居跡と重複していた。新旧関係は、

第764号溝跡より古く、第365• 376 • 389号住居跡よ

りも新しかった。

規模は、南北3.93m、東西3.78mで、深さが0.06~

0.17mであった。平面形態は不整形をしていた。主軸

方向は、 N-19°-Wであった。

掘り込みは全体的に浅く、中央がやや深くなって

おり、播り鉢状になっていた。覆土上層の 1 • 2層

は、灰を主体とし、炭化物や焼土が多量に含まれて

いた。遺物の多くはこれらの層位から出土している。

ピットは、壁際に沿った形で小規模なピットを10本

検出した。各ピットの規模は、 Plは径13cm、深さが

7 cm、P2は径17cm、深さが14cm、P3は径13cm、深

さが4cm、P4は径16cm、深さが9cm、P5は径10cm、

深さが6cm、P6は径17cm、深さが10cm、P7は径22

cm、深さが9cm、P8は径25cm、深さが8cm、pgは

径16cm、深さが5cm、Pl0は径16cm、深さが12cmであ

った。

遺物は、土師器の杯 ・甕を主体に、多量に出土し

ている。第259図2~27は、土師器坪で、有段口縁杯、

須恵器杯身の模倣坪が多いのが特徴である。第260図

30~45は、土師器甕で、全体を復元できるものはな

かった。第261図54は、半円形をした勾玉形の滑石製

第8号竪穴状不明遺構

＜ ． 

SJ365 

◎P6 0P)_F' 
土＾ ◎ ^, 

SJ376 

<(’ 
C 16.9m c・ D 16 9m D' 

捻| Pl p4 

疇［ 言

E

6

.9
l

イ

E 16.9m E'F  16.9m F' ． ．．  
P5 P6 PJ 

冑 一
G16.Sm G'HIS.Sm H' ． ．．  
P9 P9 PI O 

ー・
B_1_6_.9m B' 

第8号竪穴状不明迪構

l 黒色土 lOYRl. 7/1 黒色の灰を主体とし中～多星 焼土粒子 ($2~5mm) 少址

士師器片を含む しまりあり 粘性なし

2 黒色土 lOYRl. 7 /1 1庖と同じ黒色の灰を主体 黒色 ・灰色の灰多址 焼土粒

子($2~10mm)を斑に含む炭化物 (0.5~1mm角）中～多埜

青褐灰色土プロック ($2~20mm) 含む 土師器片を含む

しまり・粘性なし

3 黒色土 10YR2/l 茶色っぽい黒褐色のしまりある士主体 焼土ブロック (
$5

~20mm) 中～多最炭化物 (0.5cm角）含む しまりあり

粘性なし

4 黒色士 IOYR2/l 黒色灰主体（黒色灰岡） 焼士粒子(¢5~10mm)斑に含む

しまり・粘性なし

5 暗褐黄灰色士 2. 5Y4/2 暗褐黄灰色のしまりある土主体（地山土に近い土）

暗灰色の灰を斑に含む 黄掲色土粒子(</>2~5mm)・焼土

粒子(</>10mm) ・炭化物 (0.8cm角）少拭 しまりあり

粘性なし

6 暗褐黄灰色士 2. 5Y4/2 5層と同じ土を主体とするが混入物はみられない

しまりあり 粘性なし

7 暗青灰色士 5B3/1 暗青灰色粘質士主体 暗灰色粘土少虻

8 暗褐黄灰色土 2. 5Y4/2 暗褐黄灰色の粘性のややある土主体 青掲灰色士粒子

(</> 2~5mm) 中～多晶暗灰色の灰を斑に含む しまり

あり 粘性ややあり

ピット
9 黒褐色士 IOYR3/l 焼士粒子（が2mm)・炭化物粒子（が2mm) 少甚 しまり

あり 粘性なし

10 褐灰色土 IOYR4/l 焼土粒子(,t,2mm) 少星 しまりあり 粘性なし

11 黒褐色土 ］OYR3/] 暗灰色のしまりある土主体 黒灰色の灰少拭 しまり

あり 粘性なし

2m  
1鉛

第257図 第8号竪穴状不明遺構
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第8号竪穴状不明遺構
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第258図 第8号竪穴状不明遺構遺物出土状況
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第259図 第8号竪穴状不明遺構出土遺物（1)
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第260図 第8号竪穴状不明遺構出土遺物 (2)
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第261図 第8号竪穴状不明遺構出土遺物（3)

模造品で、作りは丁寧である。

第9号竪穴状不明遺構 （第263図）

P-47グリッドで検出された。第402号住居跡、第

806号溝跡と重複していた。新旧関係は、第806号溝

跡より古く、第402号住居跡よりも新しかった。

規模は、南北2.6m、東西2.45m、深さが0.1~0.25m

であった。平面形態は、北西部が張り出す不整方形

をしていた。主軸方向は、 N-46°-Wであった。

底面はほぼ平坦で、ピットを 5本検出した。各ピ

ットの規模は、 Plが3Qx22cm、P2が37X57cm、P3

が33x 60cm、P4が21x 22cm、P5が18X13cmであっ

た。ピットの配置も不規則で、規模もまばらである

ことから、柱穴とは考え難い。

出士遺物は、同一個体と考えられる土師器甑のロ

10cm O 5cm 
1 4 | 1 1 1 : 3 

第262図 第9号竪穴状不明遺構出土遺物

-245-



第 9号竪穴状不明遺構

A' 

A上•3m A' B16.Jm B' 

冑

第9号竪穴状不明迪構
1 黒褐色士 2. 5Y3/2 

2 黒褐色土 2. 5¥3/2 

3 黒褐色土 2. 5Y3/2 

ピット 1

黄褐色土粒子 (</,1~10mm)少祉焼土粒子
(</,1~5mm) ・炭化物粒子 (</,1~5nlll!)微屈
しまり ・粘性あり
黄褐色士プロック(</,5~10mm)斑に含む
緑灰色士粒子(<t,l~5mm)斑に含む しまり
あり 粘性ややあり
黄褐色土粒子(<t,l~10mm)斑に含む 焼土
粒子 (</,!nun)・炭化物粒子 (</,I~3mm)微屈
しまり ・粘性あり

4 黒色士 2. 5Y2/l 粘質土 ・緑灰色土粒子 ($I~5mm)微拡

ピット 2

焼土粒子(<PImm)微批 しまりあり 粘性
強い

5 暗オリープ灰色士 2. 5GY3/ I 緑灰色士 (</,I~20mm) をブロック状に多址
しまり ・粘性あり

6 黒色土 2. 5GY2/1 粘質土 ・緑灰色土(</,10~20mm) をプロック

ピット 3
7 暗緑灰色士

8 暗緑灰色土

9 暗青灰色士

ピット 4
10 暗緑灰色土

IOGY3/l 

!OGY3/l 

5B3/1 

IOGY3/l 

状に多舟 しまりあり 粘性強い

暗緑灰色粘質土炭化物プロック(~ 5mm) 
少址 しまり・粘性あり
7庖と同色粘質土で炭化物含まず
しまりなし 粘性あり
青灰色粘質士主体青灰色シルト少批暗青
灰色粘質土を斑に含む しまりややあり
粘性あり

7屑よりやや暗めの暗緑灰色粘質士 炭化物
粒子(~ l~2mm) 微拡青灰色土粒子 (~3
~5mm)斑に含む しまりややあり 粘性あり

2m 
ヽ
1 •60 

第263図 第 9号竪穴状不明遣構

縁部、底部片が各 1点と土錘が 1点出土している。

第10号焼土跡 （第264図）

P-44グリッドの谷部への落ち際で検出された。

規模は、径0.37mで、平面形態は円形を していた。

掘り込みはなく、遺構検出面である地山が被熱して

いた。住居跡の炉跡の可能性が考えられたため、周

囲を丹念に精査したが、柱穴や壁溝なども検出でき

なかったことから、単独の遺構として調査を行った。

第18表 性格不明遺構出土遺物観察表（1)

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存

256 1 SX 7 土師器 羽釜 (18.7) [5.7] 破片
259 1 SX 8 須恵器 臆 [6.0] 頸部破片
259 2 SX 8 土師器 坪 (13.6) 4.8 1/3 
259 3 SX 8 土師器 杯 (13.4) 3.8 1/3 
259 4 SX 8 土師器 坪 13.6 4.1 ほぼ完形
259 5 SX 8 土師器 坪 (13.6) 4.0 1/2 
259 6 SX 8 土師器 坪 14.0 4.5 2/3 
259 7 SX 8 士師器 坪 (14.4) [ 4.4] 1/3 
259 8 SX 8 土師器 坪 (14.4) 3.9 11.8 1/2 
259 ， SX 8 土師器 坪 14.2 4.3 4/5 
259 10 SX 8 土師器 坪 (15.0) 4.1 1/5 
259 11 SX 8 土師器 杯 (15.8) [4.5] (14.3) 破片
259 12 SX 8 土師器 杯 12.8 [4.0] 1/4 
259 13 SX 8 土師器 坪 (13.0) 4.2 3/4 
259 14 SX 8 土師器 坪 12.2 [3.4] 1/3 
259 15 SX 8 土師器 坪 12.0 4.1 2/3 
259 16 SX 8 土師器 坪 11.8 [2.5] 1/5 
259 17 SX 8 土師器 坪 (12.0) [3.1] 口縁破片
259 18 SX 8 土師器 坪 (11.8) 4.0 1/4 
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第10号焼土跡 ／

谷 Al6.4m A ' ． ．  

A_ ~ -A' 

言
第10号焼土跡
］ にぶい橙色土 2. 5YR6/4 焼士を主体とし下方に向かってうすくなる

第264図第10号焼土跡

胎 土 焼成 色調 備 考

角石英砂粒白粒 普通 にぶい黄橙

白粒 良好 暗緑灰 模倣坪

赤粒白粒 普通 黒褐 黒色模倣坪

雲 砂粒白粒 普通 暗赤褐 有段口縁杯

雲赤粒 普通 暗赤灰 黒色有段口縁坪
雲 赤粒 良好 赤褐 有段口縁杯

角砂粒赤粒白粒 普通 黄橙 有段口縁杯

赤粒白粒 普通 橙 有段口縁坪

赤粒白粒 普通 褐灰 黒色有段口縁拓

砂粒赤粒白粒 普通 浅黄 黒色有段口縁坪
雲 角赤粒白粒 普通 橙 黒色有段口縁杯

雲 白粒黒粒 普通 にぶい橙 黒色有段口縁杯

雲 赤粒白粒 普通 橙 模倣坪

角砂粒赤粒白粒 普通 黄橙 模倣坪

赤粒白粒 普通 にぶい橙 身模倣坪

砂粒赤粒白粒 普通 橙 黒色身模倣坪

赤粒 普通 にぶい橙 身模倣坪、赤彩
雲 赤粒 良好 にぶい赤褐 黒色身模倣坪

赤粒白粒 普通 橙 身模倣杯、赤彩

2m  
160 

図版

73-5 

73-6 

73-7 

73-8 

74-1 

74-2 

74-3 



第19表 性格不明遺構出土遺物観察表（2)

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 備 考 図版

259 19 SX 8 土師器 坪 (12.0) [3.6] 1/5 雲赤粒白粒 普通 橙 身模倣杯

259 20 SX 8 土師器 坪 (12.2) 4.0 1/4 赤粒白粒 普通 黄灰 身模倣杯

259 21 SX 8 土師器 杯 (12.6) 4.5 3/4 砂粒白粒 普通 橙 身模倣杯、黒斑 74-4 

259 22 SX 8 土師器 杯 (13.2) [3.9] 1/4 角砂粒赤粒白粒 普通 黄橙 身模倣杯

259 23 SX 8 土師器 杯 (12.0) 4.9 1/5 雲赤粒白粒 良好 にぶい褐 身模倣杯

259 24 SX 8 土師器 杯 (10.6) [4.0] 1/5 砂粒 普通 明褐灰

259 25 SX 8 土師器 杯 (10.8) 2.9 破片 赤粒 普通 淡橙 比企型杯、赤彩

259 26 SX 8 土師器 杯 (13.6) 2.6 口縁破片 砂粒赤粒 良好 にぶい黄橙 比企型杯、赤彩

259 27 SX 8 土師器 杯 (13.6) 2.6 口縁破片 赤粒白粒 普通 赤褐 比企型杯、赤彩

259 28 SX 8 土師器 鉢 (19.6) [12.1] 1/3 雲赤粒 良好 にぶい橙

259 29 SX 8 土師器 鉢 (14.5) 10.7 口縁破片 石英砂粒 良好 橙

260 30 SX 8 土師器 甕 (16.4) [7.7] 1/5 石英赤粒白粒 普通 明赤褐

260 31 SX 8 土師器 甕 (17.4) [5.2] 口縁破片 砂粒白粒 普通 明赤褐

260 32 SX 8 土師器 甕 (18.6) [5.4] 1/4 角赤粒白粒 普通 にぶい赤橙

260 33 SX 8 土師器 甕 (18.4) [4.9] 口縁破片 赤粒白粒 普通 にぶい橙

260 34 SX 8 土師器 甕 (18.8) [14.3] 口縁 砂粒 良好 明褐灰 92-2 

260 35 SX 8 土師器 甕 (18.6) [15.0] 口縁破片 雲白粒黒粒 普通 にぶい橙

260 36 SX 8 土師器 甕 (19.0) [16.8] 1/3 砂粒赤粒 普通 にぶい橙

260 37 SX 8 土師器 甕 (19.0) 8.8 1/5 砂粒赤粒白粒 普通 明赤褐

260 38 SX 8 土師器 甕 (12.5) 8.0 口縁破片 赤粒白粒 普通 浅黄橙

260 39 SX 8 土師器 甕 (32.0) [8.1] 口縁破片 砂粒赤粒 普通 にぶい橙

260 40 SX 8 土師器 甕 [3.4] 4.2 底部 白粒黒粒 普通 赤橙

260 41 SX 8 土師器 甕 [7.8] 5.8 底部 砂粒赤粒 普通 にぶい赤橙

260 42 SX 8 土師器 甕 [14.5] 底部1/3石英赤粒 普通 にぶい赤橙

260 43 SX 8 土師器 甕 [9.7] (8.0) 底部1/5石英赤粒白粒 普通 黒褐

260 44 SX 8 土師器 甕 [2.3] 9.0 底部 砂粒赤粒 普通 褐灰

260 45 SX 8 土師器 甕 [3.0] 11.3 底部 砂粒 普通 にぶい橙

261 46 SX 8 土師器 甑 (20.0) [8.5] 口縁破片 白粒黒粒 普通 にぶい橙

261 47 SX 8 土師器 甑 (25.8) [7.9] 破片 砂粒赤粒 普通 にぶい橙

261 48 SX 8 土師器 甑 (28.0) [14.2] 口縁破片 石英赤粒白粒 良好 明赤褐

261 49 SX 8 土師器 甑 [3.5] (8.0) 破片 石英砂粒 普通 にぶい黄橙

261 50 SX 8 石 貝巣穴岩 幅（2.9)長さ(3.4)厚さ(2.1)

261 51 SX 8 石製品 臼玉 径1.0長さ0.4重さ0.5 ほほ完形 滑石製

261 52 SX 8 石製品 臼玉 径1.0長さ0.6重さ08 ほぼ完形 滑石製

261 53 SX 8 石製品 臼玉 径11長さ05重さ0.9 4/5 滑石製 128-2 

261 54 SX 8 石製品 勾韮 厚さ05重さ3.0重さ23 完形 滑石製 127-1 

262 1 SX ， 土師器 甑 (27.0) [11.0] (8.0) 破片 長石石英砂粒白粒 普通 淡黄

262 2 SX ， 土師器 甑 [11.6] 底部1/4長石砂粒白粒 普通 淡黄 黒斑

262 3 SX ， 土製品 土錘 孔径0.3径1.2長さ［4.9]重さ8.7ほぽ完形 129-2 
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6.土坑
本書で報告する調査区内から検出された士坑は、

総数140基であった。

時期は、古墳時代前期と考えられる土坑は検出で

きず、古墳時代後期と平安時代のものが多く認めら

れた。遺構の性質上、遺物が出土していないものが

多く、時期を特定できない土坑が多かった。

今回検出された士坑の中で、第675• 678 • 683号土

坑は、壁面が赤く被熱し、覆土に焼土塊を多く含ん

でいたことから、土師器を焼成した土坑である可能

性が考えられる。長軸方向がほぼ一致することから、

ほぽ同時期に構築されたものと推測できる。

他にも、形態が異なるが、第703• 712 • 745 • 796 

号土坑などのように、多量の炭や焼土を含む土坑が

検出されており、土師器焼成土坑の可能性も考えら

れる土坑が検出されている。

第739号土坑は、第12号方形周溝墓のマウンド上で

検出されたため、調査当初は埋葬施設の可能性も考

えられたが、ほとんど遺物が出土せず、覆土も古墳

時代前期のものとは様相を異にしていたことから、

周溝墓に伴う遺構ではないと判断した。

第658号土坑（第265図）

K-29グリッドで検出された。規模は、長径97cm、

深さが8cmで、平面形態は円形をしていた。長軸方

向は、 N-11°-Wであった。

遺物は、須恵器壺片などが少量出土している。

第659号土坑（第265図）

N-27グリッドで検出され、第657号溝跡と重複し

ていた。

規模は、長軸358cm、短軸158cm、深さが40cmで、

平面形態は不整形をしていた。長軸方向は、 N-

32° -wであった。

出土遺物は、第280図l~4に示した。1 • 2は灰

釉陶器の碗で、 3は緑釉陶器の塊である。4は、鉄

滓の鍛冶滓である。このほかに底部に糸切を施した

須恵器杯、甕の破片が少量出土している。

第660号土坑（第265図）

K-30グリッドで検出され、第679号溝跡と重複し

ていた。

規模は、長軸125cm、短軸100cm、深さが23cmで、

平面形態は楕円形をしていた。長軸方向は N-

29° -Eであった。

遺物は、第280図5に図示した須恵器の高台付塊が

出土している。

第661号土坑（第265図）

L -31グリッドで検出され、第680号溝跡と重複し

ていた。

規模は、長軸87cm、短軸69cm、深さが29cmで、平

面形態は楕円形であった。 長軸方向は、 N-85° —

Eであった。

遺物は、底部に糸切を施した須恵器坪の破片が出

土している。

第662号土坑 欠番

第663号土坑（第265図）

L -31グリッドで検出され、第727号溝跡と重複し

ていた。

規模は、長軸93cm、短軸57cm、深さが19cmで、平

面形態は東西に長い楕円形であった。長軸方向は、

N-80° -Wであった。

遺物は、須恵器甕、土師器片が少量出土している。

第664号土坑（第265図）

N-28グリッドで検出され、第687号溝跡と重複し

ていた。

規模は、長軸106cm、短軸87cm、深さが18cmで、平

面形態は楕円形であった。長軸方向は、 N-59°―

Wであった。
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第659号土坑 第658号土坑 第660号土坑 第661号土坑

A
 

A...1.!_9m A' 

A 110m 

冒
第663号土坑

ヽ
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／ 

A' 

A..J!.9m A' 

言誓冒
第664号土坑
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第665号土坑 ／ 

□_A 

All.Om A' 

s冒

第666号土坑

＼ 

A＿倉~ -A

All.Om A' 

冒言

第658号土坑

1 黒褐色土

第659号士坑

1 黒褐色土
2 黒色土
3 黒色土
4 黒色士

第660号土坑
1 灰黄褐色土
2 灰黄褐色士
3 褐灰色士

4 黒色土

5 灰黄褐色士

!OYR3/l 暗灰色粘士含む灰色士プロック(</>5lllln)微量 しまりあり 粘性なし

7. 5YR3/l 焼土ブロック微星 マンガン多盆

7. 5YR2/l 黄褐色士プロック少凪 マンガン含む

5YR1.7/l 黄褐色土プロック (~I~5mm) 少品 マンガン含む

IOYR2/l 青灰色土ブロック少盤 炭化物含む

第661号土坑
1 青黒色土 5BG2/l 

2 青黒色土 5BG2/l 

3 暗灰色士 N3/0 

4 オリープ灰色士 5GY6/l 

第663号土坑
1 黒褐色士
2 黒褐色士

3 灰色土

4 黒褐色土
5 黒褐色土

10YR4/2 褐色土粒子(<f,2mm) 含む焼土ブロック(<f,10mm)少見 しまりあり 粘性ややあり

10YR4/2 しまりのある灰色土主体 黄褐色土ブロック（が20mm) 含む しまりあり 粘性ややあり

10YR4/] 粘性のある灰色土 しまりややあり 粘性あり

10YR2/] 灰と焼士の混ざった層 焼士プロック(</,5~15mm) 多献黄褐色土プロック

(</, 5mm) 少品 しまりなし粘性あり

JOYR5/2 粘性のある灰色土・黄褐色土プロック(</,20~30mm)含む しまりあり 粘性ややあり

しまりあり 粘性ややあり
酸化鉄分少絨 しまり ・粘性ややあり

粘質土層 青灰色粘上ブロック (¢10~20mm)少品 しまり弱い粘性強い

均質の粘質土層 しまり弱い粘性強い

l0YR3/2 焼土粒子 (¢Imm) ・ローム粒子 ($3~71nn1)少最 しまりあり 粘性ややあり

!OYR3/! ローム粒子(~ I~3皿1) ・炭化物粒子(¢ I~3mm)少拭 全体的に混入物少ない しまり ・

粘性ややあり
N4/0 灰が主体 焼土粒子 ($1~6mm) ・ローム粒子(¢ I~5mm) ・炭化物粒子(¢ I~5皿1)少拡

しまり弱い 粘性弱い

lOYR3/2 ローム粒子（い～3mm) 少最 しまりあり 粘性ややあり

IOYR3/2 焼士粒子 ($1~4mm) ・炭化物粒子($I~7mm) 少抵 しまり ・粘性ややあり

第664号士坑
1 灰黄褐色士 IOYR4/2 黄褐色粘士プロック(.3~5mm) ・焼土プロック(.3~5mm) 斑 炭化物プロック(,t,5mm)

含む

第665号土坑
1 黒褐色土 IOYR3/l 黄灰色粘士ブロック(.3~5mm) 斑 焼土ブロック（が5mm) ・炭化物微盤

2 灰黄褐色土 IOYR4/2 黄灰色粘土ブロック(.3~5mm)多是

第666号土坑
1 灰英褐色土 IOYR5/2 黄灰色粘士ブロック(.3~5mm) 多量 焼土 ・炭化物ブロック少抵

2 褐灰色土 IOYR4/l 炭化物庖 黄掲色粘士プロック(<P10mm) 少旦

2m  
ヽ

1• 印

第265図 土坑（1)
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遺物は、須恵器杯、土師器片が少量出土している。

第665号土坑 （第265図）

N-28グリッドで検出され、第687号溝跡と重複し

ていた。

規模は、長径86cm、深さが28cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向は、 N-42°-Wであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第666号土坑 （第265図）

N-28グリッドで検出された。

規模は、長軸84cm、短軸42cm、深さが28cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

70° -Eであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第667号土坑 （第266図）

M-30グリッドで検出された。

規模は、長径64cm、深さが7cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向は、 N-82° -Eであった。

遺物は、土師器破片が少量出土している。

第668号土坑 （第266図）

M-29グリッドで検出された。

規模は、長軸186cm、短軸123cm、深さが16cmで、

平面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、N-

61° -Eであった。

遺物は、土師器破片が少量出土している。

第669号土坑 （第266図）

L • M-28グリッドにかけて検出され、第656号溝

跡を重複していた。

規模は、長軸323cm以上、短軸235cm、深さが11cm

で、平面形態は不整形をしていた。長軸方向は、

N-0゚ であった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第670号土坑 （第266図）

K-27グリッドで検出された。

規模は、長軸110cm、短軸87cm、深さが7cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

53° -Eであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第671号土坑 （第266図）

N-29グリッドで検出され、第686号溝跡と重複し

ていた。

規模は、長径100cm、深さが11cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向は、 N-2° -Wであった。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第672号土坑 （第266図）

N-29グリッドで検出された。

規模は、長軸113cm、短軸68cm、深さが15cmで、平

面形態は南北に長い楕円形をしていた。長軸方向は、

N-3° -Wであった。

遺物は、底部に糸切を施した須恵器杯、土師器

「コ」の字状口縁甕の破片などが出土している。

第673号土坑 （第266図）

K-30グリッドで検出され、第 7号円形周溝状遺

構、第679号溝跡と重複していた。

規模は、長軸93cm、短軸80cm、深さが14cmで、平

面形態は楕円形をしていた。長軸方向は、 N-

20° -wであった。底面中央部を平坦で高く残し、

壁の周囲が一段深く掘り込まれていた。

遺物は、土師器破片が少量出土している。

第674号土坑 （第267図）

K-30グリッドで検出され、第325号住居跡と重複

していた。

規模は、長径74cm、深さが8cmで、平面形態は円

形をしていた。長軸方向は、 N-27°-Eであった。

遺物は、土師器破片が少量出土している。
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A l6.9m A' 

言

第670号土坑

A -0: 

A11om A' 

言

第667号土坑
1 黒褐色土

第668号土坑
1 黒色士

第670号土坑
1 褐灰色土

A 16.9m 

胃

第671号土坑

A上，9m

第669号土坑
1 暗緑灰色士 7. 5GY4/l マンガン多址 （地山との判別困難）
2 掲灰色土 10YR4/l マンガン少堡 炭化物含む
3 暗オリープ灰色土 5GY4/l マンガン多凪 炭化物含む
4 黒色土 N2/0 マンガン少拭

A' 

言言言［

IOYR4/l 暗灰色のややしまりのある士主体褐色土
粒子 (~21Il1Il ) 多祉 しまり ・粘性ややあり

A' 

A 19.8m A' 

第672号土坑 第673号土坑

＼ 

Aーロニ：＿A：□□ 
All.Om A' 

言 冒

A 16.9m A' 

ーニ
冒

2m 
I•60 

2 灰黄褐色土 IOYR5/2 地山の土主体 黄褐色士プロック(¢ 10~20mm) • 
7. 5YR3/l 焼士粒子(~ I~5mm) ・炭化物粒子 (¢l～ 褐色士粒子(¢2mm)含む しまりあり 粘性なし

5m皿）少菌 しまりややあり 粘性弱い
第671号土坑
1 灰黄掲色士 IOYR5/2 黄灰色粘土プロック（が2~3mm)斑

7. 5YR2/1 ローム粒子(¢ I~5mm) ・炭化物粒子 (¢ 2 褐灰色士 10YR5/1 黄灰色粘土プロ ック (~2~3mm ) との混土層
l~5mm)少呈 しまりあり 粘性ややあり

第672号土坑
1 褐灰色士 IOYR5/l 焼士少拭炭化物粒子(<I>3~5mm)多品 黄褐色粘

土プロック(,t,3~5mm)斑
2 褐灰色土 IOYR4/l 黄褐色粘土(<t>10mm) との混土層

第673号土坑
1 黒褐色士 IOYR3/2 ロームプロック(,t,1~10mm)少屋 焼土粒子・炭

化物粒子(,t,1~2mm)微最 しまりあり 粘性やや
あり

2 灰黄褐色士 10¥「R4/2 ロームブロック多祉 しまり・粘性あり

第266図土坑（2)
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